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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１９年１１月７日（水）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　５時２２分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 柴田繁勝 � 副委員長� 嶋野浩一朗 � 委　　員� 森西　正

委　　員� 川口純子 � 委　　員� 川端福江 � 委　　員� 森内一蔵

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正� 教育長　和島　剛

教育総務部長　羽原　修� 同部理事　平岡利彦�

同部次長兼総務課長　馬場　博　　　同部参事兼学校教育課長　大路　守

総務課参事　岩見賢一郎� 学務課長　北野人士� 学校教育課参事　前馬晋策

同課指導主事　若狭孝太郎� 同課指導主事　筒井　豊� 人権教育室長　平松直樹�

同所指導主事　奥野宏一� 生涯学習部長　奥田秋広� 同部次長兼生涯学習スポーツ

課長　中岡曰生� 同課参事　田川昭義� 同課参事　小林寿弘　�

青少年課長　池上　彰� 市民図書館長　高田繁夫� 同館参事　石田一男

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局書記　杉本　徹

１．審査案件

認定第１号　平成１８年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
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（午前１０時　開会）

○柴田委員長　ただいまから文教常任委

員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。森山

市長。

○森山市長　おはようございます。この

たびは、皆さん方には文教常任ご就任、

大変ご苦労さまでございます。

　本日は、何かとお忙しい中、常任委員

会をおもち頂きまして、大変ありがとう

ございます。

　本日は、平成１８年度歳入歳出決算認

定の件所管分についてご審査を頂くわけ

でございますけれども、どうか慎重審査

の上、ご認定賜りますようよろしくお願

いしたいと思います。

　私は、一たん退席させて頂きますが、

在庁いたしておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。　

○柴田委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、森西委

員を指名します。

　暫時休憩します。

（午前１０時２分　休憩）

（午前１０時３分　再開）

○柴田委員長　再開します。

　認定第１号所管分の審査を行います。

補足説明を求めます。

　羽原教育総務部長。

○羽原教育総務部長　それでは、平成１

８年度摂津市一般会計歳入歳出決算のう

ち、教育総務部が所管いたしております

事項につきまして、決算書に従い、補足

説明を申し上げます。

　まず歳入でございますが、決算書３６

ページ、款１３、使用料及び手数料、項

１、使用料、目７、教育使用料は、学校、

幼稚園の敷地内にある電柱等用地使用料

と幼稚園の入園金及び保育料による収入

でございます。

　このうち、幼稚園の入園金及び保育料

につきましては、平成１８年度より保育

料を月額７，０００円から１万円に改定

したことに伴いまして、１７年度決算に

比べ増額となっております。

　次に、４０ページの項２、手数料、目

６、教育手数料は第４中学校の隣接地と

の境界明示手数料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

１、国庫負担金、目３、教育費国庫負担

金は、味舌東小学校校舎増築に係る国庫

負担金でございます。

　項２、国庫補助金、目３、教育費国庫

補助金の主なものといたしましては、幼

稚園の就園に係る保護者負担の軽減を図

る国の補助金、鳥飼西小学校の耐震補強

工事に対する補助金、同小学校のトイレ

改修及び第２中学校のアスベスト除去工

事に対する補助金、味舌東小学校の給食

調理場整備に対する交付金などでござい

ます。

　次に、５２ページ、款１５、府支出金、

項２、府補助金、目８、教育費府補助金

の主なものは、幼稚園、小・中学校間の

教育連携活動を図るための総合的教育力

活性化事業補助金、小学校での来校者受

付員配置に対する学校安全緊急対策事業

費補助金などでございます。

　５４ページ、項３、委託金、目４、教

育費委託金の主なものは、不登校の児童・

生徒のための適応指導教室に係る調査研

究の委託金、中学校の不登校問題対策と

して１８年度から実施されております不

登校支援協力員配置事業委託金などでご

ざいます。

　次に、５８ページ、款１９、諸収入、

項３、貸付金元利収入、目１、奨学資金

貸付金元金収入は、奨学資金貸付金の償

還金でございます。

　歳入の最後といたしまして、６８ペー
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ジ、項４、雑入、目１、雑入、節１、雑

収入のうち、主なものといたしましては、

学校給食費負担金等でございます。

　次に、歳出につきましてご説明を申し

上げます。

　まず、２０４ページ、款９、教育費、

項１、教育総務費、目１、教育委員会費

は、教育委員に係る諸経費で教育委員の

報酬が、その主なものでございます。

　同じく２０４ページの目２、事務局費

は、教育委員会事務局の運営全般にかか

わります経費で、主なものといたしまし

ては事務局職員の人件費のほか、節７、

賃金は、障害児介助員や校務補助嘱託員

等の賃金。節８、報償費は、新１年生の

入学祝い品のランドセル代、及び学校安

全管理受付員の個人ボランティアの方へ

の報償金でございます。

　２０６ページの節１１、需用費、消耗

品費の主な内容は、小学校受付員配置に

伴う安全対策の物品や安全対策事業とい

たしまして、児童に貸与する防犯ブザー

の購入費でございます。

　同ページ、節１３、委託料の主な内容

は、登下校の安全を確保するため、小学

校通学路に配置した交通専従員の経費、

各小学校と幼稚園に配置いたしました安

全管理の受付員業務などの経費でござい

ます。

　２０８ページ、節２１、貸付金は、経

済的理由により高校進学が困難な生徒へ

の奨学資金貸付金でございます。

　次に、目３、教育研究所費は、教育研

究所の運営に係る経費で、主なものとい

たしましては適応指導及び教育相談に携

わります教育指導嘱託員に係る経費、自

宅から出られない子どもに対して大学生

のさわやかフレンドを家庭へ派遣する経

費などでございます。

　２１０ページの節１９、負担金、補助

及び交付金のうち、教育研究会補助金は、

連合水泳大会や連合音楽大会、及び教育

研究会の活動に要した経費でございます。

　同ページの目４、教育指導費の主なも

のといたしましては、子育ての悩みや不

安を抱く家庭を支援し、子どもの学校生

活を充実させる学校・家庭連携支援モデ

ル事業の経費、小・中学校に英語指導助

手などを派遣する国際理解教育推進事業

に係る経費、学力定着度の調査に係る経

費でございます。

　２１２ページ、目５、教育推進費の主

なものといたしましては、中国帰国子女

等への日本語指導や土曜つながり推進事

業における指導員の配置などに要した経

費でございます。

　同ページ、目６、人権教育指導費の主

なものといたしましては、人権教育につ

いての管理職研修、教職員研修などに要

した経費などでございます。

　２１２ページから２１６ページにわた

ります項２、小学校費、目１、学校管理

費は、市内１２小学校の管理運営に係る

給食調理員、校務員の人件費、施設設備

の維持管理及び消耗品、備品等の購入な

どに要した経費でございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、教科用や通常の学校管理に必要とな

る消耗品費、施設維持管理のための光熱

水費や修繕料、電話等の通信運搬費、そ

の他施設の維持管理に必要な法定点検等

の委託料、休日や時間外の学校管理委託

料、小学校コンピューター事業に係る経

費、学校用地の借地料のほか、２１６ペー

ジ、節１３、委託料には、三宅小学校と

味舌小学校の用地確定測量に係る経費が

含まれております。

　同ページ、目２、教育振興費の主なも

のといたしましては、卒業記念品の購入

費、理科教育等の備品購入費、要保護及
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び準要保護児童に対する扶助費などに要

した経費でございます。

　２１６ページから２１８ページにわた

ります目３、保健衛生費の主なものとい

たしましては、小学校の学校医、学校歯

科医、学校薬剤師の報酬、児童及び教職

員に対する各種健康診断等の報償金及び

委託料、学校管理下における事故に対応

するための保険料分担金、要保護及び準

要保護児童に対する医療費扶助などに要

した経費等でございます。

　２１８ページ、目４、学校給食費の主

なものといたしましては、給食調理員パー

ト等の賃金、給食に係る材料費、衛生管

理の委託料、給食調理用器具の費用、味

舌東小学校の給食場建設に伴う経費、準

要保護児童に対する給食費扶助などに要

した経費などでございます。

　同ページ、目５、養護学級費は、各小

学校の養護学級運営に要した物品や備品

の経費でございます。

　次に、２２０ページ、目６、建設事業

費の主なものといたしましては、鳥飼西

小学校と柳田小学校の耐震補強工事、鳥

飼西小学校のトイレ改修、味舌東小学校

と柳田小学校の校舎等増改築工事に要し

た経費でございますが、味舌東小学校に

係る継続費予算の一部を平成１９年度に

逓次繰越し、また柳田小学校に係る予算

の全額を平成１９年度に明許繰越をいた

しております。

　同ページから２２２ページにわたりま

す項３、中学校費、目１、学校管理費は、

市内５中学校の管理運営に係る校務員の

人件費、施設設備の維持管理及び消耗品、

備品等の購入などに要した経費でござい

ます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、小学校と同様に教科用や通常の学校

管理に必要となる消耗品費、施設維持管

理のための光熱水費や修繕料、電話等の

通信運搬費、また施設の維持管理に必要

な法定点検等の委託料、休日や時間外の

学校管理委託料、中学校コンピューター

授業に係る経費、管理用及び教科用の備

品や図書の購入などに要した経費が、そ

の主なものでございます。

　２２２ページから２２４ページにわた

ります目２、教育振興費の主なものとい

たしましては、卒業記念品の購入、理科

教育等の備品購入費、要保護及び準要保

護生徒に対する扶助などに要した経費で

ございます。

　２２４ページ、目３、保健衛生費の主

なものといたしましては、中学校の学校

医、学校歯科医、学校薬剤師の報酬、生

徒及び教職員に対する各種健康診断等の

報償金、委託料、学校管理下の事故に対

応するための保険料分担金などに要した

経費でございます。

　同ページ、目４、養護学級費は、各中

学校の養護学級運営に要した物品や備品

の経費でございます。

　２２４ページから２２６ページにわた

ります項４、幼稚園費、目１、幼稚園管

理費は、市内３幼稚園の管理運営に伴う

幼稚園教諭の人件費、非常勤職員等賃金、

施設設備維持管理費及び消耗品、備品等

の購入などに要した経費でございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、小・中学校費と同様に、施設維持管

理のための光熱水費や修繕費、施設の維

持管理に必要な法定点検等の委託料、園

児送迎用バス運行委託料、園務員業務委

託料、保育用備品や図書の購入などに要

した経費でございます。

　２２８ページ、目２、教育振興費の主

なものといたしましては、幼稚園教育の

振興、奨励と保護者負担の軽減を図るた

めの保護者補助金などに要した経費でご
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ざいます。

　同ページ、目３、保健衛生費の主なも

のといたしましては、幼稚園の園医、歯

科医、薬剤師の報酬、園児及び教職員に

対する各種健康診断等の報償金及び委託

料などでございます。

　以上、教育総務部にかかわります平成

１８年度決算の補足説明とさせて頂きま

す。

○柴田委員長　続いて、奥田生涯学習部

長。

○奥田生涯学習部長　続きまして、平成

１８年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち、生涯学習部が所管いたしておりま

す事項につきまして、決算書に従い、補

足説明を申し上げます。

　まず、歳入でございますが、３６ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目７、教育使用料につきまして

は、柳田・くすの木公園の両テニスコー

ト、青少年運動広場、温水プール、鳥飼・

正雀・味舌・味生・市民の各体育館、学

校施設、スポーツ広場、公民館の各使用

料及び学童保育室の保育料でございます。

　次に、５２ページ、款１５、府支出金、

項２、府補助金、目８、教育費府補助金

につきましては、学童保育室の運営及び

施設整備や青少年リーダー養成事業、子

どもフェスティバル開催事業、子ども展

覧会開催事業、家庭教育学級事業等の地

域親学習支援事業に対する補助を受けた

ものでございます。

　次に、６８ページ、款１９、諸収入、

項４、雑入、目１、雑入につきましては、

チャレンジャークラブ参加負担金、芸能

文化祭出演料、音楽祭審査料、水泳教室

参加費、各種スポーツ教室などの参加負

担金、公民館のコミュニティ助成事業助

成金などが主なものでございます。

　続きまして、歳出でございますが、２

２８ページ、款９、教育費、項５、社会

教育費、目１、社会教育総務費につきま

しては、社会教育委員会議の開催に係る

ものや、ＰＴＡ協議会の補助金、各種負

担金等でございます。

　次に、２３０ページ、目２、文化振興

費につきましては、１８年４月の文化振

興条例施行に伴い、文化振興の指針、施

策の方向を示す文化振興計画策定に向け、

設置された文化振興計画策定懇話会開催

に係る経費や、演劇祭を初め、音楽祭、

市民芸能文化祭、美術展などの委託経費、

そして第２次生涯学習推進計画策定を契

機に多くの市民の協力と連携のもと、生

涯学習団体の活動成果の発表とともに、

本市の生活文化の歴史を体験できるイベ

ントも実施された生涯学習フェスティバ

ルなど、各種文化振興事業に要した経費

でございます。

　次に、２３２ページ、目３、青少年対

策費につきましては、学童保育事業や各

青少年対策事業に要した経費で、その主

なものは、青少年の健全育成にご尽力頂

いております５５名の青少年指導員の活

動や学童保育室の運営に係る経費、成人

祭、子どもフェスティバル、青少年リー

ダー養成などの事業、地域社会から子ど

もの安全安心を見守る「こども１１０番

の家」事業や、子どもの安全見守り隊事

業に係る経費などでございます。

　次に、２３４ページ、目４、公民教育

費につきましては、家庭教育学級などの

開催に要した経費、生涯学習まちづくり

推進市民会議の開催経費などでございま

す。

　次に、目５、公民館費につきましては、

市立公民館５館の館長報酬をはじめ、公

民館運営審議会の委員報酬、公民館に配

置されている１２名の社会教育指導嘱託

員報酬など、各公民館の運営・管理に要
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した経費や各種講座開催事業、各公民館

祭に要した経費、そして新鳥飼公民館の

生活実習室の全面改修に伴う経費等でご

ざいます。

　次に、２３８ページ、目６、文化財保

護費につきましては、文化財保護審議会

の開催に係る経費や市内の文化財などを

保護・保存するために要した経費などで

ございます。

　続きまして、項６、図書館費、目１、

図書館総務費につきましては、郷土行政

資料の整理等に係る社会教育指導嘱託員

報酬や図書館協議会開催に伴う経費、鳥

飼図書センターの運営を摂津市施設管理

公社に業務委託したことに伴う経費等で

ございます。

　２４０ページ、目２、図書館管理費の

主なものといたしましては、市民図書館

と鳥飼図書センターの維持管理に要した

経費及び図書館の電算システムに要した

経費等でございます。

　また、図書備品は、８，７５５冊の図

書購入に要した経費でございます。

　続きまして、２４２ページ、項７、保

健体育費、目１、保健体育総務費につき

ましては、スポーツ振興にご尽力頂いて

おります３３名の体育指導委員の活動に

係る経費や社会体育施設運営に係る施設

賠償責任保険料、三島地区体育指導委員

連絡協議会負担金や大阪府体育連合負担

金など、各種社会体育団体に対する負担

金でございます。

　次に、２４４ページ、目２、体育振興

費につきましては、温水プールや味生体

育館でのスポーツ教室等の経費、市長杯

総合スポーツ大会、及び市民ニュースポー

ツの集い事業やトレーニング指導業務、

市民マラソン大会に係る委託経費、また

体育協会をはじめとする社会体育団体、

及び地区市民体育祭実施に係る補助金な

どに要した経費でございます。

　次に、目３、体育施設費につきまして

は、社会体育施設に係る管理運営経費で、

指定管理者制度の導入に伴いまして、温

水プールはＮＰＯ法人摂津市水泳連盟を、

体育館及び青少年運動広場、スポーツ広

場、テニスコートは摂津市施設管理公社

をそれぞれ指定したもので、その指定管

理者への委託経費や味生体育館用地に係

る土地借上料等に要した経費などでござ

います。

　以上、生涯学習部に係ります平成１８

年度決算の補足説明とさせて頂きます。

○柴田委員長　補足説明が終わりました。

それでは、質疑を受けたいと思います。

質疑のある方、川端委員。

○川端委員　最初に、決算書の５４ペー

ジ、歳入の方でございます。款、府支出

金、項、委託金、目、教育費委託金でご

ざいます不登校支援協力員の配置事業委

託金ということで２２５万７，９２１円、

計上されております。

　これは、事務報告書にもありました。

見せて頂いたんですけども、現在、中学

校で２校に派遣をされていると聞き及ん

でおりますけれども、この現況と実態に

ついてお聞かせ頂きたいと思います。

　２点目は、５８ページ。款、諸収入、

項、貸付金元利収入、目、節、奨学資金

貸付金の元金収入の収入未済額のところ

でありますが２４８万９，０００円と計

上されておりますが、その内容といいま

すか、中身を教えて頂きたいと思います。

　歳出ですが、２１７ページ、款、教育

費、項、小学校費、目、学校管理費、図

書購入費ということで５４６万５，２１

１円計上されておりますけども、この図

書費につきましては以前、私も一般質問

等をさせて頂いたことがありますけれど

も、地方交付税にこの学校図書館、また
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図書整備費という形で入ってるんですね。

　文部科学省も蔵書を増やすための経費

だということで、もう一度、また市区町

村といいますか、都道府県等に徹底の通

知を出しているという、今、現状であり

ますけれども、この平成１８年度の図書

の購入冊数を教えて頂きたいと思います。

　次に、５番目、２２１ページ。項、小

学校費、目、建設事業費ですけども、事

務報告書、小学校の耐震補強工事の件で

あります。今もご説明がありました。事

務報告書には、鳥飼西小学校、今年の２

月にできている。あとは柳田小学校と今

言われておりましたんですけども、現在

までの終了校と、また今後の年次計画と

いうのをお聞かせ頂きたいと思います。

　６番目、２３３ページ、項、社会教育

費、目、文化振興費、音楽祭の運営委託

料で５２４万２，０７２円が計上されて

おりますけども、これも昨日、ロビーコ

ンサート等でアピールをされております

し、また事務報告書も見させて頂きまし

た。述べ人数で４３５名というので載っ

ておりましたんですけども、ほんとに現

実は数えるほどの参加数といいますか、

どうすれば参加数が増加するのかという

のが私も陰ながら悩んでおりまして、で

きましたら、提案なんですけど時期が近

づいたら課長などでＰＲビデオを撮って

市役所のロビーで放映してはどうかと、

そういうように考えているものでござい

ますけど、このご答弁をお聞かせ頂きた

いと思います。

　７番目、２４０ページです。目、図書

館管理費でございますけども、今、図書

館の開館時間についての質問なんですね。

現在、日曜日も開けて頂いておりますけ

れども祝日も開館にしてほしいという市

民の皆さんの声がすごく多いんです。当

然、経費もかさみますけれども、ぜひお

考えをお聞かせ頂きたいと思います。

　次に、概要の方です。１２６ページ、

安全対策事業です。これは、子どもの安

全のための通学路を巡回する青色回転灯

つきパトロール車ということで、今現在

２台が摂津市内を巡回して頂いておりま

す。平成１８年度の評価をお聞かせ頂き

たいと思います。

　９番目、１２８ページ、新規ですけど

も、進路選択支援事業であります。子ど

もたちの夢や希望を実現することを支援

する経費と明示をされておりますが、願

いどおり夢や希望が実現できたのか、内

容を教えて頂きたいと思います。

　１０番目、１２９ページ、教育指導研

修事業、これは教職員の資質向上を図る

ための研修経費となっております。当然

のことながら、子どもたちにとって最大

の教育環境は教師であります。国も教師

が大変忙しい状況で、ゆっくりと子ども

たちを見てやることができないという状

況も把握をしておりまして、それをフォ

ローする意味で教員の増員を考えている

というふうにも聞いておりますが、事務

報告書のところも見させて頂いたんです

けども、もう少し内容を詳細に教えて頂

きたいと思います。

　１１番目、１３１ページ、これも新規

ですけども、夏休み学校へ行こうプラン

推進事業であります。小学校夏季休業期

間に学生ボランティアなどを派遣してと

いうことで、これも事務報告書を見させ

て頂きましたけれども、図書指導とか宿

題、調理教室などが、それこそ書いてあ

りましたけど、そういった形でボランティ

アでお手伝いをしているということで、

その評価をお願いしたい。

　１２番目、１４６ページ、ミニキャン

プ場の管理事業であります。これも事務

報告で見させて頂きました。平成１８年
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度の事務事業評価にも載っておりました

が、そこには廃止をするというふうにあ

ります。

　また、少し利用状況が変更になること

もお聞きしましたので、また教えて頂け

たらと思いますので、よろしくお願いい

たします。

　１３番、１４７ページ、「こども１１

０番の家」事業の分でございます。地域

における子どもたちの安全確保に要する

経費として挙げられております。多くの

方が、この子どもの安全にご協力を頂い

ております。

　平成１８年度にはプレート統一をされ

ております。ほんとにご協力を頂いてお

ります件数、また１８年度の状況と、そ

ういった、あってはならないことであり

ますけども大変な怖い思いをしたとか、

事件まではいってないと思いますけども、

そういった助かった事例などがありまし

たらお聞かせ頂きたいと思います。

　そして、また今後の取り組みについて

もお聞かせをお願いしたいと思います。

　１４番目、最後ですけども、事務事業

評価にありました１４ページの放課後子

ども教室の分でありますけども、この事

業内容は、よくご存じだと思いますけど

も、学校・地域ほか関係団体等との連携

を図って、放課後子どもたちが様々な体

験活動ができ、また集える居場所づくり

を支援しますということで、これは確認

させて頂いたんですけども、以前からも

一般質問等で行っております。また、公

明党の同僚議員も今年の９月に質問をし

た折に、校長をはじめ、学校関係者、地

域の方々、青少年、社会教育関係者の参

画を得ながら進めると。そして、週１回

の開催を近い将来、複数日数に、また将

来的には毎日開催できる方法で運営体制

を検討すると答弁をされております。１

年経って、その進捗状況をお聞かせくだ

さい。

　先ほど、同僚議員が昨年の９月です。

平成１８年９月に質問をして、それから

１年ということで、進捗状況をお聞かせ

頂きたいと思います。

　以上で１回目の質問を終わります。

○柴田委員長　それでは、答弁を頂きま

す。できるだけ質問者の質問を順番に追

うて答弁をして頂きますようにお願いし

ます。馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、私の

方に関係します２点について、お答え申

し上げます。

　まず、４番目の決算書２１７ページ、

小学校費の図書購入費に関連しまして、

購入冊数についてのお問いでございまし

た。図書の購入費につきましては、この

２１７ページが小学校費でございまして、

中学校費につきましては２２３ページの

図書購入費、それと幼稚園費につきまし

ては２２７ページの図書購入費に、それ

ぞれ分けて決算いたしておりますので、

それぞれについてご説明申し上げます。

　まず、小学校費の２１７ページの図書

購入費５４６万５，２１１円でございま

すが、まず図書購入につきましては、基

本的には学校に図書購入の希望の調査を

いたしまして、それに基づいて購入をい

たしております。年２回に分けまして、

前半後半ということで購入予定を聴取い

たしまして、購入をいたしております。

　その結果、小学校費の先ほどの金額の

購入冊数でございますが、１２小学校合

計で３，７５６冊となってます。

　同じく、中学校費でございますが、中

学校費の決算額２４８万９，２５８円に

対する購入冊数でございますが、５中学

校合計で１，５２６冊でございます。

　次に、幼稚園の図書の購入冊数でござ
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います。決算額３６万５，４４７円の購

入冊数につきましては、３園合計で４０

８冊となっております。

　以上が図書の購入冊数でございます。

　次に、決算概要の１２６ページの安全

対策事業に係ります青色防犯パトロール

による市内安全巡視の１８年度の評価と

いうことのお問いでございました。

　この青色パトロールにつきましては、

国の道路交通法の緩和等によりまして、

市民による自主的な防犯パトロールをす

る場合に青色回転灯を車両に搭載できる

という緩和がなされました。

　ですから、本来的には青色パトロール

につきましては自治会でございますとか、

そういった市民による自主的なパトロー

ルが対象になるものでございます。

　本市の場合は、子どもの安全対策とい

うことの観点から、そういった市民によ

る自主的な防犯活動をして頂く啓発をす

るために、従前文書集配をしていた車を

活用いたしまして、市内の小・中学校、

公共施設を中心にその規制緩和による青

色回転灯を設置いたしまして、啓発活動

を行ったところでございます。

　その結果といたしまして、市民の青色

パトロールをするための貸し出し車両を

市の方が整備できたということで、その

貸し出し車両を使って市民団体、２団体

と聞いておりますが、そういった市民団

体が巡視的な防犯活動をして頂く形になっ

たということで、私どもが、市が先行し

てそういった啓発活動ができた１つのあ

らわれかなというふうに評価いたしてお

ります。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課に関わるご質問、３点にお答えを

したいと思います。

　まず１番、不登校支援協力員等を配置

しました緊急対策事業についてでござい

ます。この事業につきましては、大阪府

の不登校児童・生徒数の傾向が摂津市に

おいても平成１３年度をピークに毎年減

少しているものの、依然として深刻な状

況があるということで、市内の指定をし

た中学校に不登校支援協力員を配置し、

小・中連携のもと、未然防止に重点を置

いた生徒指導体制の構築、及び不登校の

兆候が見えた中学１年生に対する早期対

応を行うため、また不登校児童・生徒数

のピーク時から半減を目指すことをねら

いとして実施をされている事業でござい

ます。

　この事業を実施いたしました摂津市に

おいての現状でございますが、平成１７

年度、小学校において不登校児童・生徒

数３１名が昨年度、平成１８年度には２

５名、６名の減少。

　中学校におきましては、１７年度９９

名が平成１８年度は９０名ということで、

合計１３０の不登校児童・生徒が１１５

名と減少の傾向を見ることができました。

　少し細かく見ていきますと、先ほどの

不登校支援協力員の中学校１年生という

ことで申しますと、平成１７年度が１８

名の不登校児童・生徒数がいたものが、

平成１８年度には１０名ということで、

小・中連携をすることによる不登校の減

少の方向には、摂津市内においても１８

年度は結果が出たものと考えております。

　しかし、依然として摂津市内の不登校

児童・生徒数は中学校の２年生、３年生

の課題、それから小学校時代の不登校児

童・生徒数も平成１８年度では２５名で

ございますので、さらに減少に向けて現

在、各学校でご努力頂いておるところで

ございます。

　続きまして、１０番目の質問を頂きま

した教育指導研修事業でございます。こ
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れにつきましては教職員の研修といいま

すのは、市民、府民の信頼に答えられる

よう、児童・生徒に敬愛され、豊かな人

間性を培い、社会の変化に対応するため

にも知識・技能等で質・能力の向上を図

ることが求められているものでございま

す。

　摂津市が行いました研修事業等につい

ては、事務報告書の２９３ページに一覧

として示させて頂きましたが、１８年度

につきましては不登校対策、生徒指導関

係、それから教育課程、教育の諸問題、

キャリア教育、食育、特別支援教育等を

重点課題として年間を通して計画的に実

施をしてきたところでございます。

　また、研修につきましては、各学校校

内における研修の実施回数につきまして

も、その下に記載させてもらっておりま

すが、現在、各学校の教職員は日常、非

常に多忙なところもございますので、特

に夏季休業期間等を有効に活用し、各校

園の実態に応じた課題の研修を年間通し

て計画的に実施しておるところでござい

ます。

　続きまして、１１番目の夏休み学校へ

行こうプランの事業でございます。この

実績につきましても、事務報告書の２９

６ページに各小学校の１８年度の実施内

容を記載させて頂きました。

　ご指摘頂きましたように、水泳指導を

中心としながらも図書の指導、それから

宿題、図書室で行う宿題の指導、調理教

室等が取り組まれましたが、さらに夏季

休業中の児童の活動が学校で行えるよう、

メニューにつきましても充実したものと

なるよう１９年度、２０年度と、さらに

充実をしていきたいと考えておるところ

でございます。

○柴田委員長　岩見総務課参事。

○岩見総務課参事　耐震工事の現在まで

の進捗状況と今後の予定ということでお

答えさせて頂きます。

　耐震工事といたしましては、平成１０

年度に鳥飼小学校、そして第１中学校の

耐震補強工事を初年度といたしまして、

平成１３年度までは毎年２校で２棟ずつ

の耐震補強工事を実施してまいりました

が、市の財政状況から平成１４年度から

は１校１棟となっており、１８年度は決

算書にも上がっておりますように、鳥飼

西小学校の北館について耐震補強工事を

完了したところでございます。

　現在までは、児童・生徒たちが最も長

く生活をする場として校舎を優先して、

棟単位で耐震化の工事を実施してまいり

ましたが、体育館も含めて今後は災害時

には住民の避難場所ともなることから、

学校全体の耐震化を促進させるため、各

校ごと全棟を１か年で工事を完了させて、

校舎とあわせて体育館の耐震工事も同時

に進めてまいりたいと考えております。

　今後、地震防災対策特別措置法が改正

されて、学校の体育館の補助率もかさ上

げとなっておりますことから、耐震工事

の交付金として有利な措置が講じられる、

この制度を利用しまして、国の交付金を

確保する中で財政状況もございますが、

毎年計画的に実施してまいりたいと考え

ております。

　現在までの改修の状況でございますが、

小・中学校合わせましての棟数ですが、

校舎、体育館合わせまして７５棟ござい

ます。そのうち、耐震性があるもの、そ

して５７年以降に建てられました建物、

そして耐震補強工事が済んだものの棟数

が２７棟ございます。ですので、率とい

たしましては、小・中学校合わせまして

３６％、平成１９年度４月１日現在では

ございますけども、耐震化率３６％となっ

ております。
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○柴田委員長　北野学務課長。

○北野学務課課長　ご質問の２点目の奨

学金元金収入に係ります収入未済額２４

８万９，０００円の内容についてお答え

を申し上げます。

　貸付金は、債権でございまして、原則

的には不納欠損処理を行っておりません。

このため、この中身を見ますと、昭和６

３年度から累積されておりまして、件数

で申し上げますと２３件ございます。こ

の貸付金制度は、制度上、最大で償還期

限が１５年もありまして、また奨学生本

人の償還計画に基づいて調整をいたすた

め、収入未済が発生しやすい構造になっ

ておりますが、我々といたしましては、

滞納者に対して順を追って督促をかけて

おりますが、文書、次に電話、次に戸別

訪問、最終的には連帯保証人さんに最終

的に督促を行っているという状況でござ

います。

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　６番目の摂津音

楽祭のことについてご答弁を申し上げま

す。

　委員ご指摘のように、コンクールは、

平日と日曜日に行っておりますが、なか

なか観衆というか、聴衆の参加が得られ

ないという実態がございます。私も昨年

から運営委員長ということで同席させて

頂いておりますが、出場者は一生懸命頑

張って頂いておられるので聴いて頂きた

いなという思いは一緒でございます。

　ご提案頂きましたＰＲビデオを放映し

たらどうかと、すばらしい提案だと思い

ます。ご指摘のように、いかに聴衆の方

を増やしていくかということで我々も積

極的に本選なり、あるいは賞をとられた

方をお招きしてコンサートをいろんなと

ころで開催し、音楽祭のＰＲに努めてい

るところでございます。今後も当然、そ

ういうものを広げていきたいと思うわけ

でございます。

　ご提案を受けとめまして、市全体での

事業ＰＲもございますので、一度考えて

いきたいというように思います。

○柴田委員長　高田市民図書館長。

○高田市民図書館館長　７番目の、祝日

も開館をというご質問でございます。現

在、図書館では土曜日及び日曜日に開館

をいたしておるほか、摂津市民図書館に

おきましては、水曜日と金曜日につきま

して、午後８時まで開館いたし、利用者

の便宜を図ってまいっております。

　ご質問の図書館の祝日開館につきまし

ては、現行の職員数で対応することは困

難であり、職員を増員する必要がござい

ます。現在の厳しい財政状況からいたし

まして、当分の間は現行どおり土曜日、

日曜日の開館でご理解を賜りたいと考え

ております。よろしくお願いいたします。

○柴田委員長　奥野教育研究所指導主事。

○奥野教育研究所指導主事　教育研究所

が相談窓口となっております９番、進路

選択支援事業についてお答えいたします。

これは、経済的な理由や家庭の事情の急

変で進学することをあきらめたり、また

中途退学をすることがないように学業を

続け、そして就職へとつながる、それぞ

れの夢を実現することを支援する事業で

あります。

　相談対象は、義務教育のみならず、高

等学校、短期大学、大学、専門学校等で

学ばれる方に対しても相談窓口を開いて

おります。

　具体的な内容としましては、奨学金の

手続きの案内でありますとか、つなぎ融

資の手続きなどでございます。

　返済計画などの相談に乗ることで事務

報告書３０６ページにありますように、

１８年度は来所相談１１件、電話相談１

－ 11 －



５件、支援できました。

　また、福祉部局子ども育成課などとも

連携して、社会福祉協議会の協力も得な

がら支援をすることができました。

○柴田委員長　池上青少年課長。　

○池上青少年課長　それでは、１２番、

ミニキャンプ場の件についてご答弁させ

て頂きます。青少年ミニキャンプ場につ

きましては、青少年に野外での炊さん及

びキャンプファイヤー等ができる場を提

供することによりまして、青少年の健全

育成を図ることを目的に平成４年度に設

置したものであります。

　しかし、その利用が青少年関係団体に

限定していることや、また子ども会など

の活動内容が以前と変わってきているこ

とに加えまして、Ｏ−１５７や食中毒関

連事件の発生などにより、調理実習等そ

のものが少なくなってきたことなどによ

りまして年々利用者数が減少してきてお

るところであります。

　１８年度の利用実績は、ふるさと公園

が３件、鶴野第二公園が１０件となって

おります。

　平成１９年度からはミニキャンプ場の

管理を青少年課から公園みどり課に移管

しまして、公園内の一施設として管理を

一元化するとともに、青少年関係団体だ

けではなく、社会教育団体や自治会など

にも利用範囲を拡大しまして、住民活動

の場としてご活用頂けるよう取り組んで

おるところでございます。

　続きまして、「１１０番の家」事業で

ございますが、「１１０番の家」事業に

つきましては、平成９年に神戸で発生し

ました事件などをきっかけとしまして始

まった事業でございます。

　摂津市におきましても平成９年度から、

各小学校ＰＴＡを中心に取り組んで頂い

ておるところであります。

　昨年度、校区によってばらばらであり

ましたプレートを統一して、どの校区へ

行っても「１１０番の家」だよとわかる

ようにしたものであります。

　今現在の件数なんですが、１８年度末

現在で１，４５５件の家庭、また事業所

にご協力を頂いておるところであります。

　事件等なんですけれども、今、報告を

受けておりますのは、昨年４月に味舌小

学校区におきまして、女子児童が電柱に

隠れるようにつけてきた男から逃れるた

め、近くにある「子ども１１０番の家」

に駆け込んだと。協力家庭から警察に連

絡し、また教育委員会から学校に情報提

供をしたということで、事なきを得たと

いうような報告を受けております。

　今後の取り組みとしましては、引き続

き「１１０番の家」事業の協力を求めま

して、協力頂けるご家庭を増やしていく

とともに、今年度、「動く１１０番」と

しまして、自転車の前かごにつける「１

１０番プレート」を作成いたしました。

これをもとに、ＰＴＡが取り組んでおら

れます前かごプレートの防犯活動等の補

完事業として、今後も支援してまいりた

いというふうに考えております。

　それと、続きまして放課後子ども教室

でございますけれども、私ども摂津市で

はわくわく広場という愛称で事業を実施

しておりますが、１６年度から始まって

おります。

　１６年度には２校で実施しまして、１

７年度には８校、そして１８年度に全１

２小学校で実施することになりました。

　１８年度の実績としましては、１２校

で延べ３４１回、教室を開催し、１万８，

３４９人の児童の参加がございました。

　１回当たりの平均回数で言いますと、

１校当たり２８回で１回当たりの平均参

加者数は約５４人ぐらいというふうになっ
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ております。

　活動内容につきましては、小学校体育

館を拠点としまして、子どもたちの主体

性に任せた自由遊びが中心でありますが、

ぬり絵や折り紙、クラフトなど、地域の

方のご指導のもと創作活動を行っている

ところもございます。

　今後につきましては、その３年間実施

してきました、わくわく広場の活動内容

を振り返りまして、その活動の充実を図

ることを第一に考え、今現在取り組んで

おります。

　課題としましては、昨年、今までも申

し上げておりますが、指導員さんの確保

をはじめ、継続して取り組める運営体制

でありますとか活動場所の確保、活動プ

ログラムの内容の充実等々が挙げられま

すけれども、今現在の週１回の取り組み

の中で、どんなことができるのかという

ことを含めて検証し、また今後の学童保

育との連携も考えながら事業の充実に向

けて取り組んでまいりたいというふうに

考えております。

　今現在、週１回の取り組みであります

けれども、ちょっと遅れておりますが、

将来的には複数日、複数回、実施できる

ものになればというふうに考えておりま

す。

○柴田委員長　川端委員、２回目の質問

をお願いします。　

○川端委員　ありがとうございました。

それでは、２回目の質問をさせて頂きま

す。

　１番の部分でございますけども、教育

費の不登校支援の件で、今、お答えを頂

きました。本当に今、不登校、またいじ

めの数値も上がっておりますけども、ほ

んとにいじめは絶対に許されるものでは

ありませんし、いかなる事情があろうと

も、いじめる方が１００％悪いという、

そういう観点から、そういう芽が、そう

いうサインがあれば勇気を出して教師も

子どもたちも、それこそ芽を摘んでいく

というか、言い切っていく、そういうこ

とが本当に今、大事であります。

　真剣に取り組んで、いろんな形で取り

組んで頂いております。そのことについ

ては、一定の評価をさせて頂きますが。

　あと、この不登校のご家庭では、ほん

とに親御さんも悩んでおられます。また、

原因はさまざまですけども、支援協力員

の方にも、ぜひとも今以上にまたご活躍

をして頂いて、みんなが一丸となって１

人でも、１つでも多く解決に迎えるよう

に、またご尽力を頂きたいと思います。

　今、現在２校やって頂いているという

ことでありましたんですけれども、まだ

今後、当然、全校といいますか、協力員

等の予算等もありますし、様々なことが

ありますけれども、今後の方向性をもう

一度ちょっとお聞かせを頂きたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

　２番目の奨学金の貸し付けの分であり

ますが、ほんとにいろんなご苦労をされ

て、その中で督促状をかけたり、また電

話とか、また連帯保証人、多分ご両親、

ご家族の方ではないかと思いますが、そ

ういった形で連携をとって連絡をしてい

る状況だということでご苦労をされてい

る様子が、よくわかります。

　ほんとに私、思うんですけれども、借

りたものは返すと、これは物事の基本で

もありますし、返金、返すということも

大きな、返させるということも大きな教

育だと思うんです。

　当然、社会人になってから返すわけで

すから、社会人の第一歩をまず、その責

任を果たすという、そういったことをで

きない人には教えていくという、そうい

う中から一社会人として、立派な社会人
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として大成されるように、また出発をさ

せてあげたい。これはもう、ほんとにお

金がこれだけ滞っているとか、また返金

がないとか、貸し倒れみたいな形ではな

くして、そういうようにほんとに私は思

うんですね。

　ですから、またある意味で説得あるお

願いというか、返して頂けるような、そ

ういうふうなご努力を今以上にまたして

頂けるように、もう、これは切にお願い

をさせて頂きたいと思います。

　次、４番目になりますか、小学校の図

書の購入でございます。今、各小・中・

幼稚園ということで、図書の購入冊数を

お聞かせ頂きました。その本によりまし

て、値段等、価格等違いますからわかり

ませんけれども、文部科学省の方では１

校につき４４万円という１つの大枠の大

体目安がありまして、ですから小学校で

は１２校ですから５２８万円という、こ

のお金が全部、図書費に使われているの

か。破棄する分として、古くなったもの

を破棄していく、そういったほかの諸経

費に使われているのか、ちょっと私はわ

からないんですけれども、文部科学省は

蔵書を増やすための経費ということでやっ

ております。そういうふうに、捉えさせ

て頂いていいと、やって頂いていると思

います。

　私は、このことを申し上げましたのは、

朝の読書運動の実施、実態といいますか、

以前私も質問をさせて頂きましたけども、

これをぜひお願いしたいということで今、

今回質問をさせて頂きました。

　授業前の１０分間ですけども、この実

施状況といいますか、実態といいますか、

以前もお聞かせ頂いたことがあるんです。

お聞きをさせてもらったことがあるんで

すけども、校長にお任せしている。また、

いろんな形で学校としての方針、やり方

等がありますということもありましたん

ですけども、１回でも実施をしていると、

現在１２校、全部実施をしているという、

また今、中学校もこうこうだということ

をお聞きさせて頂いたことがありますけ

ども、１回とかではなくして、現実の実

態、実施状況、その実態をちょっと教え

て頂きたいと思います。

　５番目に小学校の耐震補強の件ですけ

ども、わかりました。今もお答えの中で、

体育館も含めてのことで今、お答え頂き

ましたんですけども、当然、地域住民の

避難、災害時の避難所にもなるわけです

から、またこういった形で引き続き計画

性のある耐震化を要望いたしますので、

よろしくお願いをいたします。

　６番目の音楽祭の件、いきなり提案を

申し上げまして、またそれを受けて頂い

て、また検討をして頂くということで、

そういうご答弁を頂きましたけども、ほ

んとにすごいいいことなんですよ、すば

らしいことなんですよ。

　回を重ねて、歴史もあります。摂津市

は、そういう音楽祭に力を入れてると、

ほんとにそれこそ文化の薫り高い摂津市

にしたいと私は思っておりますし、ただ

ただ参加数の増加を願うばかりでありま

すけども、また職員の方も積極的に参加

をまずはしていくという、そういった形

で、また声掛けもして頂けたらと思いま

す。

　また、できることは何でも、また協力

もさせて頂きたいと思いますので、その

点、要望をさせて頂きます。よろしくお

願いいたします。

　次、図書館の開館時間の件、無理を承

知で、祝日も開館にしてほしいという要

望を、お願いを、質問をさせて頂いたわ

けなんですけども、今、ほんとに最大に

努力をして頂きまして、以前も休みがば
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らばら、休館日がばらばらというのを統

一もして頂き、ほんとに感謝に耐えませ

ん。

　読書の重要性は言うまでもありません

けれども、茨城県のある町では、家読と

言いまして、家庭で家族で読書をして読

書感想文を書くという、ノートも作られ

たりして、親子で同じものを読んで、そ

の後、感想を言い合うという、そういう

ふうにされているところもあるんですね。

　やっぱり、今、小さい子どもさんたち

も、若い子どもさんでもキレたり、様々

な事件、事故等もありますけども、ノー

テレビデイではないですけども、ほんと

にそういう読書を更にさらにに広げてい

くというのはほんとに大事なことであり

ますし、そういった意味では、いつでも

思い立ったら図書館で借りられる。大人

の方、働いていらっしゃる方は、ふっと

気がついて、きょう本読みたいなと思っ

たら、やっぱり祝日とか、日曜日も開い

ておりますけども、そういう休みのとき

に時間ができたらという、そういうよう

な思いになられるんじゃないかと思いま

すので、そういった意味で、今、申し上

げさせて頂きました。そういった意味で

は、ほんとに家庭なども巻き込んで、幅

広い読書運動の波を起こすぐらいの、そ

ういう思いで、また力を入れて頂きたい

と思いますので、これも要望させて頂き

ますけども、ぜひまたご検討をよろしく

お願いしたいと思います。

　次、安全対策の件でありますけども、

青色パトロールで、今、貸し出し車両も

用意されて、今、２団体が申し出て頂い

ているということで、本当にありがとう

ございます。

　以前、同僚議員も質問をされておりま

すけども、この青パトの運転手の方との

顔合わせと、もしくはそういうようなこ

とをして、あれは青色パトロールのおっ

ちゃんやと、決まった方はおられません

し、またシルバー等でいろいろ入れかわ

り立ちかわりですので、厳しいかもわか

りませんけど、そういう、ちょっと今お

声があるのが１点と。

　もう１点は音量、音です。回って頂い

ている下校時に、私もそう思ってるんで

すけども、もう、ほんとに音が小さくて

残念だなと。パッと見たら青色の、それ

こそ車の上で回っておりますんですけど

も、わかるんですけども、家にいてても、

どこにいてても、もうやかましいなとい

うぐらいの、もうやかましいから、もう

ちょっと小さくしていただけませんかと

いう声が出るくらいに。これはいろんな

形でお話もさせて頂いてると思いますけ

ども、前に運転されてる方がやかましい

と、大きくしたら自分たちが運転してる

のに、そういうようなことも、何かほん

とかどうか知らないけど、お聞きしたよ

うなこともあるんですけども、耳栓した

ら危ないですからあれですけども、何と

かいい方法を考えて頂いて、今、朝の清

掃で来られてるパッカー車が物すごい大

きいんです。

　家におっても、すぐに飛んで出るぐら

いの音ですけど、それぐらいと言います

か、あれと同じぐらいの音量に希望とし

てはして頂きたいんです。ぜひ、またご

検討をいただけませんでしょうか。この

点、ちょっとご答弁いただけますか。

　次に、進路選択事業ということで、今、

お伺いさせて頂きまして、家庭の事情、

また退学をされる方というのもまだまだ

多いと思いますし、専門学校生とかと、

今、お話を頂きました。ぜひ、またこう

いった夢とか希望が実現できる方向で、

また力強いご支援を引き続きして頂きた

いと、要望させて頂きますので、よろし
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くお願いいたします。

　次に、教育指導研修事業の分です。こ

れ、教職員の資質向上を図るためという

ことで、事務報告書の件も今、行って頂

いて、ほんとに最大の努力をして頂いて

いると思います。

　十分承知をしておりますけども、サン

ケイ新聞に「指導力不足の教員の８割が

ベテランである」と。４０代、５０代に

なってこられましたら、子どもたちが走

り回っても同じように走り回れないとい

う、そういったこともちょっと新聞等に

載っておりましたんですけど、それだけ

ではなくして、そういう様々なことを含

めまして半年から１年、そういう方は研

修を受けられるということで、また研修

を受けられたら現場に戻られます。

　自分は教師に向いていないなと思った

ら、やめられる方もおられるというよう

な新聞報道がありました。当然、これは

大阪府の府教委が決定ですけども、私は

声を大にして言いたいのは、摂津市も遠

慮なく、こういう教師は要らないという、

「ノー」というのをはっきりと言って、

言うべくは言って、そしてまた、よい先

生の配置をぜひとも頼みたい、お願いを

したい。それができるかどうかは、私も

わかりませんし、その方がそういう、も

し指導力不足で、そういう研修を受けら

れた方が戻ってくるときに、そういうと

き、１からの場合はわかりませんので、

配置される場合は。そういう場合に、遠

慮会釈なく、やっぱり子どもたちの目線

に立って、子どもたちの側に立って、そ

ういう先生に教えて頂く。すばらしい先

生に教えて頂くというのは、当然、ベス

トでありますけども、そういった意味合

いで言うことなんですけども、その点に

ついて、ちょっとお考えをお聞かせ頂き

たいと思います。

　次に、夏休み学校へ行こうプランであ

りますけども、これも私も事務報告書を

見させて頂きました。子どもたちも先生

ではなく、夏休みの期間でもありますし、

雰囲気も変わっていいのではないかと思

います。引き続き、またぜひよろしくお

願いを、続けて頂きたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

　キャンプ場の件ですけども、今度、公

園みどり課に移管して、普通の公園の管

理として、またして頂けるということで

お伺いいたしました。

　はっきり言いまして、費用対効果とい

うことも、先ほども申されましたけども、

３件程度、１か所は１０件ほどという、

そのためには管理を。使う時期は夏場で

ありますけども、管理をずっとしていく

という形でもありますので経費がかなり

上がっておりました。そういった意味で

は費用対効果も考えてと思っておりまし

たので、今度はその移管をされて、管理

のところへ移管をされるということです

ので、ぜひまたこういった意味では、経

費をかけずに今もありましたが、これか

らは一般の方も利用できるということで

すので、それでまたよろしくお願いをし

たいと思います。

　「こども１１０番の家」事業でありま

すが、ほんとにいろんな形で、今、助かっ

た事例等も、大きな事件・事故等も件数

も１件もなくよかったなと。やっぱり、

そういう地域といいますか、啓発してい

るその取り組みが事件・事故を起こさせ

ない、そういうふうな雰囲気にもなるこ

ともありますし、あるテレビ、ＮＨＫ等

で放映しておりましたんですけども、地

域の底力といいますか、そういったとこ

ろでも府とか市とか、また大きな掲示板

の中の掲示物が、垂れ下がっていたりと

か、だらしなく、また乱雑にといいます

－ 16 －



か、きちんとしていない地域だなと思え

ば、やっぱり泥棒といいますか、盗難等

が多いというのもありましたし、そういっ

た意味で、やっぱりきちんとして、また

皆さんが様々、これから自転車の前かご

にプレートをつけてという、そういうほ

んとに事件を起こさせない、そういう状

況といいますか、そういった形での啓発

といいますか、そういったかたちになっ

てくると思いますので、ぜひまた今後と

もご努力のほど、よろしくお願いしたい

と思います。

　最後になりましたけども、放課後子ど

も教室の分でありますけども、今も言っ

て頂きました。まだまだ、子どもにまつ

わる事件・事故等が後を絶ちません。

　国の動向もあります。ですけども、あ

る意味でこれからは少子化で、子育て支

援に力を入れざるを得ない、今、現状で

もありますので、摂津市としましても未

来からの使者である子どもたちに力を入

れる。子育てのお母さんの応援団という、

そのような気持ちで、ぜひこのわくわく

広場の充実をお願いしたいと思います。

　ぜひ、またこれは要望としておきます

ので、よろしくお願いをいたします。

○柴田委員長　川端委員の質問に対して

お答えを頂きます。大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、２回

目のご質問にお答えをいたします。

　学校教育課に関わりまして、不登校の

課題につきまして、不登校の支援協力員

の今後ということでのご質問でお答えを

させて頂きます。

　委員ご指摘のように、いじめにつきま

しても、不登校につきましても、早期発

見、早期対応ということが非常に重要で

あり、初期対応が大切だということで、

各学校で取り組みをしておるところでご

ざいます。

　特に、不登校につきましては、不安な

どの情緒的な混乱による不登校につきま

しては、スクールカウンセラーという形

で研究所に小学校の方は週１回という形

で配置しておりますことで対応して頂い

ておりますが、無気力的なタイプという

ものにつきましては、保護者の協力のも

とで子どもの自立を支援するということ

が基本でございますので、市の教育委員

会といたしましては小学校には学校家庭

連携モデル支援事業ということで家庭教

育相談員を配置しております。

　中学校につきましては、この府の事業

であります不登校支援協力員ということ

で、やはり非常に大きな成果を得た事業

だというふうに認識をしております。

　従いまして、今後も府の事業がなくな

るという形、状況でも私どもの教育委員

会、学校教育課といたしましては、さら

に充実をするようなものとして、今後と

も取り組みが拡充できるようにしていき

たいと考えております。

　もう１つ、朝の読書の実態でございま

す。これについてお答えをさせて頂きま

す。

　１９年度になりましてからの調査にな

りますが、小学校におきましては毎日、

朝の一斉の読書に全校で取り組んでいる

学校が７校でございます。週２回の実施

をしております学校が３校でございます。

週１回の学校が１校でございます。実施

をされていない学校が１校ございます。

　中学校につきましては、全校一斉で毎

日取り組まれておる学校が４校でござい

ます。学年ということで、２年生という

ことで取り組まれておる学校が１校ござ

います。

　なお、小学校で実施をされていない学

校につきましては、特に低学年の図書の

時間というものを設けてボランティアに
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よる読み聞かせをされたり、週１回、図

書室を開放し、子どもたちに読書に親し

むという工夫はして頂いておるところで

ございます。

○柴田委員長　続いて、馬場教育総務部

次長。

○馬場教育総務部次長　図書の購入金額

につきましては、これはすべて購入した

金額でございまして、もちろん古くなっ

たものは廃棄いたしておりますが、それ

については経費をかけておりません。

　また、この金額以外に市民図書館の方

にご協力を頂きまして、市民図書館が市

民の本のリサイクルをされているときに、

また学校の方にも声をかけて頂きまして、

その中で学校が本を確保するような形も

市民図書館の方からご協力を頂いており

ますので、そういった形で冊数の確保を

させて頂いている状況でございます。

　それと、青パトの評価に関連いたしま

して、音量のことでございますが、基本

的に適切な音量を確保して運行はしてる

つもりでございます。ご指摘のように、

通常のスピードで行く場合、もちろん聞

き取りにくい場合もあるとは思います。

　ただ、一部ございましたが、やはり中

には市民の方から逆に音量の件で苦情が

入ったケースもありますので、こちらと

してはそういうことも考えながら、今後

も適切な音量で運行してまいりたいと、

そういうように考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

○柴田委員長　前馬学校教育課参事。

○前馬学校教育課参事　研修に関わりま

して指導力等不足教員、これについてど

う対応をしていくか考えをということで

ございましたのでご答弁をさせて頂きま

す。

　教員は、各都道府県の採用選考によっ

て選考され、配置されております。です

から、配置当初は一定のレベルに合った

ものと考えております。ただ、自己研さ

んの努力が不足しておる者、あるいは社

会の変化に対応できてない者、こういっ

た者は指導力が不足する、あるいは社会

性が著しく欠如するということで、一定、

指導力等不足教員として問題になってお

るところでございます。

　本市といたしましては、そういった教

員がもし発生した場合、指導力をもとの

レベルに回復するために支援していくた

めの要綱、指導力等不足教員の研修要綱

を昨年度策定したところでございます。

　それによって、もしそのような教員が

発生した場合は、市教委と学校とが連携

をしながら、また府教委にも協力を仰ぎ

ながら、一定、指導力の向上に努めてい

きたい。その場合、例えば本市の研究所

で研修するであるとか、あるいは府の教

育センターで研修をするであるとか、そ

ういったことも体制の中に組み入れてお

ります。

　一定の研修が終わった時点で現場に復

帰できるかどうか判定していくと、そう

いったシステムを用意しておると、そう

いうところでございます。

○柴田委員長　川端委員。　

○川端委員　それでは、３回目の質問を

させて頂きます。

　今、不登校の支援協力員の件でお答え

を頂きました。様々な形で、やっぱり後

押しをして、いろんなフォローをして、

不登校にならないような形で、ほんとに

ご努力を頂いているわけですけれども、

私はほんとに１名、１件でもあってはな

らないし、また不登校はいじめからとい

う、そういう何らかの不安とか無気力、

そういったものには対応できますけども、

様々な人間関係、いろんな原因等があり

ますので、そういう一概には言えません
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けれども、いじめ・不登校などに対して

も、対症療法的な施策だけではなくして、

自分自身を精神的に強化する対策という

のも大切ではないかと思いますし、また

今後の検討課題になるかもわかりません

が、引き続きまたよろしく、１件でもな

くす、不登校・いじめをなくすための努

力のお願いをしておきたいと思います。

　これは、一方的な、学校だけの問題で

はありませんけれども、そういったこと

を含めましてということで、よろしくお

願いしたいと思います。

　今、図書の件でありますけども、了解

をいたしました。冊数ということで確保

して頂いて、ほかにひもつきではありま

せんので、必ずそういった形で確保して

頂いているということで、今、お聞きを

させて頂きました。

　朝の１０分間の読書運動の件につきま

しても、私、ほっといたしました。以前

は、そういうことをお聞かせ頂いたとき

に、１回、それこそまだ週１回のところ

が、まだと言うと失礼なんですけども、

それぞれの学校の取り組み等があります

ので、また校長先生等のいろんなお考え

もありますので一概には言えませんけれ

ども、特に今、読書が大事ということで、

国からの流れでもありますし、またこれ

からも必要なことですので、声を大にし

て、またお話をさせて頂いたんですけれ

ども、毎日取り組んで頂いているところ

が７校、小学校では今、お聞きさせて頂

いたところであります。

　また、中学校の方も４校と、１校がわ

かりませんけども、学年、２年生で取り

組んでいるのが１校、これで５校の分で

すか。ああ、そうですか、ありがとうご

ざいます。

　そういった形で取り組んで頂いており

ます。言うまでもなく、本を読む環境の

整備がなければ、なかなか本を読みませ

んし、今回の全国学力テストの結果、１

０月２４日にありましたが、総合的な読

解力というのが下がってるんですよね。

記述問題に弱い傾向があるというのが指

摘をされているところであります。そう

いった意味で、ほんとに朝の１０分間の

授業前の１０分間の読書運動、それこそ

ある意味徹底してといいますか、一斉に

といいますか、そういうふうにできれば

一番いいなと思っておりますが、ほんと

にこういう努力をして頂いているところ

でありますけども、できるだけ、またそ

ういう実行をされているところはいろい

ろ感じ取っておられると思いますけども、

１時間目の授業からスムーズに入ってい

ける。また、なかなか不登校の子も、そ

の時間だけ来るとか、そういうことも私

もお聞きしておりますんで、最後の最後

まで、やっぱり全校を挙げてという、そ

ういった思いで全校で取り組んでいける

ようにという思いでありますので、でき

ましたら、また教育長の思いといいます

か、最後に一言、取り組む姿勢をお答え

頂けたらありがたいなと思いますので、

よろしくお願いいたします。

　次に、青色パトロール車の音量の件も

今、お答え頂きました。ほんとに、私の

ところ、北別府といいますか、別府小学

校区の方ですけど、そこで通ってる青パ

トはなかなか小さいんですけども、今、

音量を大きくして頂いているということ

で、苦情もあるぐらいの、そういうお話

でございましたんですけども、またぜひ

とも満遍なく、どこともそういうような

音量。これから、また２団体がいろんな

形で申し出て頂いて、ご協力頂きますけ

ども、また引き続き音量の点をよろしく

ご指導の方、お願いしたいなと思います。

１点だけ、よろしくお願いします。
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○柴田委員長　１点だけですね。それで

は教育長の方から、ひとつ答弁を。和島

教育長。

○和島教育長　ただ今、読書の重要性に

ついてご質問を頂きましたけれども、私

ども教育委員会も今の現状の中で読書、

子どもたちが読書に親しむ、本に親しむ

ということの重要性ということは十分理

解いたしております。

　それで、先ほど、担当の学校教育課長

の方からもご説明申し上げておりますけ

れども、各学校では、年々朝の読書活動、

そしてまたそれだけではなくて図書館の

利用とか、いろんな面で読書について力

を入れていっているというのは現状でご

ざいます。

　そして、また朝の読書活動の少ないと

ころでも、この読書とともに各学校がやっ

ているのは計算タイムとか、算数、小学

校で言えば算数のそういう基礎基本の部

分にも朝、力を入れているとか、いろん

なことがございますので、朝の時間の利

用は非常に大切に使っていると私は認識

いたしております。

　それと、来年度、私どもで今考えてお

りますのは、図書館をもっと利用できる

ように。学校図書室を常時利用できるよ

うにということで、図書指導員を全小・

中学校に配置したいという計画を持って

おりまして、今後そういう施策により、

常に子どもたちが好きなときに図書館へ

行って本に親しむ。そして、そこでは子

どもたちに読書指導をする指導員がいる。

そういう活動も考えております。

　今、申し上げましたように、本当にご

指摘頂きましたように、子どもたちにい

ろんなことで、先ほどの学力状況調査の

話も少し出されましたけれども、その結

果を見ましても、やはり読解力というか、

そういう国語力の向上というのが欠かせ

ないというふうに考えておりますので、

今後も努力していきたいと、そのように

思っております。

○柴田委員長　続いて、川口委員。

○川口委員　監査結果の報告書、１８年

の中で教育委員会に関わる部分で何か所

か、一部に留意すべき点があったという

ことで、この辺のところについて、まず

最初にお聞きしておきたいと思います。

　教育総務課のところで、一部に留意す

べき点というのは何であったのか。教育

研究所、それから生涯学習スポーツ課、

この中では一部で減免適用の誤認が見ら

れた。市民図書館で、同じく一部に留意

すべき点があったと。

　これは大体車両の管理事務とか、そう

いうことも多いかもわかりませんけれど

も、これを先にお聞きしておきたいと思

います。

　平成１８年というのは、小学校の統廃

合の条例がその前年の１２月に可決をさ

れて、小学校の統廃合の工事が進められ

ていくということで、いろいろなことが

行われた年であったなと思うんですが、

そういう点を振り返りながら、あちこち

飛ぶかもわかりませんけれどもお聞きし

たいと思います。

　教育予算の総額として、不用額ですが

全体で８億４，６６５万円ほど出てるわ

けです。そのうち、民生に続いて教育費

の方が１億８，１０４万６，５１０円と

いうことで不用額が出ています。これに

ついては、全体的にお答え頂きたいと思

いますが、予算というのが、いろいろ行

革のもとで、いろいろな削減をしてきて

いると思うんです。毎年毎年。

　そういう中で、さらに予算から決算を

すると不用額が出て、この統廃合の関係

もあるかもしれませんけれども、１億８，

１０４万円という不用額が出てるわけで
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すね。

　例えば、この間、行革のもとで学級委

員会費であるとか、子どもたちへの修学

旅行費の補助であるとか、そういうのも

削減をしてきました。

　そういう中で学校消耗品費であるとか、

管理費であるとか、そういうのもかなり

絞り込まれてきていると思うんですね。

そういう中で、この不用額について、ど

う見ておられるのか。総括的にお答え頂

けたらいいかなと思いますし、もしわか

らなければ、それぞれ担当課で大きな不

用額が出ているということであれば、お

答え頂きたいと思います。

　それから、幼稚園や学童保育室の保育

料などの不納欠損や収入未済の問題です。

　幼稚園の保育料は、平成１８年から北

摂の中でも最高額になると思いますけれ

ども、１か月７，０００円から１万円に

値上げをされました。そういう中で、不

納欠損が７万円、収入未済が４７万７，

０００円出ております。

　それから、学童保育室の保育料につき

ましても、収入未済で７２万２，２５０

円というのが出ておりますが、これの対

応についてはどのようにしてこられたの

か、１８年度は、そのことをお聞きした

いと思います。

　次に、時間外勤務手当の問題です。特

に、時間外勤務手当が多いのが社会教育

総務費のところだと思うんですけれども、

いろいろな事業が多くて、そのときにずっ

と出勤をされ、土日も出勤をされたとい

うことで時間外勤務手当がそれぞれ出て

るわけですけれども、この時間外勤務手

当が出てるという中で職員の方の残業の

実態や有休の処理、それから代休などは

取れているのか。管理職になりますと、

代休も取れない、残業手当もつかない、

そういう中で本当にお体の方は大丈夫な

のかなと。休息が取られているのかなと

いう。

　やっぱり、大切な子どもたちの学校や、

生涯学習に関わるところですので、職員

の方々もやっぱり元気で活動して頂きた

いと思いますが、そういうところについ

ては、どのような処理になっているのか

確認したいと思います。

　教職員の方の残業というのが、何も出

てきませんのでわかりませんけれども、

学校に残って、ずっといろいろ準備や、

いろんなことをされているということも

あると思いますけれども、今いろいろ問

題になっているのが、先生たちが持って

帰って、家でいろんなお仕事をされると

いう。それは、私は日常的にあると思う

んです。

　実態として、本当に忙しい。先ほど、

川端委員がおっしゃいましたように、学

校の先生はほんとに忙しいと思います。

　そういう中で、いろいろな子どもの個

人情報が入っているものであるとか、そ

ういう紛失事件が結構多いんですよね。

そういうことについては、どのように指

導や管理をされておられるのか、この際、

お聞きしておきたいと思います。

　それから、公民館の館長の選定の方法

の基準です。そのことについては、どう

なっているのか。あわせて、公民館の運

営審議会の状況は、１８年度はどうであっ

たのかお聞きをしておきたいと思います。

　次に、１８年からだと思いますが、行

政パートナーということで、学校の校務

員の補助の嘱託員というのを行政パート

ナーという言葉で募集されたと思うんで

す。この方たちは採用された後、雇用は

１年で終わるのか。どういうふうな契約

になって、今後も退職者が増えてくる中

で学校の公務の補助ということで入って

おられますけれども、人員配置をどうい
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うふうに考えておられるのかお聞きして

おきたいと思います。

　それから、小・中の施設補修、改修費

用というのが出てるわけですけれども、

事務報告で見ますと、大きな統廃合に関

わる部分の工事費とほんとに、この１ペー

ジだけなんですね。

　金額で言いますと、先にお聞きしたい

のは、この中で味生小学校の施設補修と

して８００万円、これが上がっておりま

して、ここに書いてある中身を読みます

と既設木製建具の撤去やスチールパーテ

イションの設置ということで川崎建設が

指名競争入札ですか、こういう中で受け

ておられますけれども、それ以外に設備

補修として小学校１２校で約４，７１５

万円、中学校で１，４５５万円、合わせ

ますと６，１７０万円以上になるわけな

んですが、市民図書館の例えば委託の件

でありますとか、それから他の土木の関

係でありますとか、そういうのは割と細

かいところまで載せて頂いております。

　私もちょっと見落としてたのかなとも

思いますけれども、これに載っているの

は別府小学校などのプールのろ過の装置

の改修であるとか、それから味生小学校、

そのほかは全部、統廃合に関わる部分と

アスベストの除去の問題で、予算委員会

のときにとかにも認識がちょっとできて

いなかったんです、この味生小のこの８

００万円というのについても、すごい金

額だなと思ったんですが、一体この事務

報告の中に、どこまで載せていかれよう

と。私は改善を求めたいと思うんですけ

れども、これ、もっとやっぱり、８００

万円というのはすごい大きいですし、い

ろいろな維持補修があるわけですけれど

も、契約検査課のところへ行けば資料も

見れるそうなんですが、やはりこの事務

報告の中で全体のバランスから見ますと、

やはり載せなさすぎと思うんですね。も

う少し詳しく報告をすべきではないかと

思いますけれども、その辺のところはい

かがでしょうか。

　１８年は子どもの安全安心都市宣言を

行いました。それに伴って、様々な施策

を行い、青色パトロール車のこととか、

そういうことがありましたけれども、こ

れに関して問題はなかったのか。予算委

員会のときに教育委員会が中心となって

やるべきであるというふうに申し上げて

たと思うんですけれども、先ほども川端

委員の方で質問もありましたけれども、

よかった点と、それから改善すべき点、

１９年に反映した点、その点のところを

確認しておきたいと思います。

　さっきの施設の管理にあわせまして、

真砂土の購入なんですけれども、学校の

真砂土ですね。小学校、中学校、それぞ

れ出てるわけですが、実は学校施設の開

放の中で聞くところによりますと、開放

委員会からも真砂土の費用を出している

というようなことが聞こえてきておりま

すが、この辺のことについてはどうなっ

ているのかお聞きしたいと思います。

　生涯学習の推進として、生涯学習推進

本部の運営として３万の予算のうち、１

万円を残して研修会を実施をされておら

れますけれども、文化振興計画の策定と

あわせて、この生涯学習推進本部として、

こういう生涯学習を進めていくという、

この研修、あわせて今後の方向はどうい

うふうにしていこうとされているのか、

１８年から見て、この辺も確認をしたい

と思います。

　次に、文化振興計画の策定として、１

８年は３回の懇話会で１９年は６回の文

化振興計画をつくるための会議を開いて

おられると思いますけれども、文化振興

計画をつくるに当たっては、どのような
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めどでされようとしているのか。ちょっ

と、今年の予算委員会のときにもお聞き

したかもわかりませんけれども、確認を

しておきたいと思います。

　中学校の施設の管理事業で、ボイラー

の保守点検委託料というのが出てきてま

して、稼働業務委託、煤煙測定委託、１

６６万円ですか。これは、第一中学校だ

と思うんですけれども、小学校の統廃合

の中で、この浮いたそれぞれの物件費な

ど、それについては普通教室へのエアコ

ンを設置することなど進めていきたいと

いう方向も出てたと思います。そういう

中でいまだに、このようなボイラーでやっ

ているということについては、この南千

里丘の環境、今度、駅特でも報告があり

ました環境に配慮するということで言っ

たときから見ても、もうこれはこういう

時代ではないのではないかということで、

実態とそれから今後の施設の状況、管理

については、どのように判断をしておら

れるのか。

　私は、こういうところもエアコンの設

置が、やっぱり普通教室の方でも必要や

と思いますけれども、この辺のことにつ

いて確認をしたいと思います。小学校も

あわせてですね。

　それから、公民館のブックステーショ

ンです。平成１７年と１８年で比べてみ

ますと、特に顕著なのが千里丘公民館で

す。千里丘公民館では、ブックステーショ

ンで１７２件の４１６冊、１年間で大変

大きく増えているわけですが、これはど

ういうことであったのか。ブックステー

ションですね。

　それとあわせて、千里丘公民館で１８

年から市民図書館の本も借りれるように

なりました。そういう中で、今年は４５

０冊を想定しているという委員会での答

弁があったと思いますが、これまでの、

１８年、１９年も動いておりますけれど

も、こういうような今の運用の仕方で、

まだずっとできるのかどうか。　

　私はずっと、市民図書館等、学校とも

ＬＡＮで結ばれてないそうですけれども、

この公民館でも図書館と、何があるかと

いうのはパソコンで見れるわけですけれ

ども、申し込みであるとか、そういうの

をＬＡＮで結んでいくということとか。

それからハンディスキャナ、それが２０

０万円要るということで、これはずっと

延びてるわけですけれども、千里丘地域

の図書施設の充実とあわせて、他の公民

館のブックステーションの状況と比べて

も千里丘地域での図書に関する要望は大

変強いという判断をするわけですけれど

も、この辺の考え方はどうされようとし

ているのかお聞きしたいと思います。

　それから、就学援助制度とか、修学旅

行費の補助の削減が行われているわけで

す。その中で修学旅行費については、１

人当たり、中学校でも３万８，０００円、

小学校でも２万１，０００円ぐらいかかっ

ているということなんですけれども、実

際にはこういう修学旅行にも行けない子

どもたちが出ているのかどうか、その辺

のところはどうなっているのかお聞きし

たいと思います。あわせて、就学援助金

制度についても充実を求めたいと思いま

すけれども、１９年度もそのまま継続し

て頑張って頂いておりますけれども、こ

の辺のところについてはどうなのか、お

聞きしたいと思います。

　それから、先ほどから出ております不

登校緊急対策事業、これは府の１０分の

１０の補助で２２５万円という少ない金

額ですけれども、こういう金額で２つの

学校に配置をされましたけれども、効果

が出てきているというようなことですけ

れども、ほかにも関わってくる問題です
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が、最近「ホームレス中学生」という、

吉本の麒麟という漫才師の方の田村さん

が発行された本がすごいベストセラーに

なってるということで、読んでみますと、

お隣、吹田市の状況なんですよね。

　ほんとに、こういう子どもがつい最近

におったんだというのが、やっぱりわかっ

て、ほんとに地域の人たちや、いろんな

方の協力で家族の絆もあるでしょうけど

も生活をして、高校もちゃんと出て、ほ

んとに頑張ったなということで、あっと

いう間に、私もこの本を読んでしまった

んですが、今、ネグレクトの問題である

とか、家庭教育支援の問題、先ほどもお

話がありました。そういう中で、不登校

の様々な理由はあると思いますけれども、

摂津の中でいろいろ、これから深刻な問

題もまだまだ年々、これだけ貧困と格差

が広がりますと、出てくると思うんです

が、この辺のことについては、今は数と

か、そういうことでありましたけれども、

もう少し掘り下げた部分で、教育研究所

であるとか、家庭教育支援員であるとか、

不登校の支援員であるとか、いろいろ連

携をとっておられると思うんですけれど

も、１８年の中身について少しお聞きし

たいと思います。

　これとあわせまして事務報告に出てま

す教育指導研修事業。先ほど、指導力不

足の教員という話がありましたけれども、

先ほどの答弁の中で社会性の欠如などに

ついて指導力不足であるとか、そういう

のについては、いろいろの研修を行って

いくと、そういうことなんですが、この

事務報告の中身を見てみますと、弁護士

から見る学校現場であるとか、それから

虐待防止の研修会など、いろいろ出てる

わけですけれども、今、問題になってお

りますモンスターペアレントですか、そ

ういう人たちへの対応で、ほんとに専門

的にそういうことも知っておかないと、

いろいろな問題があると思うんですが、

今後も出てくると思うんですけれども、

その辺の対応についてはどうなのか。

　それから、もう１つ気になるのは教師

のメンタルヘルスです。指導力不足とい

うこともありますが、ここ最近、全国的

に問題になっているのは、やっぱり教師

のいろいろな問題行動です。学校内での

盗撮であるとか、それから出会い系サイ

トで知り合った人とやっていたのが教師

であったとか、そういうびっくりするよ

うな事件も出てきております。

　やはり、メンタルヘルスなどを抱えた

先生がほんとにしっかりと相談できると

いうか、相談しないでいろんな事件を起

こす場合もあるわけですけれども、この

辺のところについては教育指導の研修と

いうことで、いろいろやっておられます

けれども、そういう事件も起こさないよ

うな、そういう研修というようなことに

ついては、学校内ではどういうふうに対

応をしておられるのか。そういうことが

なかったのかどうかお聞きしたいと思い

ます。

　適正配置に伴う児童支援プログラム、

ジュニアハートプログラムということで

４０万円の委託をされたわけですけれど

も、何回も聞いておりますけれども、こ

の中で課題が見えてきたのか。１９年に

どう反映したのか、確認をしたいと思い

ます。

　小・中学校の耐震化率、先ほど３６％

ということで、私は摂津は頑張って耐震

化率、進めている方だなと思っていたん

ですが、全国的に見ますと、やはり大阪

府下で見ると、やっぱり低い方になって

しまっているのかなとも思うんですが、

北摂の中ではまだそんなに悪い方ではな

いのかなとも思ったりしますけれども、
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ほんとにこの間、活断層の問題で大阪、

この摂津市も災害時のとき、これまでの

南海・東南海の地震ということの中で、

やっぱり摂津も地震に対しては大変な状

況だというのが出ております。

　これは、やっぱりほんとに急いでいか

なければならないということなんですが、

１学校で全部やっていくということなん

ですけれども、統廃合を進めてこられた、

そういう中で耐震化が少し遅れてきてる

のかなとも思ったりしますが、統廃合に

よって柳田であるとか、そういうところ

は進みましたけれども、他のところの計

画、いつも同じような答弁であれなんで

すが、ほんとに計画はこれも前にもらっ

た資料で一体どの計画を信じていいのか、

よくわからないんですけれども。

　具体的には、来年はここ、その次はこ

こ、こういうきちんと計画を持っている

のか、確認をしたいと思います。

　学力定着度調査の問題です。これは１

６年から５年間ですが、分析報告書も出

ておりますけれども、先の文部科学省の

全国学力調査、この中でも大阪はかなり

悪いという、そういうことが出てるわけ

ですけれども、中身については、もうあ

れですけれども、この中で少人数学級を

摂津でも、やはりやっていかなければな

らないという、そういう方向は見えてこ

ないのか。

　統廃合をしても３５人学級、すべてで

きますというので、これまで答弁もあり

ました。そういう中で教師を増やしてい

く、今は少人数授業で対応をしていると

いうようなことがよく答弁されますけれ

ども、やはり今、起こっている学校現場

で出ております問題でいきますと、親御

さんからの意見では、やっぱり少人数学

級で、やはりその中で安定した授業をし

てほしいという、落ちつきのある、そう

いう声が出てきておりますけれども、こ

の学力定着度調査、１９年は４年目に入

るんですか。１８年が中間年ということ

だったと思いますけれども、この中でや

はり少人数授業で行っていったらいいと

いう判断をしておられるのか。

　少人数学級に、やっぱり来年度に向け

ても取り組んでいくべきやと、もう本当

に、本気でやるべきではないかなと思う

んですけれども、その辺のことについて

は、どう考えておられるのか確認をした

いと思います。

○柴田委員長　それでは、委員の質問を

出して頂きましたので、答弁は午後から

受けたいと思います。

　暫時、休憩します。

（午前１１時５６分　休憩）

（午後　１時　　　　再開）

○柴田委員長　休憩前に引き続いて、再

開します。答弁、馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、まず

監査の内容についてお答え申し上げます。

総務課で、監査で概ねというところで評

価を頂いた中身でございますが、まず１

点は車両の日常の点検記録簿におきまし

て、印漏れが一部見受けられたという指

摘がございました。この点につきまして

は、私も含めて印漏れのないように改め

ていきたいと、そういうように考えてお

ります。

　それともう１点は、ペイオフが国にお

いて実施された中で、市の公金につきま

しては決済性預金に移行するという取り

扱いになっておりましたが、一部の幼稚

園におきまして決済性預金にせず、通常

の普通預金のまま管理してたことが見受

けられましたので、それにつきましても

指摘の後、決済性預金に切りかえをさせ

て頂いた、そういった内容でございまし

た。
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　次に、不用額について総括的に、どう

いうように考えるかということでござい

ます。基本的に、総括的には予算がつい

た場合、私どもは最小の経費で最大の効

果を上げるべく予算を使い切るというこ

とではなくて、予算の執行をする事業に

おきまして、それぞれの課におきまして、

事業内容を精査し、また見積もり等を徴

取しまして、経費を最小限の経費で、そ

の予算に効果が上がるような努力をいた

しております。

　従いまして、私どもは一定の不用額は

出すものである、出るものだというふう

な観点で考えております。予算を使い切

るということではなくて、予算で実施し

なければならない事業を実現することに

おいて、最小の経費で執行している結果

として不用額が出るものと、そのように

認識しております。　

　ただ、１８年度の決算におきまして、

多額の不用額が出ております。これにつ

きましては、委員がご指摘のように決算

書の２０２ページ、２０３ページの款９、

教育費の不用額欄でございます。金額が

１億８，１０４万６，５１０円という額

になっております。この額につきまして

は、一昨年、平成１７年の不用額は、参

考に申し上げますと１億１，９６９万２，

０００円でございました。ですから、平

成１８年は前年度に比べて不用額が６，

１３５万４，０００円増えております。

　ですから、この不用額につきましては、

議員がご指摘されましたように、民生費

に次いで多い額となっております。ただ、

この不用額が出た要因でございますが、

これにつきましては決算書の小学校費で

ございますから、決算書の２１２ページ、

２１３ページをごらんになって頂きたい

と思いますが、小学校費の不用額が２１

３ページに記載しておりますように、１

億２，６１０万４，４３９円ということ

で、その大部分はこの小学校費の不用額

が要因となって前年度より増えたもので

ございます。この小学校費の不用額の要

因でございますが、これも決算書の２２

０ページ、２２１ページをごらんになっ

て頂きたいと思います。

　小学校費の建設事業費で、不用額とい

たしまして９，５７２万２，５００円と

いうことで、ほとんどの不用額の増えた

要因がこれでございます。

　これにつきましては、ご存じのように

小学校の建設事業費に前年度から繰り越

しをした事業を翌年に繰り越したために

当該年度でなくて前年度予算の繰越事業

費でございますから、当該年度に不用額

が出た場合でも補正で減額できないとい

う、そういう技術的な要因がございまし

て、結果として不用額として計上せざる

を得なかったと、そういうことでござい

ます。

　ですから、私ども当該年度であれば、

必要な補正措置をしまして減額といたす

んですが、この１８年度の不用額は１７

年度からの繰越事業に係る不用額という

ことで、技術的に補正の減額ができない

という性質のものでございましたので、

今回、非常に増えたと、そういう１８年

度の特殊要因があったということでご理

解を頂きたいと思います。

　それと、総務課に係る分でございます

が、決算書の２０７ページの校務補助嘱

託員についてでございます。校務補助嘱

託員につきましては、これは１７年から

新たに制度として導入いたしました。そ

れ以前は、臨時職員という形で１年以内

の雇用をいたしておりました。そういた

しますと、非常に雇用が不安定になると

いうこともございましたので、平成１７

年からは実は行革の中で中学校の正職員
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を５名減らして、各小・中学校に校務補

助員を入れるという行革をいたしました。

　その中で、やはり雇用の安定が必要で

あろうということで、従前の臨時職員と

いうことではなくて、嘱託員ということ

で３年契約で一応、身分を安定化させた

ということでございますので、この校務

補助嘱託員につきましては以前の臨時職

員よりも身分の安定化を図って３年契約

にしたと、そういう性質のものでござい

ます。

　次に、概要の１２６ページの安全対策

に関係いたしまして、１８年に都市宣言

をした中で、どういった安全対策を取っ

たかということでございますが、基本的

に私どもは学校の安全対策で取りかかっ

たのは、例の平成１３年の池田小学校事

件以来、学校の安全が脅かされるという、

そういう新たな視点から安全対策に種々

取り組んでまいりました。

　ご存じのように、全国に先駆けまして

平成１６年には学校の受付員制度を摂津

市独自で導入いたしまして、今日まで来

ております。

　種々のそういった安全対策の積み重ね

の結果として、摂津市の子どもに対する

安全対策を市民に広くアピールして、今

後、市民とともに安全対策をより一層努

めていきたいということで、平成１８年

３月の議会で議会の方のご賛同を頂きま

して都市宣言につながったということで

ございます。

　その後、私ども例えば小学校におきま

しては、先ほど来、ご議論頂いてます安

全パトロールのための青パトであるとか、

受付員につきましても小学校のみならず

幼稚園にも配置すると、そういった形、

あるいは防犯ブザー、そういった形の安

全対策に種々取り組んできております。

今後も、そういった安全対策には心がけ

ていきたいと、そういうように考えてお

ります。

　次に、概要の１３８ページの中学校費

のボイラーの稼働なり、ばい煙測定なり、

点検の委託についてでございます。これ

につきましては、一中の暖房用のボイラー

の委託料を計上いたしたものでございま

す。

　第一中学校は築後３０年以上を経過い

たしておりまして、施設の老朽化等が顕

在化してきておる中でボイラーにつきま

しても建築当時からの機材を使っており

ますので、一定、老朽化等がこれも顕在

化しておりまして、部品の交換等も製造

が取りやめになっている等々の部品もあ

るということで、そういった取り扱いに

ついて苦慮しているのも事実でございま

す。

　また、一中につきましては、全館集中

暖房ということで、各館で暖房の切りか

えができない。全館暖房しなければなら

ないという、非常に、効率的に考えれば

効率の問題等もありますので、今後どう

いった方向がいいのか、これについて検

討をしてまいりたいと、そういうように

考えております。

○柴田委員長　北野学務課長。

○北野学務課課長　それでは、私の方か

らは幼稚園の保育料に係ります収入未済

金及び不納欠損金のご質問。

　それと、修学旅行費に絡みまして、就

学援助制度についてのお問いがありまし

たのでお答えをさせて頂きます。

　まず、幼稚園の保育料の未納の件でご

ざいますが、収入未済額４７万７，００

０円の内訳は、１４件ございます。あと、

不納欠損額７万円でございますが、これ

は１件でございますが、双子さんでござ

いまして、１３年６月から１０月、この

５か月間の保育料が滞納になってまして、
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これが３万５，０００円掛ける双子さん

の２名で７万円。５年以上、連絡が取れ

ないような状況になっておりましたので、

不納欠損をやむなくさせて頂いたという

状況でございます。

　幼稚園の保育料の督促の方法でござい

ますが、２か月、保育料が滞りますと毎

月督促状を発送させて頂きます。この督

促状には、「理由なく保育料を滞納した

ときは出席停止及び退園をして頂きます」

というような文言も掲載させて頂いてい

るところでございます。

　それと、また電話での督促も行ってお

ります。また、在園者で３か月以上滞納

されますと、今度は園長を通じて保護者

に連絡をさせて頂きます。それでもだめ

な場合、私どもが戸別訪問をさせて頂く、

あるいはバスのお迎えの場に行かせて頂

く、そういうような形でもって督促処理

を行っておるところでございます。

　続きまして、就学援助制度の件でござ

いますが、１８年決算で申し上げますと、

就学援助の総額が１億３，６５６万４，

０００円でございます。認定率は、小学

校で３９．４％、中学校で３２．７％、

全体で３７．４％と、平成１６年度から

高原状態で推移しております。

　平成１７年度に国の三位一体の改革に

より、国庫補助金が一般財源化されまし

たところ、近隣市において認定基準の見

直しが図られているところでございます。

本市におきましても、この制度につきま

しては保護者にとって、かなり定着した

制度であり、子育て支援的な役割もある

ということで、なかなか制度の見直しに

ついては慎重にならざるを得ないという

ような状況でございます。

　この中身の中で、近隣市におきまして

は、修学旅行、就学援助に係ります修学

旅行費についても限度額を設けるなど、

その見直しが図られているところでござ

います。

　ただし、摂津市におきましては、修学

旅行につきましては、すべて実費を援助

させて頂いておりますので、基本的には

行けないお子さんはいないというふうに

考えております。積極的に行かないお子

さんはおられるかもわかりませんが、行

けないお子さんはゼロであるというふう

に認識いたしております。

○柴田委員長　前馬学校教育課参事。

○前馬学校教育課参事　それでは、児童・

生徒の個人情報の紛失の問題の、その指

導管理について、ご質問がございました

ので、まずご答弁申し上げます。

　まさに学校、特に職員室は個人情報の

宝庫であります。紙媒体のもの、指導要

録等でございますが、それに関しまして

は、鍵のかかるところへ保管する。ある

いはパソコン内に個人情報を入れておる

場合、ハードディスクにそのまま残さな

いことなど、指導しておるところでござ

いますが、ご指摘のありました個人情報

の持ち帰り、これについては原則、持ち

帰り禁止ということで指導をしておると

ころでございます。

　大阪府内、他市での個人情報紛失の件、

懲戒処分を受けるような事例が数多く発

生しておりますが、校長会等でそのよう

な事例についても紹介し、このようなこ

とが起こらないように指導しておるとこ

ろでございます。

　それから、モンスターペアレンツの対

応、どのようにしていくのかとご質問が

ございましたが、まさに理不尽な保護者

からの要求、これは全国的にどの学校で

も現在、非常に対策に悩んでおるところ

でございます。

　ただ、何が理不尽な要望であるのか。

すべての保護者からのクレームを理不尽
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なものと決めつけるのもどうかとは考え

ております。

　まず、その要望に対して一体どういう

内容であるのか話をきちんと、まず聞く、

聞いてまとめること。そして、個人対応

をしない。管理職、あるいは学年のベテ

ランの先生にきちんと相談する、報告す

る、こういったことを指導しておるとこ

ろでございます。

　ただ、全国的に悩んでおりますし、大

学関係者等も新たな課題として現在危機

対応の組織的なマネジメントの研究等、

取り組んでおるところと聞いております。

また、そのような研究等も参考にしなが

ら対応を考えてまいりたいと思っており

ます。

　それから、様々な教師の問題行動、盗

撮、あるいは出会い系サイトに関わって

の事件、幸い本市では発生しておりませ

ん。ただ、非常に多忙の中教師のメンタ

ルヘルスについては考えなければならな

い、状況が来ておるとは思っております。

　１点、その不祥事予防という意味から

は、不祥事予防のチェックリストを大阪

府教委が発行しておりますが、それを活

用して、教育公務員としての自覚を促す、

こういったことを行っておりますし、ま

た様々な悩みを抱えている教員が多いの

も現実でございます。学校のスクールカ

ウンセラーに教員の方が相談する。こう

いったこともスクールカウンセラーの１

つの活用の方法と考えておりますし、実

際に多数の教員がスクールカウンセラー

に相談をしておると、こういった事例も

ございます。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、私の

方から不登校支援協力員に関わる不登校

の、さらにちょっと具体的な事としての

お話をまずさせて頂きたいと思っており

ます。

　学校では、不登校、いじめ、あるいは

虐待等も含めて、子どもが見せる兆候は

家庭環境が影響を及ぼしているケースも

見られるということで、そうしたケース

に対応し、早期解決を目指すためには、

現在は学級担任が１人で抱え込まずにチー

ムを組んで子どもの状態だけではなく、

子どもを取り巻く環境、家庭状況も含め

て、その原因を見立てること、アセスメ

ントという言いかたをしておりますが、

見立てること。そして、解決に向けた目

標と具体的な手だてを考えるという形の

ケース会議ということを各学校で実施を

するようにということで指導をしており

ます。

　こうした中には、ケース会議には小学

校の場合には管理職、生徒指導担当、学

年主任、学級担任、養護教諭、それから

スクールカウンセラーの日程が合う場合

にはスクールカウンセラー等も参加をし、

中学校ではさらに生徒指導主事等も参加

する中で、ケース会議という形で個人、

担任が抱え込むのではなく、様々な情報

を得ることによって子どもの、より具体

的な解決方法を見出そうとしているとこ

ろでございます。

　そうした折には、学校だけではなく、

摂津市の場合には市の方の家庭児童相談

室、健康推進課、府の方の子ども家庭セ

ンター等とも必要に応じた形には、そう

いったケース会議等にも参加をして頂き、

子どもたちの状況を家庭の環境、地域も

含めて可能な限り多方面の情報を得て、

適切な解決が図れるように努力をしてい

るところでございます。

　続きまして、適正配置に伴う児童支援

プログラム事業についてお答えを申し上

げます。

　平成１８年度は４０万円の委託事業と
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いう形で、教職員の研修２回、三宅小学

校、柳田小学校、味舌小学校、味舌東小

学校、それぞれで３年生４年生を中心と

した形で１８年度にはジュニアハートプ

ログラムの実施ということで取り組んで

まいりました。

　そして、統合時に高学年が５年生６年

生となる４年生が１８年度は対象でござ

いましたが、この間の保護者やＰＴＡの

皆さんとお話し合いをする中から、さら

に他の学年でも実施をしてはどうかとい

う声に基づき、１９年度は対象学年を拡

大して１年生から５年生までで実施をし

ているところでございます。

　また、それぞれの学校では、合同の校

区探検、合同の講演会、合同観劇等、独

自の交流も行われているところでござい

ます。

　続きまして、学力定着度調査からの少

人数学級、少人数指導の課題はどうかと

いうご質問にお答えをさせて頂きます。

　この市の方の学力定着度調査の分析等

から少人数学級という形では出ておりま

せんが、基本的にはこの間、子どもたち

の指導方法は様々な工夫改善が必要なこ

と、個に応じたきめ細かな指導が必要と

いうことで少人数指導加配のもとに、そ

れぞれの学校で工夫をすることにより、

学力定着度を図るという形での内容を提

示し、少人数指導等の研究に取り組んで

おるところでございますが、少人数学級

につきましては、府の方がご存じのよう

に１年生、２年生を３５人学級という形

で編制をしておりますので、この導入し

ています少人数学級編制については、府

の教育委員会から効果的な活用を図るよ

うに、その効果の検証ということを昨年

度もそうですが、今年度も努めておると

ころでございます。

○柴田委員長　岩見総務課参事。

○岩見総務課参事　小・中学校におけま

す施設の補修事業、設備の補修事業とい

うことでの報告書に載っております件数

が、これではわかりづらいのではないか

ということにお答えさせて頂きます。

　小学校の設備補修事業につきましては、

執行済額が概要書の方で出ております、

１３３ページの方に出ております金額で

１，５３３万２０６円。同ページに小学

校施設補修事業ということで、執行済額

３，１２３万４，２４０円という執行金

額が出ておりますけれども、事務報告書

に掲載させて頂いております小学校の設

備補修事業につきましては、別府小学校

及び鳥飼北小学校のプール循環ろ過装置

の修繕料６８０万円と、それと施設補修

事業、小学校の施設補修事業でございま

すけれども、味生小学校のスチールパー

テイションの設置ということで８００万

円のみの掲載となっておるところでござ

いますけども、この補修、それぞれの補

修事業につきましては少額な修繕料、例

えば１万円前後の修繕料から、かなりの

件数がございますので、過去より一応、

事務報告書につきましては５００万円以

上の修繕について掲載させて頂いておる

ところでございます。よろしくご理解を

お願いいたします。

　続きまして、耐震補強についての耐震

化率ということでございますけども、文

部科学省が平成１９年４月１日付の全国

の公立学校施設の耐震改修状況調査につ

いての公表をいたしております。その中

で、大阪府内の市町村におきまして、摂

津市におきましては、本年３６％という

ことで、大阪府下２６番目となっており

ます。

　ただし、今回この１９年度の分につき

ましては一昨年、１８年度より大阪府の

指導によりまして毎年５月１日現在の状
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況で、学校別の施設台帳を文部科学省に

提出しておりますけれども、その棟数と

合わせるようにということのご指導がご

ざいましたので、平成１８年度と１９年

度の分母分子の数が変わってきておりま

す。そのため、一昨年１８年度の大阪府

内の順位といたしましては、１７番目と

いう数字から平成１９年につきましては

２６番目というような順位が下がってお

るわけですけれども、北摂の各市と比較

させて頂きますと、茨木市４０．７％、

次いで摂津市が３６％、次いで吹田市３

１％、次いで高槻市２３％ということで、

北摂の中では市レベルでは２番目の順位

を保っておるということで、ここ１０年、

経常収支比率が１００を超える厳しい財

政状況の中で、こういった予算を教育費

の学校の安全ということでの教育費予算

をつけて頂いて執行をしたものが北摂の

中では上位を占めているものかと考えて

おります。

　続きまして、今後の具体的な計画はど

うなっているのかと、過去に示している

学校の年度計画から、かなり変わってき

てるんではないかということでございま

すが、平成８年当時に公共施設すべてを

耐震化ということでの庁内会議がもたれ

ております。

　そのときには、どういった順序で耐震

化を進めていくかということの議論の中

で建物の古いもの順ということで、経過

年数がたっているものから順番にという

ことでの計画を立てられました。

　その後、平成１５年、１６年にかけま

して、本市の建築住宅課の方で第１次診

断ということで図上より１次診断の報告

を頂きました。その後、その１次診断を

参考に優先順位、優先度の高いものから

順番に学校の耐震化を進めるということ

で今日まで至っておるところでございま

す。

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　それでは、何点

か私どもの方にご質問を頂いております。

全体に関わるものは私の方からご答弁申

し上げます。

　監査からの指摘事項ということで、私

ども学校施設等の使用料の収納事務の件

でご指摘を頂いた件でございます。

　この件は、学校開放事業の申請という

のは、まず学校の方に施設の許可を頂い

てもらって、私どもに回ってきます。そ

のときに、特に年度末、年度始めのとき、

３月の申請、あるいは４月の申請という

のが重なってくるというような時に、職

員のチェックミスで前年度の申請を現年

度と取り間違って収納してしまったとい

うことでございます。

　今後、まず日付のチェックをし、年度

の間違いのないように万全を期していき

たいというように考えております。

　それから、不用額の件でございますが、

私どもの決算書をごらんいただければ、

大きな額としましては学童保育室の賃金

の件、それから公民館の光熱水費、それ

から体育施設の維持費等が大きな不用額

を占めてるわけですが、学童保育の賃金

に関しましては、入室希望者の減、また

加配を要する賃金職員の増員がなかった

ということ。それから、体育施設に関し

ましては、指定管理者の件もございます

が、賃金なり給与ベースを職員の平均ベー

スで積算をしております。採用する職員

によって、その不用額が生まれてくるも

の。

　それから、例えば光熱水費では、ナイ

ター設備なんかは青少年広場、テニスコー

ト、中学校のナイター等々、稼働日数で

計算を先ずいたします。そこで、使用申

し込みがなければ早目に切り上げていく

－ 31 －



ということで、不用額がどんどん出てく

るというようなことで精査したものでご

ざいます。ご理解頂きたいと思います。

　それから、時間外勤務手当の件をご指

摘を頂いておるわけですが、私どもの方

は委員ご承知のように、生涯学習スポー

ツ課となりまして、もう春先から秋口、

それから冬のスポーツマラソン業務等々、

冬の行事まで年中生涯学習・体育振興の

ために皆さん方、頑張って頂いてるもの

ですし、私どもの役目としては市民がそ

ういった体育スポーツ、生涯学習にどん

どん楽しんで頂くことを応援するという

立場にございますので、いろんな企画を

していってるわけです。

　その中で、やはり市民に任せるところ

は任せていってるわけですが、私どもの

方が準備等々をしていかなければならな

いところが多々ございます。実行委員会

にしましても、実行委員会の開設が１回

で済むものか、２回３回としてるものも

ございますし、当日の準備には前日、必

ず準備にかかってるということで、時間

外が増えていっている状況でございます。

　ただ、職員の休暇はどうなのかという

こともございますが、職員の方では担当

職員がずっと年中、その事業をこなして

るわけでもございません。ちょっと、そ

ういう意味では休めるところもございま

すので、適宜休暇を取得しているところ

でございます。

　また、代休というようなこともござい

ましたが、管理職におきましても適宜、

業務に支障のない範囲で休暇をとらせて

頂いている現状がございます。

　それから、生涯学習推進本部の件でご

ざいますが、ご承知のように平成８年に

前期の生涯学習推進計画を策定し、１０

年がたってきて、１８年３月に第２次計

画がスタートしたわけでございます。第

１次におきましては、厳しい財政状況が

続きまして、なかなかハード面の整備と

いうのは無理でございましたが、職員の

出前講座とか、あるいはふるさと摂津案

内人講座とか等々、ソフト面の充実を努

めてきたわけです。

　また、この２期に入りまして、やはり

市民の中からも生涯学習フェスティバル

というような新しい取り組みが生まれた

ということで、こうしたことをもとに私

どもは、この推進をしていってるわけで

す。

　特に、この計画、やはり庁内全体でま

とめていくということも大事でございま

すので、庁内でその進行管理を行い、全

体の研修会等々でまとめをしているとこ

ろでございます。ご理解を頂きたいと思っ

ています。

　それから、文化振興計画の取り組みで

ございますが、１８年度は７月に懇話会

を立ち上げまして、３回の懇話会を開催

してきたところでございます。また、そ

の中では団体ヒアリングを９団体、また

企業にもアンケートを実施し、現状と課

題を把握してきたところでございます。

　今年度も既に懇話会を開き、また分科

会等も開いて、できれば年内に懇話会か

らのご提言を頂き、計画づくりに入り、

２月にはパブリックコメント、年度内完

成を目指したいと、こういうように考え

てます。計画どおりいくよう努力してま

いりたいというように思ってます。

　あと、公民館等々については、担当か

ら申し上げます。

○柴田委員長　小林生涯学習スポーツ課

参事。

○小林生涯学習課スポーツ参事　学校体

育施設の中から学校でのまさ土等の購入

が行われているのではないかという件で

ございますけれども、市内の小・中学校
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１７校の体育館、運動場の体育施設につ

きましては、学校教育上、支障がない範

囲で地域のスポーツ団体の方に開放をい

たしております。

　平成１８年度実績では、年間延べ２４

万人以上の方にご利用を頂いておるわけ

でございます。

　学校開放の運営につきましては､教職

員、また体育指導員、ＰＴＡの役員さん、

自治会、子ども会の役員さん等で構成さ

れます運営委員会に学校の施設等の使用

に関する実施要綱に基づきまして、各学

校年間１４万円を支出いたしまして、使

用日時等の調整を図りながらの運営をお

願いしておるところでございます。

　経費の１４万円の内訳でございますけ

れども、体育館、グラウンドの施設開放

に係ります備品や消耗品、また修繕料等

を対象としており、事務用品の購入をし

て頂く。また、いろいろな登録団体の方

が学校教育時間以外の平日の夜間である

とか、土・日・祝日、年間を通してグラ

ウンド、体育館を利用されますので、グ

ラウンドを使用される際の石灰やライン

引き、また体育館であればラインテープ

等といったものの購入に充てて頂いてお

ります。

　また、特にグラウンドに関しまして、

例えば土曜日、日曜日に使用される際、

冬場でしたら凍結等も考えられます。そ

ういったことの対策として、にがりを購

入されたり、また使用頻度によりまして

グラウンドにまさ土を入れるなり、土を

入れるなりして、月曜日からの学校教育

に支障のない範囲で対応をして頂いてお

ります。そちらの方につきましては、運

営委員会の方で経費の使い方については

協議して頂きながら、執行して頂いてる

ところでございます。

○柴田委員長　高田市民図書館長。

○高田市民図書館長　まず、１８年度の

定期監査結果報告においての留意すべき

点でございますが、２点ございました。

　図書弁償の申請を受けた後、速やかに

図書が弁償されるように督促をするとい

うことでございます。現在では、２か月

ごとに未弁償者を確認いたしまして、電

話などで督促させて頂いております。

　次に、１７年度以前の備品台帳に記載

漏れがあったということでございます。

漏れにおきましては、備品につきまして

備品台帳に記載いたし、今後は記載漏れ

がないように事務を行うようにしてまい

ります。

　次に、千里丘公民館での本の貸し出し

状況でございますが、昨年１８年度で４

０５冊、３７４人のご利用でございまし

た。１９年１０月末時点では２２１冊で

２１０人のご利用を頂いておる状況でご

ざいます。

　現在の集配便につきましては、教育総

務課の公共施設への連絡便でお世話になっ

ておるのでございますが、土曜日、日曜

日には独自の連絡便で対応させて頂いて

おります。利用者が千里丘公民館で返却

された場合、その日の夕方にでも正雀へ

たまたま行かれた場合でございますが、

図書館へお寄りになられたときにはコン

ピューター処理ができていないために貸

し出しができないことになる状態でござ

います。

　例えば、現状の貸し出し返却ですと、

処理方法で時間が要することを利用者は

理解頂いていることと思っております。

ハンディスキャナを導入いたしますと、

利用者はコンピューター処理ができてい

るものと勘違いされるように思われます

ので、厳しい財政状況でございますので、

現状のままで進めてまいりたいと考えて

おりますので、よろしくご理解頂きたい
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と思います。

○柴田委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　公民館

に関わる監査の指摘事項でございますけ

れども、公民館、登録しているクラブに

つきましては、月４回までの使用料を４

割減免させて頂いているんですけれども、

ある公民館で月５回まで減免していると

いうことを指摘をうけたものでございま

す。

　今後、公民館の使用施設の受付の段階

で使用料の徴収については、誤りのない

ように公民館職員、あるいは嘱託員等に

周知徹底をさせて頂いたところでござい

ます。

　それから、公民館長の選定基準につい

てのご質問でございますけれども、市立

公民館長につきましては、社会教育法の

第２７条の規定に基づきまして、同条例

の第２項に規定する業務を行うために教

育長の推薦によりまして、教育委員会が

任命することになっております。

　このたびの選任につきましては、提出

を頂きました学歴、履歴等を参考資料と

して添付いたしまして、教育委員会の議

案として提案いたしまして、承認を頂き、

その後で任命をさせて頂いております。

�　それと、公民館の運営審議会の審議

状況についてでございますけれども、公

民館の運営審議会につきましては、平成

１８年度、第１回目が公民館の設置及び

運営に関する基準が改正になりましたの

で、それに係る研修を行い、第２回目は

ＮＰＯの法人に対する公民館の貸し館に

ついての研修を行いました。そして、第

３回目につきましては、平成１９年度の

公民館講座につきましてご審議を頂いた

ところでございます。

　それと、千里丘公民館のブックステー

ションの１８年度増加原因についてでご

ざいますけれども、先ほども市民図書館

の方からも答弁がありましたように、平

成１８年度から千里丘公民館につきまし

ては、市民図書館の本の返却のほかに本

の貸し出しもできるようになりましたの

で、図書の貸し出しに来館される市民の

方が多くなり、公民館のブックステーショ

ンにつきましても借りる方が多くなった

のではないかと考えております。

　それと、最後に千里丘公民館の図書室

の整備についてでございますけれども、

このことにつきましては平成１１年に千

里丘地区公共施設基本構想報告書におき

まして、千里丘公民館に図書室を増設す

ることを提言頂いておりますけれども、

その後、厳しい財政状況が続いたために

凍結の状態になっております。

　今後、財政的に好転した段階で、この

計画が具体化されるものと考えておりま

す。

○柴田委員長　奥野教育研究所指導主事。

○奥野教育研究所指導主事　教育研究所

にかかわります監査結果の留意すべき点

についてお答えいたします。

　１点は、学生ボランティアさわやかフ

レンドの報償金及び費用弁償支給事務に

つきまして、一部に記載間違いがありま

したことから活動時間や通勤経路の記録

を一括して適切に管理するようにとの指

摘を受けました。現在は、様式を改善し

て管理しております。

　もう１点につきましては、施設維持補

修につきまして、安全面への配慮から施

設内の書架を固定するようにという指摘

を受けましたので、改善いたしました。

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　時間外手当のと

ころで青少年の賃金対策費、賃金のとこ

ろで、ちょっと言葉足らずだったので追

加させて頂きます。
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　指導員の賃金で減額が出ておりますが、

１８年度予算編成当初見込んでおりまし

た入室児童数が予想より下回ったこと。

　それから、特別な支援が必要な児童の

入室も当初予定していたよりも少なかっ

たことにより、指導員を適正に配置した

ということによっての減額ということで

訂正させて頂きます。

○柴田委員長　池上青少年課長。　

○池上青少年課長　それでは、学童保育

料の未納分の徴収についての取り組みと

いうことについて答弁させて頂きます。

　ご承知のとおり、過年度分を合わせま

して、学童保育料の収入未済額は７２万

２，２５０円となっております。保育料

の納付につきましては、毎月納めて頂く

ことが原則ということで、毎月ご協力頂

いておりますが、納付が遅れたり、また

滞納となっている世帯につきましては、

督促状により納付を促すとともに、家庭

や勤務先への電話による督促、また自宅

に訪問しての徴収を行っております。自

宅に伺ったときに不在であれば、必ず訪

問した旨の連絡票を投函し、相手から連

絡がなければ、再度訪問するなど、徴収

業務に取り組んでおるところでございま

す。

○柴田委員長　川口委員、２回目の質問

をお願いいたします。

○川口委員　不用額の問題ですけれども、

先ほども言いましたように、例年、いろ

いろなコストを抑えていくということで

絞り込んでいると。そういう中で不用額

は残って当たり前というような言いかた

をされましたけれども、そういう中で経

費がないとか、学校なんかでの消耗品費

の節約であるとか、もちろん節約は大事

なんですけれども、なかなか十分に対応

できているのかなと。そういうことを感

じますし、そしてまた学級委員会の補助

とか、これがこの１８年からなくなって

いるわけですね。一般財源にしてね、違

いましたか。

　修学旅行費の件でも、そういうことに

なってきているわけで、なおかつそうい

う中で今回は小学校費の１億２，６１０

万円というのがあるわけですけれども、

数字がこれだけ出てくるということにつ

きましても１８年は、本当に数字にいろ

いろ翻弄された年であったんです。

　当初の計画と大きく、決定をするとき

には約５億円が９億円になり、そして結

局は７億円になるという、そういう大変

大きな数字が動いてきた。そういうこと

があった年なんですけども、そういう中

で各学校や生涯学習などでの様々な備品

購入であるとか、いろんな諸経費につい

て、やはり無駄に使えとは言いませんけ

れども、ほんとに節約をしながらも十分

に支出をしていくということも大切なこ

とだと思うんですね。

　これは、教育長の方からでもお答え頂

けたらいいですけれども、長年にわたっ

てやっぱり、今回は９．４％の構成比率

です。これだけの多額の学校の建設、統

廃合の事業があった。こういう中で構成

費比率は９．４％というところにとどまっ

ているということで、実態として今、大

阪府の１０分の１０の補助とか、そうい

うのも活用されて、ほんとに不安定に大

学の人の、言ったら支援員とか、そうい

うのを雇うわけですけれども、実際には

ほんとにきちんと対応していくことが大

事ではないかなと思うんですね。予算的

に裏づけをしていくということなんです。

　今年は、小学校の学校図書の担当の方

とか、それから低学年の学級補助ですか、

そういう人をそのまま時間給で採用する

ということで募集をかけておられますけ

れども、やはりきちんと人を採用してい
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くという、そういうことも大事ではない

かなと思うんですね。

　大阪府の補助があるから、１０分の１

０補助があるからということで、いろい

ろ活用しておられるのは結構ですけれど

も、やはり本気で摂津の教育をよくして

いくというところで、この予算の裏づけ

がどうなっているのかなと思います。

　決算から見て、やはり今、小学校の統

廃合などをするときには、それで浮いて

きたお金については、各学校のエアコン

設置であるとか、環境整備に努めていけ

るし、そういうこともいろいろおっしゃ

いました。学校図書の方の、私はずっと

専任司書を置くべきやというふうにお願

いしてますけれども、そういう点につい

ても、やはりきちんと対応できていくと

いうようなこともおっしゃってこられま

した。そういう中で、やっぱり決算の状

況を見たときに、本当に、言っておられ

るけれども、ほんときちんとそういうふ

うに教育費に反映されているのかという

のが見えてこないんです。教育長の方か

ら、その辺のところをお聞かせください。

　幼稚園や学童保育室の保育料の未納の

分ですけど、収入未済の分については、

徴収をして頂くということで訪問もされ

て、やっておられると言うことなんです

けれども、実際に会って回収ができてき

たとか、そういうのも大分、改善が見ら

れてるんでしょうか。

　これは、分納とか、そういう相談にも

乗っておられるのか、それだけ確認をし

たいと思います。

　時間外勤務手当に限って、今回お聞き

いたしましたけれども、社会教育、生涯

学習などに関わる部分とか、そういう方

は何か有休や代休は取っているというよ

うなことをおっしゃっておられましたけ

ども、よく管理職の方から聞くんですか

ね。なかなか休めない、休んでおりませ

ん、有休も使えておりません。結構、お

聞きをしております。

　やはり、仕事のやりくりをして、管理

職になった方も、やはりきちんと休みを

とって、やっぱり健全な心と体を持って

仕事に携わるということが大事だと思う

んです。大変、いろんな行事が多いです

から、土日にも出勤しておられるのをよ

く見ますし、そういう中で一般職の方は

残業手当でやっておられるのか、有休も

取れるのか、そこら辺がわかりませんけ

れども、それとあわせて、やっぱり職場

の雰囲気、課によって、なかなか休みが

とれないというようなそういう状況があ

るのではないかなとも思いますけれども、

その辺のところ、職員のメンタルヘルス

という点からもやはり、きちんと休みも

消化をする、そういうことが大事ではな

いかなと思うんですが、もう一度、生涯

学習部長の方からでも、ほんとに、特に

生涯学習の方が多いですので、特に管理

職に関わる部分などは、有休や代休など

がきちんととれているのか。その点だけ、

確認したいと思います。

　それから、教師の方の問題です。フロッ

ピーなどを自宅に持ち帰ってたとか、帰

宅途中でひったくりに遭ってなくしたと

か。これは、さっきも言いましたように、

先生たちが家へ持って帰らないと学校で

は仕事が全部こなせないという、例えば

答案用紙の採点であるとか、そういうの

があると思うんですよね。

　実際に、持ち帰りは原則禁止とおっしゃっ

たのかな。そういうことなんですが、実

態としては、やっぱり持って帰らないと

仕事が全部やり切れてない。それぐらい、

先生たちというのはお忙しいんではない

かなとも思うんですけれども、その辺の

安全対策、これも子どもの安全安心に関
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わってくる部分でもあると思いますんで

すが、この点については、やはり持ち帰

ることのないようにということをおっしゃっ

ているけれども、実態としては持って帰

らざるを得ないという、そういう状況が

あるということなんですが、わかってお

られると思うんですね、実態ももちろん、

皆さん先生出身の方もたくさんおられる

のでね。どうでしょうか。

　そう言いながら、ほんまは持って帰っ

てるの違うんかみたいな、やっておられ

るん違うかんかなということで、やれな

いやろうなという、そういうのがわかる

中で、やっぱり個人情報などの安全対策、

個人の努力でやってもらうしかないとい

うふうな判断をされるかもしれませんけ

れども、やはり職場の中でやりこなせる

ようにしていく協力体制というか、そう

いうのも必要だと思います。

　それとあわせて、やっぱりつながって

いく質問ですけれども、少人数学級をや

るということの中で、教師もまた増やせ

るということになると思いますので、そ

ういう点でも一人ひとりに目が行き届く

というのが、市の方の中でうたっておら

れると思いますので、そういう点もあわ

せて、どう考えておられるのか、これも

教育長に聞いておきたいと思います。羽

原さんでいいのか、よくわかりませんけ

ど、どちらでも結構です。

　公民館のこの関係は、わかりました。

ただ、選任に当たりましては、公民館長

としてふさわしいという、そういう方を

やっぱり推薦をしていくということで、

地域で問題があるようなことが言われる

ことのないように、その点については十

分、やっぱり選定をして頂きたいなと思

います。

　それから、校務補助の嘱託員賃金なん

ですけれども、これは３年契約というこ

とで身分の安定化を図ったとおっしゃっ

ているわけですが、さっきお聞きしたん

ですよね。答えておられないんで、今後、

定年を迎える校務員の方も、まだ出てく

るであろうと、そういう中でこのやり方

については、今後やっぱり正職不補充、

そういうようなことでやっていこうとさ

れているのか、今後のことについてもお

聞きしてますので、答弁して頂かないと

と思いますので、それ、よろしくお願い

します。

　それから、施設の補修、設備の補修の

この分ですが、５００万円以上を掲載を

してるということなんですけれども、１

回目の質問の中でも言っておりますよう

に、例えば市民図書館などは委託料でも、

かなりの細かい金額でも載せておられま

す。他の課の、下水道に関係する問題で

あるとか、そういうところも載せておら

れます。

　なぜ、これを言うかと言いますと、学

校教育に関わる予算の中で、生涯学習も

ありますけれども、やはり５００万円以

下というのでも、かなり金額が大きいと

思うんです。

　ちなみにお聞きしますが、これに載せ

てない部分で５００万円に近い、そうい

うものの契約というのは、どれくらいあっ

たんでしょうか、１８年度。それについ

て、１回目の質問でも改善を求めたいと、

そういうふうにも要望しておりますので、

その辺の考え方についても、それでいい

と思っておられるのかもわかりませんけ

れども、これだけやっぱり契約の問題で

今回の味生小学校の部分では指名競争入

札ということですよね。やっぱり小規模

工事登録制度という制度がようやく始ま

りまして、ほんとに金額が少なくても、

やっぱり市内のそういう学校とかの補修

であるとか、そういうのでも中小零細業
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者の方でも仕事ができていけるというこ

とで喜んでおられる。まだまだ少ないと

お聞きしてますけれども、そういう点で

も、やはりもっと改善していける部分に

もつながっていくんじゃないかなと思い

ますし、随意契約とかが、かなり、まだ

まだ多いと思うんですけれども、その辺

のところも、やはりもう少し、直接契約

検査課に見に行けば全部わかりますよと

おっしゃったんですが、やはり全体のバ

ランスとして、１回目でも言っておりま

すように、改善をする必要がないのか。

　私は、改善を求めてるんですけれども、

どうですか。もっと、もう少し詳しい報

告をこの中に載せて頂きたいなと思うん

です。ご答弁、お願いいたします。

　真砂土の件はわかったんですけれども、

一応、開放委員会の担当をしておられる

というのは、運営委員会の中でお金の担

当をしておられるのは、大体教頭とかが

多いんかなと思うんですけれども、そう

いう中で、真砂土なんかについてもこの

１４万円の補助の中で支出をしてもらう

というようなことになっていると思うん

ですけれども、でも何かちょっと、よく

そこまで開放委員会がその予算の中でせ

なあかんのかなと、やっぱり思うんです

ね。

　各学校に支給している、真砂土なんか

の、この部分でも言うたら、それこそ不

用額が出てますよね。不用額、出てまし

たよね、これ、不用額というか。予算の

部分でいくと出てたと思うんですね。

　そういう点で言うと、一本に、どっち

か絞ってもいいんじゃないかなと思うん

ですけども、あくまでも開放委員会の方

では、もっとほかのところでその予算を

使っていくということにしてはどうかな

と。一本化でいくべきじゃないかなと思

うんですけれども、同じ、やはり教育の

中の予算で出てる部分ですのでね。どう

でしょうか。

　子どもの安全安心都市宣言は行ったと

いうことで、もちろんやってきたことと

か、そういうのは十分わかってるわけな

んですけれども、やはり財源の裏づけで

あるとか、やはり今、セーフティパトロー

ル隊とか、いろんなところで多くのボラ

ンティアの皆さんの協力も得てやってい

るわけですけれども、市教育委員会とし

て学校、校長なんかが通学路なんかにたっ

て見守るということをやっておられるの

がありますけれども、教育委員会として、

そういうことで、やはり交通安全対策で

はどんなんかとか。立つとか、そういう

努力をされたのかなと思うんです。

　実際に、一緒に安全パトロールで回っ

てみるとか、そういうことがあったのか

どうか、それだけ確認したいと思います。

努力したのかということを確認したいと

思います。

　生涯学習と文化振興計画の件について

は、見守っていきたいと思いますけれど

も、やはりハード整備がなかなか難しい

ということもおっしゃっておられました

が、今年も生涯学習フェスタという取り

組みが多くのボランティアの皆さんの協

力なども得て、ほんとになかなかすてき

なロウソクファンタジーとかありまして、

頑張っておられるわけですけれども、そ

ういう市民の人のたくさんの努力によっ

て今は進められているけれども、やはり

きちんと財源を裏づけていく。

　やっぱり、ハード面でも生涯学習課と

して、生涯学習部として生涯学習センター

についても、こういうところにやっぱり

造りたいと。それは、事務事業評価で出

てきてるんですよね。

　文化振興計画の策定事業についても、

今年、１８年文化ホールでシンポジウム
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を開催しようとしていたけれども、これ

はしてないですよね。見送りになってい

るわけで、また文化財保存の継承事業に

つきましても、統合後の三宅、または味

舌小学校を改装して２教室分とか、４教

室分を整備して公開展示を行うという事

業内容で持っておりましたけれども先送

りであるとか、結局、先送りや見送りと

いうことが多いと思うんですけれども、

生涯学習部として、本気でこれ、文化の

薫り高い摂津の町をつくるということを

条例で宣言しているわけですけれども、

この際、来年度に向けて本気で、どのよ

うな方向で、この謳われた理念を実現し

ていこうとされているのかお聞きしたい

と思います。

　それから、第一中学校のボイラーの保

守点検ですけど、これはいまだにボイラー

で空調をやっているということなんです

けれども、先ほども言いましたように、

この地域は南千里丘の地域です。今、摂

津市がエコ環境を謳いましたまちづくり

を行うとしているわけですけれども、こ

こに隣接をする第一中学校であります。

　そういう中で、かなり老朽化もしてい

るということで、安全面からも、それか

ら環境面からも、これについてはやはり

改善をしていく必要があるんではないか

なと思いまして言いました。検討をして

いくとおっしゃいましたので見守ってい

きたいと思いますけれども、各教室への

エアコンの設置、そういうことも謳って

こられたという中で、エアコンの設置に

ついてもこの評価では見送りになってい

ると思うんですね。

　小・中学校の普通教室に５か年計画で

エアコンの整備を進めます。安全安心な

どの緊急性の高い事業を優先する方針と

しており、緊急性が低いため先送りとす

ると、こういうふうに書かれております

けれども、緊急性が低いとは決して思え

ないんですね。

　この温暖化ということで、今年もたく

さん、学校の運動会であるとか、クラブ

活動であるとか、そういうところで熱中

症になる子どもさんが、たくさんおられ

ました。

　そういう中で、学校教室でもほんとに

熱中症になるんではないかなと思うぐら

い、やはり暑くなっているというのは、

よくわかっておられると思います。

　そういう中で、子どもたちの環境もよ

くしていきたいと、統廃合のときにもそ

ういうふうにおっしゃっておられました。

何回もお聞きいたしました。そういう中

で先送りをするという、こういうことで

ありますし、この辺については５か年計

画でエアコンの整備を進める。

　もう１９年も終わりになりかけてるわ

けですけれども、教育委員会として本気

で、このエアコンなんかの設置について、

やる気があるのか確認をしたいと思いま

す。

　それから、千里丘地域の図書施設の部

分につきましては、今後、図書施設が必

ずできるであろうと、そういうふうに地

域の人たちの要望にもこたえて、やはり

それは造るべきであると思いますけれど

も、先ほど言いました公民館と市民図書

館とをＬＡＮで結ぶという問題と、ハン

ディスキャナでやるという問題と、ちょっ

と違ってくるんですよね。

　千里丘の公民館での手続きがブックス

テーションでも４１６冊、そういう中で

４００冊を超えていると、市民図書館の

貸し出しについても、そういう中で公民

館におられる職員の方の善意によって、

これはやって頂いていると思うんですけ

れども、ハンディスキャナを導入すると

いうことは、その手間が省ける。手書き
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で書いたりとか、そういうことが１つだ

と思っております。どっちかどっちじゃ

なくて。

　で、ＬＡＮでつなぐべきやと思います。

予約をして、今やったら家のパソコンで

予約をして、そしてリクエストをしてお

けば公民館でも受け取れるみたいな、そ

ういう体制がやはり必要であると思いま

す。ずっと言い続けておりますけれども、

これは来年へ向けて、ほんとにやろうと

しておられるのか。今、高田さんおっしゃ

いましたけども、千里丘公民館で返却し

た人が、たまたま正雀に行って、図書館

で借りようと思ったら借りれないなんて、

何かちょっとおかしいと思うんですよね。

何とかそういうことはクリアにして頂い

て、この辺のことについてはどう考えて

おられますんでしょうか、生涯学習部長、

お答え頂きたいと思います。

　それから、学校とのＬＡＮの問題でも、

これは学校の図書室の連携というのもで

きると思うんで、これにつきましても先

送りになっていたと思いますが、校内Ｌ

ＡＮの整備自体の緊急性は高くないと。

「セキュリティの確保や教職員の研修な

ど課題も多く、公平に全小学校で実施で

きるようにするべきと考え、先送りとす

る」と。

　「統廃合の準備と同時に整備するとの

ことであるが」というふうにコメントが

ついておりますが、こういうことについ

てもどこにいてもつながっていけるとい

う、そういうことが必要だと思いますけ

れども、その辺のところはどう考えてお

られるのか、羽原さんの方からでもお答

えを頂きたいと思います。

　先ほど、聞き忘れたんですが、学童保

育の件につきましては、年々増えている

ということで、別府小の学童保育室を改

修されました。

　そういう中で、やはり働き続けるお母

さんたちが増えてくる中で、ぜひ学童保

育室の充実を求めていきたいなと思いま

す。

　職員の方の身分ですけれども、これに

ついてもやっぱり安定した雇用の仕方と

いうか、そういうことについてもやはり

協議をして頂きたいなと、要望しておき

たいと思います。

　それとあわせて、地域子ども教室です。

実態、先ほど、川端委員もおっしゃいま

したけれども、１７年から１８年にかけ

て、１８年では全学校で行うようになり

ました。大体、１教室当たり５３人とい

う状況だと思います。

　ただ、鳥飼東小学校で平成１７年で２

７回の１，０７０人だったんです。大体、

４０人平均。これが、１８年の報告書で

は、２５回で回数は減っているのに１，

９１４人という、すごい増え方をしてる

んですけれども、８４４人も増えてるわ

けですが、これは報告、聞いておられま

すか、どういう実態やったか、お聞きし

たいと思います。

　それと、地域子ども教室、放課後の子

どもたちをやっぱり安全に見ていきたい

ということですけれども、やはり１７年

と１８年を比べたら、全学校でやったの

で人数は増えておりますけれども、実際

には人数が５６０人減っていると。１７

年と同じ学校でやったとすれば、１７年

の学校でやってた分と１８年との学校の

比較してみますと、その１７年でやった

学校と比較すると５６０人減ってるとい

うこと、全体としてね。

　やっぱり、だんだん人数が減ってくる

という問題もあると思うんですね、最初

のときよりもね。それと指導者の問題と

いうことがあると思いますけれども、ほ

んとに親が働いていなくても地域で子ど
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もたちを安全に見守っていくということ

で、私は子ども教室についても努力をし

ていくということは大事だと思いますけ

れども、ボランティア頼みでは、なかな

か難しいと思います。本当にシルバーの

方も疲れるとおっしゃっておられました。

　やはり、１回行ったけれども、ほんと

にヘトヘトになって帰ってくるというよ

うにおっしゃっておられましたけれども、

やはりこの辺については充実を含めて、

していくということと、学童保育室とも

連携をとっていくということも大事だと

思います。

　それとあわせて、やはり地域に子ども

たちがゆったり遊べるような環境がない

というのが摂津の、やはり状況だと思い

ます。

　学校にしか、なかなかそういう安全な

ところがないというのがあるんだと思い

ます。やはり、地域に今、第一児童セン

ターしかありませんけれども、安威川以

南のそういう施設の整備であるとか、そ

ういう方向にもやはりいかないと、地域

での環境整備を行っていくということは

大切だと思いますので、この辺について

は要望をしておきたいと思います。

　学力定着度調査などから、不登校など

の問題から見ても、やはり少人数学級に

ついて、先ほどの答弁では効果の検証を

していると。大阪府が１、２年生を３５

人にしてきたからと、摂津市としてどう

するのかというのを聞いてるんですよね。

　摂津は、もう３５人学級の方向、少人

数学級の方向にいこうと、そういうこと

については全く考えていないということ

なんですか。

　少人数授業で、十分効果が発揮できて

いるということで、いまだに少人数学級

に足を踏み込もうとしない、そういうこ

となんでしょうか。

　統廃合のときでも、十分、少人数学級

をしても対応できるというふうにおっしゃっ

ておられます。教室の対応、できるとおっ

しゃいました。そうであるなら、今、こ

れだけやはり個に応じた教育とかいうこ

とを言っておられる中で、もちろん少人

数学級になっても少人数授業は必要だと

思いますよ。だけど、やっぱり１クラス

の人数をもっと減らして、子どもたちに

目が行き届く、補助員をつけなければク

ラスがざわついて授業に成り立たないと

いうような、こういうのがあちこちで今、

摂津市内の学校でも出てきてると思うん

ですね。

　親たちは、フリー参観をしたりとかし

て、やはり親の協力も得て落ちついた学

校を取り戻していくということの努力も

されていると思います。

　だから、大阪府は検証してるけど、摂

津は何をするんですかと聞いてるんです

よね。全然答えて頂いておりません。ど

う考えておられますか。

　不登校の問題ですけれども、これは生

活の大変さというのが反映してくるとも

思いますし、様々な要因があると思いま

すけれども、早期発見・早期対処してい

きたいと、そういうことをおっしゃって

おられましたし、ケース会議をしながら

ということなんですけれども、ほんとに

私はこの点では先生たちが、ほんとに大

変だなと思っております。

　でも、やっぱり子ども、先ほど紹介し

ました「ホームレス中学生」の本なんか

を読んだときも、学校の先生から子ども

が生きる力を持っていくというのが、す

ごくあるんですよね。ですから、ほんと

に学校に来ることで元気を取り戻せたで

あるとか、生活がきちんとできたとか、

そういうことが大事だと思いますので、

いろんな状況はあると思いますけれども、
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さらにこれは努力をして頂きたいなと思

います。

　これも府の１０分の１０の補助ですけ

れども、そうでないところでも十分、こ

れはやっぱり支援員を配置するとか、補

助金が出なくても、そういうところにも

やっぱり予算を使う、使っていくという

ことが大切だと思いますので、要望して

おきたいと思います。

　耐震化率ですけれども、今後の計画に

ついては正式な資料を頂けますか。計画

を持っておられるんであれば。

　前に学校施設の耐震補強計画というの

で、それから状況が変わりましたけれど

も、きちんとした資料があれば、この計

画書があれば頂きたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。

　学校現場での状況ですけれども、教育

校務員としての自覚を持っていってもら

うということで対応していくということ

なんですけれども、今後いろんな問題が

出てくると思います。専門的に弁護士な

んかの相談も要るということですけれど

も、今、答弁の中では学校のスクールカ

ウンセラーにも先生たちが相談をしてい

ると。それぐらい、やっぱり実態として

は、ほんとに不眠症であるとか、始まり

がですね。大変なんではないかなとも思

います。ぜひ、この辺についてはメンタ

ルヘルスの、やはり改善をさせるために

も相談を幅広く持って頂くということで、

様々な問題行動を教師が起こすことのな

いように、その辺については指導をして

頂きたいなと思いますし、体制もやはり

つくって頂きたいなと思います。

　ジュニアハートプログラムの中で、やっ

たことはいいんです。効果はどうやった

とか、そういうことを聞いておりますの

で、その辺のことをご答弁頂きたいと思

います。

○柴田委員長　先に、教育長と生涯部長

の基本的な考え方ということでありまし

たけど、これはご答弁頂いて、最後にそ

ういう考え方を示してもらうということ

にしましょうか。

それから、１つ、耐震化率の資料が出せ

るかということ、あればということがあ

りましたけど、これなんかも含めて答弁

の中に入れてください。それでは、馬場

教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、校務

員の定年に伴う配置をどうするかという

ことなんですが、校務員の配置につきま

しては、先ほど答弁しましたように第３

次行革の中で中学校におきましては２人

配置になっていたのを各小・中学校１人

配置にするという形の行革計画がござい

まして、それにつきましては、その行革

計画に沿って変更いたしておりますので、

基本的には今後、定年を迎えますが、再

任用制度も含めて、そういった形で進ん

でいきたいと考えております。

　それから、事務報告書の記載内容につ

いてでございますが、実はこの件につき

ましてはご存じのように教育三法の改正

がされておりまして、来年４月以降、教

育三法、特に私ども総務課に関係する分

につきましては教育行政の管理運営に関

する法律が改正されまして、教育委員会

において事務事業の点検報告をしなけれ

ばならないということが新たに法律で定

められております。

　従いまして、そのことの内容の中で、

今後どういった報告書を作るかというこ

とを検討してまいらなければならないと

考えておりますので、どういった記載内

容にするのがいいのか、検討を加えてい

きたいと考えております。

　それから、子どもの安全について、じゃ

あ職員は何をしてるんだということでご
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ざいますが、私どもは日々、子どもの安

全について、やはりどういった形をして

いくのがいいのか、それぞれの中で各所

管において、いろんな施策の検討なりを

示めさせて頂いております。

　また、具体的に日々の業務の中で公用

車で市内に出張する際に安全のテープを

回しながら、また私どもは啓発の腕章も

作成いたしまして、そういった腕章をつ

けながら、日々の業務の中でそういった

子ども安全について啓発を進めていると

いうことでご理解をお願いしたいと思い

ます。

　それから、ボイラーに関しまして、エ

アコンの設置についてでございますが、

基本的に事務事業評価についておっしゃっ

て頂いておりますように、担当課といた

しましては、事務事業評価を受けるに際

しまして、学力向上を実施するために各

学校にエアコンを整備したいという形の

評価を受けまして、その中でこの一次評

価の中におきましては、学習環境の改善

は次代を担う子どもたちへの投資として

必要性は認められると。

　しかし、市の事業全体の中では、安全

安心な緊急性の高い事業を優先する方針

としているため先送りとするという、一

次評価が出たということでございますの

で、私どもとしては評価頂いているとい

うことでございます。

　それから、耐震の今後の計画について

はどうかということですが、基本的に国

の方に私ども、平成１８年度から耐震第

３次５か年計画なるものをつくりまして、

報告を上げております。しかし、それに

つきましては財源的な裏づけができてお

りませんので、現在の財政事情の中で、

その計画どおりに進めるのがなかなか難

しいというような状況でございますので、

今後どうするかということにつきまして

は、また財政課と協議をしながら財源の

確保をする中で、１つ１つ進めていきた

いと、そういうように考えております。

○柴田委員長　北野学務課参事。

○北野学務課参事　それでは、幼稚園の

保育料に関して督促によって、実際に改

善されているかどうかというお問いにお

答えさせて頂きます。

　実際、我々としましては、文書なり電

話なり戸別訪問なり、保護者とお会いで

きた場合は実際お話を伺い、それぞれの

家庭状況を伺い、１か月分だけでも保育

料を納めて頂けませんかというようなお

話ができる場合は、納めて頂いておるよ

うな状況でございますが、ただ、なかな

か保護者とお話ができない、こういうケー

スも多々ございます。

　例えば、私どもが電話をかけさせて頂

いても、市役所からの電話やということ

で、ナンバーディスプレイに出るわけで、

そうなると出ていただけないと。

　戸別訪問に伺っても、中にいらっしゃ

るのがわかっていたもお返事がないとか、

そういう方々については、我々、批判も

あるかもわかりませんが、例えば幼稚園

から電話をさせて頂くとか、あるいはバ

スの、先ほど申し上げたように降園時間

にあわせて、待ち伏せかという批判もあ

るんですが、お会いすると、そんな工夫

を凝らしながら徴収に努めている次第で

ございます。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、児童

支援プログラムの成果といいますか、効

果はどうかということのご質問にお答え

します。

　これにつきましては、３つの狙いで事

業に取り組んでおるところでございます。

　１つは、子どもたちが抱く統合への不

安感を和らげ、保護者の安心感を高める
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ことで新しい学校づくりを進めるという

こと。

　２つ目といたしまして、子どもたちや

保護者の統合への期待感を高めるという

こと。

　３つ目に、保護者の理解を深めること

で家庭・地域・学校の連携を円滑にして

いくということでございます。

　特に、１８年度に行いました事業では、

三宅小学校、柳田小学校の３年生、４年

生に対して、１０月に野外活動センター、

２月には柳田小学校で、先ほど申しまし

たように、ジュニアハートプログラムと

申しますレクリエーション的な要素を取

り入れた人間関係のトレーニング、簡単

なゲームをしてグループ内で力を合わせ

ないと達成が不可能な種目等を子どもた

ちと楽しくやることによって、子どもた

ちの感想ということで言いますと、先ほ

ど申しました統合への期待感が高まる声

を頂いているという評価でもって、さら

に平成１９年度、先ほど申しましたよう

に他の学年にも広げる中で取り組みを進

めていっているというところでございま

す。

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　それでは、文化

振興計画、あるいは生涯学習推進計画に

ついてご答弁申し上げます。

　ご承知のように、生涯学習は市民１人

１人が自己の充実や生活の向上のために

自発的にご自身の意思で活動をして頂く

ということ。また、行政としては、それ

を支え、支援していくという務めがござ

います。

　財政に少し改善の兆しが見えたとはい

え、依然として厳しい状況に変わりはご

ざいません。知恵を絞って、ソフト面の

充実に努めてまいったところです。今後

もそうした知恵を絞り、職員、「やる気、

元気、本気」で頑張っていきたいと考え

ております。

　健康に留意しながらという言葉をつけ

させて頂きながら、頑張っていきたいと

思っています。よろしくお願いします。

○柴田委員長　小林参事。

○小林生涯学習スポーツ課参事　学校開

放事業のまさ土等の件でございますけれ

ども、学校開放事業につきましては、先

ほどもご答弁させて頂いたんですけれど

も、あくまでも学校施設、学校教育に支

障がない範囲で社会教育活動を行ってい

るものでございます。

　そういった意味からも、学校教育活動

で使用する経費とは別に、こういった学

校開放に係る経費につきましては、学校

開放運営委員会の中で委託料としてお願

いするのが適当であろうかと考えており

ます。

　先ほども申しましたけれども、使用日

の翌日には当然、学校活動が再開される

わけでありまして、その中で子どもたち

が通常の教育活動が受けられるような支

障のない状態に戻すための経費、またメ

ンテナンスをしていくための経費という

ことからも必要であると考えております。

　ただ、執行の内容につきましては、開

放運営委員会等とも協議しながら内容を

検討していきたいと考えております。

○柴田委員長　池上青少年課長。　

○池上青少年課長　それでは、学童の保

育料の未納分について、お答えさせて頂

きます。

　やはり、未納、滞納されている方につ

きましては、その都度、督促状を郵便で

お送りしてるんですけれども、郵便でお

送りするだけでは、なかなか応じていた

だけないというのが現状であります。と

いうことで、まずお会いして話をさせて

頂くというのを基本に、まず電話で連絡
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して、約束を取りつけて訪問させて頂く。

　また、電話で連絡がつかない場合には、

先ほどもお答えさせて頂きましたように、

夜間訪問をさせて頂いて、お会いして残

りのことについて相談をさせて頂くとい

うことで取り組んでおります。

　また、お会いした中で、分納とか、そ

ういった話もさせて頂いて、早期にお支

払いをして頂けるよう取り組んでおると

ころでございます。

　成果としてどうなのかということです

が、１８年度で先ほど７２万２，２５０

円ということで、４５世帯４５人分の滞

納がございましたが、今現在、２５世帯

２７件ということで、徴収、担当が訪問

等で徴収している結果が出てきておりま

すし、ただ、今後も分納して頂けるよう

に鋭意努力していきたいというふうに考

えております。

　それと、学童保育、わくわく広場の件

でございますが、委員もご指摘のござい

ましたように、それぞれの制度を踏まえ

て充実に向けて、今後いろんな問題もあ

りますけれども、取り組んでいきたいと

いうふうに考えております。

　それと、鳥飼東小学校の人数が増えた

ということですが、１７年度につきまし

ては土曜日に開催しておりまして、１８

年度が水曜日、平日開催ということで、

この部分でやはり学校から直接参加でき

るということで、毎回参加人数が増えた

というふうに考えております。

○柴田委員長　奥野教育研究所指導主事。

○奥野教育研究所指導主事　図書館と学

校をつなぐＬＡＮにかかわりまして、小

学校のＬＡＮの予算要求について見送り

になったということについて質問を頂き

ましたので、その点についてお答えいた

します。

　小・中学校、全１７校でコンピューター

室及び職員室、校長室、保健室、事務室、

図書室については、校内ＬＡＮを整備し

ておりまして、ファイルの共有、インター

ネットを閲覧すること等ができるように

なっております。

　今回、その要求した内容は、普通教室

にＬＡＮを整備して、日常の教育活動で

もＩＣＴを活用した授業をするというこ

とを要求したところでございますが、そ

れについては見送りになったということ

でございます。

　また、市民図書館と学校を結ぶＬＡＮ

につきましては、蔵書管理、貸し出しの

システムが違うため、現状では共有でき

ないということになっております。

○柴田委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　社会教育総務費の

時間外勤務手当の問題から一般職員の有

休の問題、あるいは管理職の代休取得の

問題など、職員のメンタルヘルスの面か

らどうかというふうなご質問でございま

すが、一般職員につきましては、それぞ

れ団体ごとに担当事務を決めておりまし

て、ですからこの行事が終われば適宜有

給休暇は頂いておるところでございます。

　管理職につきましても、所管によりま

しては代休を取っている職場、また適宜

有休も取っている職場もございます。

　ただ、春・秋の行事が重なるシーズン

につきましては、管理職に休みがなかな

かとれない部分もございます。

　従いまして、そういう職場につきまし

てはシーズン外の仕事の合間に適宜休み

をとるように努めているところでござい

ます。

　それから、千里丘公民館と図書館の本

の貸し出しに際しまして、ハンディスキャ

ナの問題等についてのご質問でございま

す。

　１８年度につきましては、千里丘公民
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館で本の貸し出しが４０５冊ございまし

た。この倍ぐらいの冊数になれば、やは

り手作業に限界が生じるものというふう

に考えておりまして、ハンディスキャナ、

またはオンライン端末機を設置して貸し

出しすることを検討していかなければな

らないと考えているところでございます。

○柴田委員長　和島教育長。

○和島教育長　それでは、私の方から大

きく２点についてご答弁を申し上げたい

と思います。

　１点目が多額の不用額の問題でありま

すけれども、ご承知のように本市の今、

予算編成をしますときには、先ほどもご

ざいましたけれども事務事業評価、それ

がまず行われまして、それを参考にしな

がら次年度の予算編成をしてまいります。

そういう中で予算計上をしていきますの

は、やはり私どもでは、そのときの教育

課題、それを解決するための新規事業も

ございますし、そういうものについて予

算計上をしていくということでございま

す。

　そういう中で、先ほど不用額の問題が

出ましたけれども、例えば工事差金が出

てきた場合、じゃあそれをほかのところ

へ回せるかということになれば、私ども

では、それは禁止しています。

　それは、やはり当初にその年、その時

代の教育課題については当初予算に計上

していくんだという基本的な考え方を持っ

ておりますので、そういう形で進めてい

るところでございます。

　ただ、そういう中で財源の確保という

点から言えば、これまでも何度かござい

ましたけれども、国の補助金制度の中で

年度末になって補正制度などが出てきた

場合などは、それに活用して、トイレ改

修とか耐震とか、そういうものが前倒し

で申請して、補助採択受けて、その中で

財源確保に努める努力をしているという

ことがございます。

　それと、府の補助制度、１０分の１０

をよく受けますけれども、この中には、

今、大きな問題になってます、午前中か

ら、ずっと議論になっております不登校

の問題とかがございます。府の方でそう

いう補助制度がございましたけれども、

その補助制度は２年なりして切れます。

　その後で、やはり必要な課題について

は、そのモデル事業、補助事業が非常に

効果があるものであれば市単費でも継続

して、取り入れていくべきだという基本

的な考え方を持っています。

　現在、学校・家庭連携支援モデル事業

などは市単費事業として継続して２つの

小学校で人を配置して効果を上げている

ということでございます。

　今、私どもで考えてますのは、先ほど

の議論の中にもありましたけれども、中

学校の方で不登校支援協力員制度、これ

も１８年度、新規ですけれども、これも

いつまでも府の制度ではなってこないで

しょうから、不登校問題はやはり今、摂

津市の教育にとって非常に大きな問題で

すから、そこについては最初に言いまし

た予算要求の中で予算の確保をして、そ

の制度を市単費としても続けていきたい

と考えております。

　同じように、先ほどから学力定着度調

査の問題が出ておりましたけれども、そ

ういう中での私どもでは、今、１つの小

学校で「自学自習育成サポート事業」。

子どもたちが週２回ぐらい、宿題広場と

いって、家へ帰ってなかなか宿題もでき

ていない子、その子たちが学校に残って、

指導員がそこで宿題の指導をするとか、

そういう制度も私は効果があると思って

います。これについても、やはり市単費

でも、これは予算要求していかなければ
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ならない事業だと思ってます。　

　このように、今の時代、摂津の教育が

抱えている課題がございますので、それ

については決して放置するではなくて、

予算要求して、その中で予算確保をして

事業を進めていきたいと思っています。

　それと、統合のときのエアコン設置の

話が出ておりましたけれども、次年度に

向けて私どもが今考えておりますのは、

まだ予算化にはなっておりませんけれど

も、あの時の説明の中でもしております

が、午前中の、これも議論になりました

図書、読書の問題があります。やはり学

校図書館、図書室をもっと有効活用して

いかないといけないだろうということで、

午前中にも少しご説明しましたけれども、

全小・中学校に図書指導員を配置すると

か、あるいは１年生では、「小一プロブ

レム」の問題がございます。幼稚園、保

育所から、小学校１年生に入ってきたと

きに、いろんな課題が子どもたちにあり

ますので、その子たちのための学習指導

員を配置するとか、そういう事業につい

てもやっていきたいと思っております。

　それと、先ほど来、出ておりますエア

コンの問題については、適正配置計画の

報告書の中に書かれていたということで

ございますけれども、教育委員会として

も今の日本の温暖化の中で、やはり学習

環境を整えていくということは非常に重

要なことだと思ってます。

　ただ、財源の問題がございますから、

どこまでそれが可能になるのかというこ

とですけども、予算要求はしていくべき

だろうと考えております。

　ただ、思っていますのは、ただ暑いか

らエアコンを入れるんじゃなくて、午前

中の説明にもありましたけど夏休み学校

へ行こうプランとか、子どもたちが家で

宿題もしない、何もせずボーっとしてい

るとか、そういう子どもたちが夏休みの

例えば１週間、学校へ来て、誰かがそこ

にいて、図書室も開いてる。そういう夏

の活動をやるためには、やはりそういう

環境整備も片方では必要だろうと、そう

いう目的があって、そういうエアコンと

か、学習環境の整備をしていくというこ

とだろうなと考えております。

　ただ単に暑くなってきたから入れよう

ということでは、なかなか私としてはい

かないと思います。教育委員会としては、

やはりその方向で努力はしていきたいと

思っているところでもございます。

　それと、２点目の教職員が非常に多忙

だということでございましたが、これは

本当に私も見ておりまして、先生方は大

変だなと思ってます。

　そういう中で、学校でやられているの

は、組織の見直しによる、１つは校務の

スリム化ということをされています。組

織の見直しの中でもう１つ出てくるのは、

よく聞きますのは会議の見直しです。い

ろんな会議が、長いことありますけれど

も、校長先生なんかのお話を聞いてると、

やはり会議時間が非常に長いので、それ

を効率化していくという努力もされてお

られます。

　それと、あと一中校区で事務の共同実

施の研究をしてます、一中校区、一中、

味舌小、味舌東小ですか、その３校の事

務員さんが集まって事務の広域実施とい

う、それはこれまで１つの学校ごとに事

務をやってますけど、それを共同実施す

ることによって事務の効率化を図ってい

く。それが回っていけば教職員も、今、

報告書をつくったり、いろいろ事務作業

がありますけれども、事務の職員の人の

手を借りてやれるということで、そうい

う効率化も、軽減が図れるんじゃないか

ということとか、今、やはりおっしゃっ
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ているように、教職員が教えるという以

外のところで非常に多忙な部分がありま

す。教育委員会でも、やはり報告書の提

出をお願いしますけども、それもやはり

見直すべきは見直すことも必要ではない

かと思っております。

　それは府に対しても、やはり見直すべ

きだろうということの要望もしてますけ

れども、そういうことで私はやっぱり先

生方のそういう教えるということ以外の

業務、そこをやはり軽減するのが課題だ

ろうなと思います。そして、その時間を

子どもたちに向き合って頂く、子どもた

ちと一緒に遊んでもらうとか、あるいは

授業の、明日の授業の準備とか授業研究

に充てていくとか、そういうことが非常

に大事になってくるだろうなということ

で、本当に大きな、なかなか進まないん

ですけれども、課題としてはしっかり受

けとめて、やっていかなければならない

と思っております。

　そういう中で１つ抜けておりました。

少人数学級の問題ですけれども、これに

つきましては先ほど担当参事の方も話し

ておりましたけれども、このことについ

ては、大阪府の方で、先ほども説明して

おりますが１年生２年生が３５人学級に

なっているということです。

　少人数学級にしていけば、結局、人の

問題になってくるわけです。それを摂津

市単費で、今少人数学級をもつぐらいの

力が、財源があるかというと、それは非

常に難しい状況です。ですから、これは

摂津市だけではなくて府内の多くの教育

委員会も抱えている問題と思いますけれ

ども、その重要性は認識しておりますか

ら、都市教育長協議会を通じて、府ある

いは国の要望の中で対象年齢を１年生か

ら、もっと拡大してほしいというような

努力をしているところでございます。今、

私どもではそういう中で少人数指導加配

が出てまいりますから、そういう加配の

教職員を活用して、個に応じたきめ細や

かな指導研究に取り組んでいるところで

ございまして、それも大事なことだと思っ

ています。

　それと、やはり学級を開設するとなれ

ば、今言いましたように人の問題が出て

まいりますので、非常に財源的には難し

いということで、決してそれが必要ない

ということではなくて、国に対しても府

に対しても要望をしているという状況で

ございます。

○柴田委員長　川口委員。

○川口委員　　教育長の方から総括的に

ありましたけども、１８年というのは大

変な思いをして小学校の統廃合のことを

教育委員会もやってこられた。地元の住

民の人たちも、ほんとに何とかやめてほ

しいという、そういう声の中でやってき

たわけです。そういう中で、なぜ統廃合

をするのかという、それを子どもたちの

環境を、教育環境をよくするということ

が一番の大きな柱やったと思います。

　そういう中で、多額の経費も要ったわ

けでありまして、統廃合をする効果につ

いてもずっとおっしゃっておられました。

だからこそ、これ１８年の決算の中で次

へ向けて、本気で、不登校の問題である

とか、少人数学級であるとか、大阪府や

国待ちではなくて、摂津市としてほんと

にやる気があるのか。

　それから、耐震の補強計画についても、

先ほど馬場さんが耐震化の計画について

も前回こういうのを頂いてるんですよね。

財源の裏づけがないと出せないと、そう

いうふうにおっしゃいましたけれども、

当然、次はどこをせなあかんかというの

はわかってると思うんですね。そういう

のだけでも、年度まではいいですけれど
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も、順番にやっていかなければならない

のは、そちらが把握しておられると思う

んですよね、もちろん。

　いろんな、前にも資料を頂きましたけ

れども、統廃合ということが出てきて、

今、それにお金を投入をしてると。しか

し、やはりこれは急がなければならない

問題ですから、教育委員会としてこうい

うのが出せませんかと言ってるんですけ

ど、財源の裏づけがないと出せないんで

すか。そうじゃないでしょう、やってい

かなだめなんでしょう。子どもたちの過

ごしてる学校施設、体育館を含めて、そ

のことをお聞きしてるんで、出せますか、

お聞きしたいと思います。出してくださ

い。

　それから、設備の関係で、事務報告の

改善の問題ですけれども、なぜか教育三

法の改革で事務事業の報告が変わったと

いうふうにおっしゃいましたけれども、

そういうのの以前に他の、さっきから何

回も、２回も言わさんとってほしいんで

すけど、３回目なんです、これでね。

　他の報告については５００万円以下で

も載せておりますと。教育委員会は、随

意契約も多いと、そういうこともあると

思います。だけど、やはりもう少し載せ

ないと、載せてくださいということで、

できるかできひんかと聞いてるわけです。

それだけのことをなぜ教育三法まで出し

てこなければならないのか、よくわかり

ません。

　他の課、図書館なんかでは、もっと少

ない金額でも載せておられます。なぜ、

教育委員会の所管として、なぜそれがで

きないのか。できるのか、できないのか、

お答えください。

　あと、わかった分については、もう省

いてまいりますけれども、市民図書館と

公民館、あるいは学校をＬＡＮで結んで

いくというのを私もあんまり機械は強く

ないのでわかりませんけれども、そんな

に難しい問題なのか。

　子どもたち、市民図書館などに近いと

ころの学校は、やっぱり目に見て、触れ

て、選べたりもするわけですけれども、

そうでないところというのは、やはりい

ろいろ不便があるわけです。

　千里丘の地域でも、先ほど奥田生涯学

習部長が端末のそれができなければとい

うことなんですが、次の年度に向けて、

もうやる必要があるんではないかなと思

うんです。これは決して二重投資にはな

らないと思いますし、その辺のやる気か

があるのかなということで、奥田部長の

方にお聞きをしてるわけで、もう少しど

う考えておられるのか。要望をしている

のか、担当部として、そのことを確認し

たいと思います。

　あとは生涯学習や文化振興計画の問題

は、知恵に知恵を絞って、地域のボラン

ティアの皆さんの協力を得て、いろいろ

頑張っておられるということですけれど

も、やはり宣言をし、また文化振興条例

を策定したということで、やはり財源を

きちんと担保していくということも、要

求を担当課としてもやって頂きたいなと、

要望しておきたいと思います。

　エアコンの設置の関係とかで、教育長

に答弁頂いたんですけど、「暑くなった

らエアコンを入れるって、そんな単純な

考えではなしに」とおっしゃいました。

夏休み学校へ行こうプラン、図書室、そ

れ使えます、僅かでしたけど、ほとんど

水泳指導です。

　暑くなったら単純にエアコンを入れる

と、そういう問題でエアコン設置をして

ほしいということを言ってるんじゃない

でしょ。教育長の答弁、私、びっくりし

ましたけれども、なぜ普通教室にエアコ

－ 49 －



ン設置をと希望してるのか。余りにも今

の学校の現場とか状況をわからな過ぎる

んじゃないですか。ちょっとおかしいん

じゃないですか、今の答弁。夏休みだけ

エアコン入れるんですか。そうじゃない

でしょ。子どもたちの学校の状況、年々

暑くなってる温暖化の状況を見たときに、

普通教室にそしたらエアコン設置は普通

は必要なという判断をしてるわけですか。

夏休みの学校へ行く、そのためだけにエ

アコンがあったらええっていうふうに思っ

ておられるんですか。なぜ、保健室とか

そういうところにはエアコンがあるんで

すか。

　さっきも何回も言いましたように、熱

中症対策であるとか、ほんとに過去とは

違うような温暖化になってきてて、そう

いう中で学校の教室がどれぐらい暑くなっ

てるか、それは教育長も十分わかってお

られると思ったんですけれども、大変残

念な答弁やったんですが、統廃合のいろ

いろ説明をするときにも、やはり普通教

室にもエアコンをつけていきたいという

ようなこともおっしゃっておられました。

その辺の姿勢について確認をしてるわけ

なんですけれども、びっくりするような、

暑くなったらエアコン入れるという単純

なものではなくてと、そんな答弁はない

と思いますけれども。本気で普通教室に

もエアコンを入れなければならないと思っ

ていないというふうに、今のやったら判

断してしまうんですが、図書室にエアコ

ンがあればええというぐらいの判断しか

しておられないという、それは統廃合の

時も言っておられたように、子どもたち

の環境もよくしていきたいと、そういう

ふうに言ってきているにもかかわらず、

結局は本音が見えたという感じがしまし

たけれども。

　多額の経費を使ってまで統廃合をして、

それで子どもたちの教育環境をよくする

と、そういうことでおっしゃっておられ

ました。そうであるならば、やはりエア

コンの設置についてもどんどん踏み込ん

でいく。

　最初に言いましたように不用額、今回

出ておりました金額も大きいですけれど

も、毎回１億円ぐらい出ておりますよ。

今回が特別じゃないですよ。この間、ずっ

と見てますけれども、ずっとお聞きして

おりますけれども、そういう中で構成費

比率が１０％にもまだ達しない、こうい

う教育予算の中で一体どこに重点を置い

ていくのかというのが、やっぱり求めら

れていくと思います。

　子どもたちの教育環境や摂津の生涯学

習の施設、そういうのを充実していくと

いう、そういうことが求められているに

もかかわらず今の姿勢では、やっぱりだ

めだなと思います。教育長、何かご反論

があるなら答弁してください。

○柴田委員長　和島教育長。

○和島教育長　エアコンの問題でござい

ますけれども､先ほども言いましたよう

に、摂津の今置かれている教育、非常に

大きな課題があります。

　そして、ソフト面もあればハード面、

エアコンの問題もあれば耐震も、まだ三

十七、八％というような状況の中で、そ

して限られた財源の中で教育予算をどの

ように使っていくかということは、やは

り私は判断していかなければならない。

　ですから、何も普通教室にエアコンが

必要ないとは言っておりません。ただ、

やるからには、例えば高槻市が入れたの

は２学期制を導入して、そして夏の間も

授業をする、そういうことがあって予算

化していってるわけです。

　ですから、そういうことを言えば、言

葉足らずであったかもしれませんけれど
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も、教育委員会も普通教室にエアコンが

必要ないなんて、少しもも言ってるわけ

じゃないんです。ただ、それを入れたと

きに、より効果的な教育活動ができるよ

うにどうするんだということを私は考え

ていきたいと思ってます。

　ですから、教育委員会が普通教室にエ

アコンを入れる必要がないなんては決し

て申しておりませんけども、先ほども言

いましたけれども、たくさんの課題を抱

えている。そういう中で限られた予算、

そういう中でどういうふうに、入れたか

らには、それ相応のやはり効果を上げて

いきたいということを私も考えておりま

すので、その辺、誤解のないようにお願

いしたいと思います。

○柴田委員長　羽原教育総務部長。　

○羽原教育総務部長　まず１点、事務報

告書の件でございます。先ほど申し上げ

ましたように、事務報告書そのものは決

算の資料という位置づけで作成もいたし

ておるわけです。

先ほどお話を申し上げましたように、法

改正に伴いまして教育委員会の行います

事務事業について、一定の検証をし、議

会に報告をするというように法律が変わっ

ておりますので、その延長で考えますと

事務報告書につきましても、やはり新た

に見直しをさせて頂く必要があるのでは

ないかと、現段階ではそういうふうに考

えております。

　もちろん具体的になりましたら、また

議会とも調整をさせて頂くことになろう

かと思います。その中で今、お話のござ

いましたような、どういう資料をそこに

盛り込むかということも一度、検討をさ

せて頂く必要があるのかなというふうに

思っております。

　それと、耐震の問題ですが、私どもの

方では一応、来年度からですと耐震に必

要な学校は１０校ございます。市の全体

の施策として１０校を１０年間でやると、

年次的にこうやるという計画が完全に固

まりましたら、それは固まった計画とし

て、こういう順番で考えておりますとい

うことのお示しも可能かと思いますが、

我々が予算の裏づけもないまま教育委員

会としての評価をし、やるんであればこ

ういう順番かなということで考えておる

段階ですので、まだ固まったものではご

ざいませんので、その辺については、ま

た毎年の予算要求の中で最終決定をして

まいりますから、その都度計画としてご

報告をしたいというふうに思っておりま

す。

○柴田委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　市民図書館と千里

丘公民館の問題で、次の年度に向けてや

る必要があるというようにお考えになっ

て、担当部としてどのように考えている

のかというようなご質問でございますが、

貸し出し件数が現在４０５冊でございま

す。

　現在の状況では、今の貸し出し方法で

よいというふうに考えているところでご

ざいます。ただ、市民利用の拡大という

ことを考えれば、オンライン端末機を設

置して貸し出しできるようにすることは

必要というふうに考えておりまして、常

日ごろから、そのような形でいろんな対

応をさせて頂いているところでございま

す。

○柴田委員長　暫時、休憩します。

（午後２時５８分　休憩）

（午後３時３０分　再開）

○柴田委員長　休憩前に引き続いて、再

開します。次、質問、森内委員。

○森内委員　それでは、重複するところ

もあるかもわかりませんけれど、質問さ

せて頂きます。
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　まず、決算書の６９ページにあります

歳入ですけども、摂津音楽祭の審査料等

ということでありますけども、これ、２

０２万９，０００円、８０組の方が申し

込まれたということで、現実には８１名

ということですけれども、この中で摂津

市民の方が何組、何名おられるのか、こ

れを教えて頂きたいと思います。

　それと、同じページに美術展の審査料

ということで、これ、審査委員の報酬と

いうか、美術展の出品料になるんでしょ

うか、この点で後にも歳出のところにも

あるかもしれませんけれども、美術展の

審査員の各部門があるんですけれども、

どういう方がどういうところについてお

られて、その審査員の選定基準というも

のをちょっと教えて頂けたらなと思いま

す。

　あと、歳出の方、まず２０７ページ、

子どもの安全巡視員賃金ということで、

先ほどからもいろいろと質問されており

ますけれども、この安全対策というのは

いろいろとやって頂いておるんですけど

も、特に校区の自治会がボランティアで

自治会の子ども見守り隊をやって頂いて

るんですけれども、それとの関連という

か、どういうふうなところで使い分けい

うたらおかしいですけど、分野、どうい

うふうになっているのかお聞かせ頂けた

らなと思います。

　それと、交通専従員の業務委託料なん

ですが、これ概要の１２７ページ、事務

報告書でも２８９ページに１１か所で１

７名の方が専従して頂いておるわけです

けども、これはシルバーに委託と聞いて

おりますけれども、専従員さんに対する

安全対策というか、それと子どもたちを

安全に誘導する指導マニュアル、こうい

うふうな形でやってくださいとかいうよ

うな講習等をされておられるのか、おら

れないのか、その辺のところもお聞かせ

頂けたらなと思います。

　それと、教育研究所費の中で教育指導

嘱託員報酬ということでありますけれど

も、教育研究所というのは、ちょっと施

設としては離れておりますし、また教育

委員会と別の考えというような、また１

つの指導的な立場にある施設だというよ

うに認識をしてるんですけども、この中

で先ほどからも問題になっておりますけ

れども不登校児童・生徒に対する指導も

されておると聞いておるんですけど、こ

の内容を。

　それと、不登校の児童・生徒が小学校

では１８年度で２５名、中学校で９０名

ということで、中学生が非常に多いとい

うことで、これはいろいろな対応を考え

て頂いておるんですけども、これには不

登校になる要因、例えば学校のクラスメ

イトの中でいじめが原因であったり、そ

れとやっぱり教師にも、いろいろな言葉

の問題とかで、あの先生がおられるから

学校へ行きたくないんだとか。

それから、家庭的な事情もあると思うん

ですね。やっぱり、家の中の家庭不和と

いったらおかしいでしょうけども、やは

り家庭の中で学校へ行かなくていいとか、

学校へ、逆に行けということで、かえっ

て登校拒否になってるというような、い

ろいろなケースがあると思いますんで、

登校拒否の期間、長い子どももおられる

でしょうし、それから卒業するまでとい

うのもないとは思うんですけども、そう

いうケースもなきにしもあらずですので、

そういうふうなケースの対応策ですね。

　学校だけの指導もあるし、教育研究所

等に出向いてきて、そこでいろいろなカ

ウンセリングを含めて授業もするという

ようなこともされておると思いますけれ

ども、その辺のところもお聞かせ頂けた
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らなと思います。

　それと、教育研究所というのは、先ほ

どもありましたけれども、やはり教職員

の先生方の指導という１つの大きな役割

も担っておられると思います。また教育

全般の摂津の教育レベルというものも把

握もされておると思うんですけども、そ

の辺のところ、教育研究所のスタッフが、

どういう方がおられて、どういう部門で、

どういうふうな形で活動しておられるの

か、この際、お聞かせ頂けたらなと思い

ます。

　その中にはさわやかフレンドの事業と

か、いろいろな形で実施しておられると

思いますけれども、我々のわからない活

動を一生懸命して頂いているということ

で、この際、お聞かせ頂けたらなと思い

ます。

次に、２１１ページの委託料ということ

で、英語指導助手事務委託料ということ

ですけれども、外国の先生を招いて指導

をされておるということも聞いておりま

す。これの人選等は、どういうふうな形

でされておられるのかお聞かせ頂きたい

なと思います。

　それと、先ほどからも今年の３月に学

力定着度調査委託料ということで分析報

告書を頂いておりますけれども、これに

至るまでにいろいろな、委託に至るまで

の調査をされて、例えばどういう形で調

査をしようと、調査内容についていろい

ろあると思うんですけども、摂津の学力

がどれぐらいのレベルにあるのか。

　例えば、大阪府下で学力テストもされ

ておられると思うんですけども、ＰＴＡ、

それから一番、保護者が摂津の教育レベ

ルって、どれくらいあるのか知りたいと。

例えば、どこどこの小学校、どこどこの

中学校がどのレベルにあるのかというこ

とは、今まで全然我々もわからないわけ

ですから、その辺のところで、どこどこ

の学校がこんなんとかいうことは言えな

いと思いますけれども、摂津の教育レベ

ルが大阪府下でどれくらいかと。

　今年、四十数年ぶりに全国的な学力テ

ストということで、また全国レベルの位

置というか、ある程度のレベルがわかる

と思いますけれども、そういう面ではや

はり大阪府下で摂津の教育レベルって、

これぐらいですよというところも一度示

されてはどうかなと思いますので、その

辺のところもお願いしたいなと。

　それから、２１７ページに備品購入費

というところで、小学校の器具費等があ

りますけれども、これは中学校の器具費

等も同じなんですけれども、例えば小学

校のジャングルジム、それから鉄棒等の

安全対策。それと、跳び箱、マットとか

運動具の安全点検というのはどういうふ

うにされておられるのか。

　例えば、マットが古くなって、穴があ

いて、足を引っかけてひっくり返ったと

いうようなこともあるように聞いており

ますけれども、その辺のところ、備品の

更新をどういうふうな形で点検されてお

られるのかお聞かせ頂けたらなと思いま

す。

　それと、一番、マスコミ等でも取り上

げられておりますけれども、２１９ペー

ジの準要保護児童に対する給食費、就学

援助事業に関わるんですけれども、小学

校で１，８７９名、中学校で６７３名の

方が就学援助を受けられておるというこ

とですけれども、これは全国的に見て非

常に高い数字だと思うんですね。それか

ら、府下においても非常に高いというこ

とで、生活保護基準との関わりですね。

　例えば、生活保護基準プラスアルファ

で一応算定はされておると思うんですけ

ども、これが例えば生活保護基準にすれ
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ば、どれくらいの人数になるのか。余り

変わらないということも聞いておるんで

すけども、その辺のところもお聞かせ頂

けたらなと思います。

　それと、先ほど歳入のところでも言い

ましたけれども、２３３ページの音楽祭

の運営委託料ということなんですが、５

２４万２，０７２円ということで費用対

効果と申しましょうか。４３５名の方が、

延べ人数で鑑賞に来られておるんですけ

れども、１０月１１日、１４日、予選が

ありました。この予選は、ほとんどの方

が摂津の市民は来られてないというよう

なことを聞いております。　関係者の方

の身内とかが来られて、それと本選になっ

てきますと、ある程度の方は来られるん

ですけども、延べ人数が４３５名。片や

今日もプレス発表ということで、きのう

ロビーコンサートもやられておられます

けれども、これ１８年度の実績で３８０

名という方がロビーコンサート、これは

回数も多いですけども、費用対効果から

考えると摂津市民に対する音楽の定着度

というか、効用から思うと、この音楽祭

の運営委託というのは非常に大きな額だ

と思うんですけれども、この辺のところ

で例えば今までに摂津出身の方が、こう

いう形で音楽会の中でこの世界の中で立

派に育っておられて、摂津の名前を上げ

て頂いたという実績があればお聞かせ頂

けたらなと思います。

　それから、図書館の管理費ということ

で、２４１ページ、総合維持管理委託料

ということですけども、図書館、非常に

地域的にやっぱり、この地域、先ほども

千里丘地域に図書館をというような形が

あらわれておりました。それの一番の典

型といいましょうか、ブックステーショ

ンの利用ですね。

　別府公民館では１０８件、千里丘公民

館が４１６件、鳥飼東公民館が７５件と

いうようなことでございますので、やは

り地域的な格差もあろうかと思いますけ

れども、例えばブックステーションの存

在すら知らないという方が、かなりおら

れると思います。どういうふうなシステ

ムになって、どういうふうな形で利用で

きますよというアピールをどういうふう

にされておられるのかお聞かせ頂けたら

なと思います。

　それと、２４５ページの体育施設費と

いうことで、温水プールの管理委託とい

うことでございますけれども、指定管理

者制度ということで、この温水プールに

限ってはＮＰＯ法人に委託ということで、

摂津市の水泳連盟が委託を受けておられ

るわけなんですけれども、施設の安全管

理も含めて、安全対策マニュアルという

ものは、どういうふうになっておるのか

ということですね。

　やっぱり全部任せっきりではなしに、

温水プール、塩素を使って施設の老朽化

というか、腐食等いろいろありますんで、

その辺のところ、子どもとか水泳に来ら

れる方の教室の水難の安全対策はもとよ

り、やはり施設の安全というものも考え

ていかなければならないと思いますので、

その辺のところもお聞かせを頂けたらな

と思います。

　それから、全般的になるんですけれど

も、人間基礎教育ということで市長が提

唱されて、やはり道徳教育と、教育の中

の道徳教育という面から言うと、これは

全般的に難しいと思うんですけれども、

例えば今、児童・生徒の言葉遣い、これ

に対する教育というのは、若者言葉とい

いますか、若者用語ですか、我々に理解

できないような、例えば気持ちが悪いこ

とを「きしょい」とか、いろいろそうい

うふうなところ、いろいろ本来、基本的
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な言語を小・中学校できちんと教えなけ

ればならないと思うんですけども、そう

いうふうな教育のあり方は、どうかなと

思います。

　それと、わからないんですけど、我々

現場におらないんですけど、主任制度で

すね。主任制というのが今までありまし

たけれども、これはやっぱり先生方の業

務管理、先ほどからも先生方、ほんとに

忙しい中で一生懸命教育に携わっておら

れるということで、主任制度がどういう

ふうに生きておるのか。人的管理という

とおかしいですけど、やはりそういうふ

うな１つのグループの中の主任としての

立場をどういうようにされておられるの

かというのをお聞かせ頂けたらなと思い

ます。

　それと、教育研究所の方の話になるん

ですけども、先生の、先ほども問題になっ

ておりますけれども、指導力不足の先生

は、この摂津におられるのかと聞きたい。

これは失礼な話ですけれども、指導主事

の先生方、職員の方ですけれども、現場

から来て頂いておりますんで、指導力不

足とは言わないけれども、やはり以前で

したら中学校で学級崩壊というか、子ど

もたちが騒いで授業にならなかったとい

うような、その先生に限って、その授業

に限って授業にならないというのは、こ

れはやっぱり指導力不足というべきでしょ

うか。そういう先生がおられるのか、お

られないのか。

　非常に言いにくいでしょうけれども、

やはり問題がある先生はかなりおられる

ということも聞いておりますんで、そう

いう先生方に対する教育研究所なり、そ

れらまた教育委員会として、どういうふ

うな対処をされておられるのか。

　それから、研修のあり方ですね。例え

ば、春休み、夏休み、冬休みということ

で、その間にいろいろな研究会、会議は

ほかにもたくさんあるでしょうけれども、

その休みを利用しての、やはり先生同士

の切磋琢磨というか、摂津の教育レベル

を上げるためにはどういうふうにしてい

こうかというような、そういう検証も考

えて頂けたらなと思いますので、その辺

のところも含めてご答弁を頂けたらと思

います。

○柴田委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、私の

方から子どもの安全巡視員のことについ

てご答弁申し上げます。

　子どもの安全巡視員は、青色パトロー

ルカーの巡回活動をして頂いております。

この安全巡視員を設けた目的なんですけ

れども、子どもの通学の安全と市民に子

どもの見守りと安全安心のまちづくりに

対する啓発を目的として、文書集配にあ

わせて市内の巡回活動をして頂いており

ます。

　巡回活動の場所とか内容ですけれども、

市内全域を対象としまして、文書集配に

あわせまして通学路や小・中学校の施設

周辺を曜日や時間を指定しまして巡回し

ております。

　巡回の方法ですけれども、青色回転灯

を搭載した文書集配車に安全巡視員、３

名委嘱しておりますが、そのうち毎日２

名の方が２日ごとに交代ですね。２日乗っ

て１日休んでまた２日乗って頂くと、そ

ういう形で３名の方が２人ペアになりま

して乗車して頂きまして、午前１０時か

ら午後５時の範囲で市内を巡回してもら

うと。

　そのうち、概ね午前１０時から午後２

時までの間は、先ほど言いました文書集

配にあわせてやりますので、月・水・金

につきましては小・中学校を中心に回っ

ております。
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　また、火・木につきましては図書館や

公民館などの公共施設を中心に回ってお

ります。

　大体、文書集配が２時台で終わります

ので、それが終わりましたら引き続きま

して２時台から５時まで大体３時間弱で

ございますが、下校時の通学路の安全を

確保するために中学校区単位で、通学路

とその周辺を巡回してもらうということ

で、摂津市の場合、ちょうど第一中学校

から第五中学校まで５つありますので、

曜日を月曜日から月・火・水・木・金と

いうことで、それぞれ一中、二中、三中

という順に決めまして、それぞれの中学

校区単位で２時から５時の間回ってもらっ

ていると、そういった形で青色パトロー

ルカーによりまして、子どもの安全を見

守る、そういう啓発についてのテープを

流しながら同時に見守り活動もして頂い

ていると、そういった形に従事して頂い

ているのが子どもの安全を中心というこ

とでございます。

　子どもの見守り隊については、また別

途担当の方から答弁してまいりたいと思

います。

　それから、遊具の安全点検でございま

す。２１７ページの部分でございますが、

備品購入に際してですが、一応、まず鉄

棒とかそういった屋外遊具につきまして

は２年に１回、遊具の専門業者に点検を

して頂きまして、緊急に修繕が必要な場

合はすぐさま行いますし、定期的にする

場合がよければ翌年に回して修繕すると、

そういった形で屋外遊具については２年

に１度の点検、そして修繕と、そういう

形でやっておりまして、１８年度は修繕

の年でございまして、実は１９年度、今

年度に一応点検しまして、またその必要

な分を来年度予算要求をしながら修繕し

ていくと、そのようなことをやっており

ます。

　それと、跳び箱、マット等の教材につ

いては、これは日々の教育活動の中で必

要に応じて学校の方から連絡を頂きまし

て、使用に耐えない場合は購入したり、

そういった形で個々に対応をさせて頂い

ております。私の方からは、以上２点で

ございます。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課に関わることについてご答弁させ

て頂きます。

　まず、不登校のそれぞれの原因と申し

ますか、どういう形で不登校になってい

るかということを含めてご説明をさせて

頂きます。

　平成１８年度は、中学生は９０名の不

登校の生徒を抱えておりますが、この調

査は７つぐらいの内容に分析をしており

ます。

　１つは学校生活上の影響、友達との関

係や教師との人間関係等、学校生活上の

影響から登校ができないという生徒でご

ざいます。これが９０名のうち５名でご

ざいます。

　委員ご指摘の、これがいじめとか教師

によるということで、明確にこの中にそ

ういう数値としては、平成１８年度は把

握をしておりません。

　２つ目の内訳によります遊び非行によ

る不登校生徒でございます。遊ぶための

非行グループに入ったりして登校しない、

できないという原因でございます。これ

が９名でございます。

　続きまして無気力。無気力で何となく

登校しない。登校しないことへの罪悪感

がないという数値が２５名でございます。

　続きまして、不安等の情緒的混乱、登

校の意思があるけれども体調の不調等で

登校ができないというようなケースが１
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２名でございます。

　さらに、学校に行く意義を認めず、自

分の好きな方向を選んで登校しない、意

図的な拒否というふうに学校が判断して

いる場合ですけれども、これが４名でご

ざいます。

　続きまして、複合、いろんな要素があ

るので、学校の方でこの内訳に分類しが

たいというのが３２名でございます。

　その他も３名ということで、このトー

タルが９０名という数字になってござい

ます。

　このそれぞれの対応ですが、午前中に

もちょっと申しましたが、不登校を一く

くりに考えますと対応を誤りますので、

例えば不安などの情緒的混乱のタイプと

いう場合については、教育研究所、また

大阪府の方も中学校にカウンセラー等を

派遣しておりますので、カウンセラー等

の専門的な機関に相談することによって

対応をするというふうに考えております。

　また、この場合は、あとで研究所の方

からありますが、適応指導教室、今は教

育支援センターと申しておりますパルの

方に行くというようなこととして情緒的

混乱の場合には、そういうことが有効で

あるというふうに考えております。

　続きまして、無気力と言われるタイプ

のことにつきましては、これは現在では

やっぱり積極的な登校刺激をしていくと。

先生が迎えに行ったり、友達が誘いに行

くなどして積極的な対応を求めていくケー

スが解決につながる場合が多い。すべて

ではございませんけれども、そういうふ

うに考えております。

　そして、この場合は保護者の協力のも

とで子どもの自立を支援するということ

が大事ということで、保護者との話し合

い、家庭との役割や家庭との協力という

関係を持っていくケースとして考えてお

ります。

　さらに、遊び、非行というような形で

考えているタイプについては、人間関係

が大事ということで、人間関係の幅を広

げるというような取り組み、また学校で

活躍できる場所を設定する等の、これも

一般的に言われたような形ですので、そ

れぞれのケースケースに応じた形で一く

くりに不登校という形で考えないという

ことで対応をしておるところでございま

す。

　その際に家庭教育相談員、中学校に派

遣しております不登校支援協力員等が有

効に機能し、学校の方のチーム対応、ケー

ス会議等の中でどういう手だてがいいの

かという相談のもとで、一応、タイプ的

な分け方をしましたが、そのような形と

して分析をしながら不登校には対応をし

ておるということでご理解をお願いした

いと思います。

　続きまして、英語指導助手の業務の件

でございます。これにつきましては、小

学校、中学校とも英語指導助手業務の仕

様書を作成し、業者の方に示すことによっ

て入札という形をとり、業者選定をして

おるところでございます。

　次に、市の学力定着度調査の件でござ

います。これにつきましては、市の学力

度調査は、平成１６年度から調査目的を

３つ。

１つは児童・生徒一人ひとりの取り組む

べき課題を明確にして主体的に学ぶ意欲

を向上させること。

　２つ目に、各学校が基礎・基本の定着

状況を把握することで指導体制及び指導

計画の改善を図るとともに、各教員の指

導の改善に生かすことで学習指導を充実

させること。

　３つ目に、本市の教育委員会として確

かな学力を向上させるための施策充実を
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目指し、調査の結果をもとに、より一層

行きたくてたまらない学校、学びのある

教室づくりのための方策を探ることとい

う、この３つの目的で実施をしておりま

す。

　１６年から中間報告会をそれぞれ８月

に行い、そして摂津市の教育改革フォー

ラム等で最終報告、分析結果について各

学校、また場合によっては市民の皆様に

もその内容をご提示した年度もございま

す。

　平成１８年度も同じように中間報告会

をもち、３月に最終報告書を作成し、こ

の内容につきましては議員の皆様にも資

料として提示をさせて頂いたところでご

ざいます。

　そして、その学力レベルというような

ご質問でございますが、摂津市の学力定

着度調査は資料の中にもありますが、直

接的に他市と数値による比較をすること

は避けて、その比較が狙いでなく、先ほ

ど申しました本市の課題、実態の把握が

重要と考えて取り組んできておるところ

でございます。

　平成１８年度の市の学力定着度調査の

結果を見ますと、小学校６年生の国語・

算数は全国平均を下回るものの、いわゆ

る有意差といいますか、有意差というの

は通常５ポイントぐらいあれば有意差と

いうふうに判断をするんですけれども、

有意差は小学校６年生の国語・算数につ

いては見られないということでございま

す。

　中学校３年生については、教科によっ

ては全国平均を上回るものがございます

が、国語につきましては５ポイント以上

の差があり、やはり課題のある教科とい

う認識を持っておるところでございます。

　続きまして、人間基礎教育の中の、特

に言葉遣い等の指導ということでのご質

問がございました。この問題は、小学校、

中学校ともいわゆる教科学習での国語、

また道徳の時間。道徳は通常、これは道

徳の時間としての設定もございますが、

学校教育におきます道徳といいますのは、

学校教育全体で取り組むという意味を含

めて、この言葉遣いの問題については指

導の重要な内容となっております。

　例えば、指導要領上の道徳で言います

と、これは小学校では目標がございまし

て、各学年とも他の人とのかかわりの中

で気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作な

どを心がけて明るく接するというような

目標を掲げながら指導を行うような形に

なっておりますが、実際そうしたら各小

学校、各学年のクラスの子どもたちが、

すべてそれが指導として効果ということ

になると、やはり保護者の方なり、地域

の方がどうかというふうに思われるとこ

ろは、またその声も聞かせてもらいなが

ら、各学校がほんとにその子どもたち、

児童・生徒も含めてですが、言葉遣いの

問題をその場に合った形で使えるという

ことが非常に大事でございますので重要

なこととして考えておるところでござい

ます。

○柴田委員長　前馬学校教育課参事。

○前馬学校教育課参事　それでは、主任

制に関わってのご答弁を申し上げます。

　学年主任、あるいは教務主任等、主任

は存在しますが、学校の様々な課題にお

きまして組織的な対応が必要な、そんな

時代がやってきております。

　校務分掌もございますが、そのリーダー

的なそれぞれの分掌のリーダー的な存在

として主任が位置づいておると、そのよ

うにとらえております。

　さらに今後、組織的な対応を求められ

ておりますし、現在、今年度より府内の

小・中学校におきましても新たな職とし
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て首席、あるいは指導教諭が順次配置さ

れているところでございます。

　今後、首席、あるいは指導教諭が主任

をさらに取りまとめる存在として、学校

がより機能的に運営されていくように組

織整備が現在進められているところでご

ざいます。

　続きまして、指導力等の不足教員の件

でございますが、摂津にいてるのかとい

うご質問でございましたが、端的に申し

上げますと存在すると申し上げたいと思っ

ております。

　ただし、指導力不足教員、その時期、

あるいはその教育の課題等に応じて指導

力が発揮できない、そのような状況が発

生してくるのではないかと思っておりま

す。と申しますのも、様々な教育課題の

中で学校体制がうまくとれない場合、あ

るいは児童がさらに問題を生んで教員が

対応できなくなってしまってお手上げの

状態になってしまう。様々な要素が、こ

の指導力等の不足教員には絡んでまいり

ます。

　従いまして、その時その時の状況に応

じて指導主事等を派遣しながら、子ども

たちのために早くその指導力を回復し、

どのように対応していけばよいのか、校

長も交えて指導主事と相談体制をとりな

がら指導力の回復に努めていくと。先ほ

ども申し上げたような研修等も含めまし

て、何とか児童のために、あるいは生徒

のためになるような指導力の回復・向上

をねらっている、そのように考えており

ます。

　なお、研修のあり方ということでご指

摘がありましたけれど、もちろん長期の

休業期間中等の研修もございますが、現

在、大量に初任者新規採用の教職員が増

えております。今後、新規採用の教職員

が指導力不足の教職員にならないように、

特に１年目の研修、「鉄は熱い内に打て」

と申しますが、１年目に研修を充実して、

長い年月、一定の指導力を保って子ども

たちのために教育に資することができる

ようにと考えて研修を現在行っておりま

す。

○柴田委員長　北野学務課参事。

○北野学務課参事　それでは、私の方か

ら４点目の交通専従員の件と１０点目の

就学援助制度についてお答え申し上げま

す。

　まず、交通専従員でございますが、現

在８小学校におきまして１１か所１７名

の専従員を配置いたしております。ご質

問の交通専従員自身の安全対策でござい

ますが、衣服としまして螢光塗料、緑色

のジャンパー、腕章、それと黄色い大き

な旗、これを配付させて頂いております。

　研修等でございますが、毎年小学校で、

これは摂津警察署と交通対策課が所管し

ております交通安全教室、これに専従員

の皆さんに参加頂き、講習を受けて頂い

ているということでございます。

　続きまして、就学援助の件でございま

す。現在、就学援助の認定基準といたし

まして、私どもは生保基準の１．３倍と

いうことで現状、ずっと行ってまいって

きたところでございます。

　先ほども申し上げましたように、１７

年の三位一体改革以降、国庫補助金の一

般財源化を受けまして、近隣市において

見直しが進められているところでござい

ます。

　私どももそういう形で、これは１７年

の生保基準から拾いました情報でござい

ますが、生保基準オーバーの子どもの数

でございますが、小学校で３７０名、中

学校で１０６名となっております。

　認定基準が非常に緩いのではないかと

いう議論もございますが、我々といたし
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ましては先ほどの答弁でも申し上げたん

ですが、保護者に定着し、子育て支援的

な意味合いもあること。あと、学校経営

上も、非常にこの制度についてはかなり

役に立っているということも考えますと、

見直しについては慎重にならざるを得な

いというように考えております。

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　私どもの方にご

質問頂いてる件、ご答弁申し上げます。

　まず、音楽祭の出場者のうち、摂津市

の方は何名おられたかということでござ

いますが、本年は１名の方が出場されま

した。

　２点目の美術展の審査員の選定基準と

いうことでございますが、摂津市の美術

協会に審査員の推薦をお願いし、委嘱を

しております。ただ、工芸部門の先生に

ついては美術協会の方に先生の推薦を頂

いて、別の方、協会員以外の方を委嘱し

ております。

　それから、音楽祭委託料の費用対効果、

また効用というようなことでご質問を頂

いておるわけです。

　私どもの方は、この文化振興のために

はこういった本物といいますか、音楽を

学んできた方々のほんとに素晴らしい演

奏を聞いて頂くことが音楽文化の底上げ

になるというふうなことから今日まで来

ております。

　また、２２回になりますと、全国各地

からあの舞台を踏まれた方が延べ２，８

００人ぐらいになってくると思います。

１年に１３０人計算、多い時で百五、六

十人おられましたから、２，８００人の

方が全国におられるわけです。もちろん

大阪の方が多いわけでございますが、こ

の方々がやはり演奏活動をされたときに、

そのプロフィールの中に摂津市リトルカ

メリアコンクール第何賞受賞と明記して

頂くわけですね。

　私もこの前、門真の方のコンサートに

行ってきましたけど、やはりその中にも

きちんと載せて頂いております。

　また、あんまり遠いところまでは行け

ませんが、大阪市内でのプログラムを持っ

ておりますが、載せて頂いているという

こと。

　また、この地を踏んで、日本で最高の

コンクールである毎日音コンと言われて

いるところで金賞をとったというような

方々も事実おられるわけですし、摂津市

民の中にも音楽活動を続けておられる方

は実際におられるわけです。お名前を申

し上げることがどうかと思いますが、バ

リトンの方、鳥飼出身の方なんかもは奨

励賞もとられて、現実にそういう歌劇団

に所属し、演奏活動をされておられます。

　また、学校の教師の方に就職されて、

児童・生徒に音楽の楽しさを教えて頂い

ておりますし、また、男性の方、女性の

方も含めて摂津市内の合唱団の指導をさ

れたり、伴奏者として活動をして頂いて

おるというような効果は、これは目に見

えない効果が徐々に上がってくるんでは

ないかと考えております。

　また、私どもの方ではロビーコンサー

トのお話がありましたが、１７年からロ

ビーコンサート１回、１８年は２回、そ

して学校に出かけて生の演奏を子どもた

ちの目の前で演奏して頂く機会も私ども

の方でプロデュースさせて頂いて、ほん

とに手弁当、お昼は学校の給食を頂いて、

ほんとに足代程度で演奏をして頂いてい

るというようなことで、すぐにその効果

が出るということはなかなか難しゅうご

ざいますが、生の演奏を聞いて頂く機会

をどんどん増やしていきたいと、もちろ

ん公民館での音楽活動の取り組みも１つ

でございます。
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　そういった点で、直接的な、数字的に

効果がすぐに出るものということでは、

なかなか難しゅうございますが、ご理解

を頂きたいと思います。

○柴田委員長　小林参事。

○小林生涯学習スポーツ課参事　それで

は、生涯学習スポーツ課にかかわります

温水プールの管理、安全対策についてで

ございますけれども、温水プールは昭和

５７年４月に開所いたしまして、現在ま

で幼児から高齢者まで水に親しむ施設と

してご利用頂いておる施設でございます。

　温水プールという施設の特性上から、

毎日の使用の点検では水質検査であると

か水温、また室温、ろ過器やボイラー、

また排水口の点検を行っております。

　また、毎月の定期点検では、水質検査

や高圧受電設備、また各電気設備の点検

等も行いながら保健所等への届け出も行っ

ているところでございます。

　ただ、温水プールという施設の特性上、

日ごろからのメンテナンスと修繕箇所の

早期発見、そして補修が重要であると考

えております。また、毎年計画的な維持

補修もあわせて行っているところでござ

います。

　それともう一方の安全面なんですけれ

ども、水泳連盟がプールに常駐しておる

わけですけれども、専門の指導員が５名

勤務しておりまして、基本的に温水プー

ルに市民の方が入られているときは２名

の方が常時、監視員としてプールサイド

から見守る。また、１階の事務所、２階

の事務所からもガラス張りでございます

のでプールサイドが見渡せるようになっ

ておりまして、緊急事態にも備えている

ところでございます。

　また、摂津市水泳連盟といたしまして

も、１０月に多くの市民が来場される施

設ということから、特に市民に対する接

遇に関する研修を外部講師を招かれまし

て行われたところでございます。

　また、緊急蘇生法等の研修も行われて

いるところでございます。

○柴田委員長　池上青少年課長。　

○池上青少年課長　子ども安全見守り隊

活動につきましては、子どもたちが登下

校の時間帯に何らかのトラブルに巻き込

まれる事件が後を絶たないということか

ら、地域の子どもは地域で守ろうという

ことで１７年度から安全見守り隊活動が

始まったものであります。

　摂津市におきましては、ＰＴＡが推進

主体になりまして取り組んでいるところ

でございます。

　それぞれの校区によりまして、構成メ

ンバーや活動内容が少し異なってくるわ

けですけれども、各校区とも通学路を中

心に見守り活動をして頂いているところ

でございます。

　また、小学校で会議とか何か行事があ

りますよというときには、見守り中のワッ

ペンとかジャンパーとかを着用して子ど

もの安全を考え、それぞれ取り組んで頂

いているところでございます。

　見守り活動につきましては、今、申し

上げましたように父兄が中心となってい

る見守り活動と自治体が中心となって活

動されておられますセーフティパトロー

ル隊、また民生児童委員さんが中心となっ

て取り組まれている見守り支援活動等、

多くの団体、関係者、有志の方々に日々

ご尽力頂いておるところであります。

　見守り隊の大きな枠の中では、セーフ

ティパトロールとか、民生委員さんとか

が入っている部分もあるんですけれども、

なかなか活動そのものが常に連携をとれ

ているのかどうかという部分については、

学校によって違うところであろうと。そ

れぞれの団体における見守り活動がつな
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ぎ合わさることによりまして、より大き

な成果が生まれることと思いますので、

我々も今後、関係機関、関係各課ともい

ろいろ協議しながら連携して子どもたち

の安全確保のための取り組みに、また支

援をして頂きたいというふうに考えてお

ります。

○柴田委員長　奥野教育研究所指導主事。

○奥野教育研究所指導主事　教育研究所

にかかわります内容についてお答えいた

します。

　まず、教育研究所の職員の構成でござ

います。所長、指導主事が常勤の市の職

員であります。

　もう１名、府の籍の教諭の立場で常勤

の職員がおります。

　非常勤の嘱託員としまして、府の籍の

者が２名、市の籍の者が２名、もう１名、

臨床心理士という立場で非常勤の職員が

おります。

　また、庶務を務めます臨時職員が１名

おります。

　先ほど質問にありました教育指導嘱託

員報酬の中には、７名のスクールカウン

セラーが複数配置も含めて全小学校に配

置されております。近隣他市にも例を見

ない全小学校配置というのは大変手厚い

先進的な配置をして頂いているところで

す。

　府教委からの中学校５校へのスクール

カウンセラーの配置も含めまして、本市

においては全小・中学校にスクールカウ

ンセラーが配置されております。

　また、小・中の垣根を越えて、また府、

市の籍の違いを越えてともに研修会を実

施したり、常日ごろから連携をとってお

ります。

　続いて、主な業務内容でございますが、

摂津市における教育面の相談窓口として

家庭児童相談室と並ぶ相談施設として、

相談事業を実施しております。

　心理的な支援が必要なケース、特別な

心理療法が必要なケースについては、研

究所臨床心理士が対応しております。

　適応指導教室につきましては、先ほど

大路参事からもありましたように、主に

心因性の不登校に対してその教室を開設

して関わっているところでして、平成１

８年度は１３名の在籍があり、うち１０

名が中学３年生でした。２名ほどがアル

バイトという状況で進路を決定しました

が、そのほかの子どもたちは定時制であ

りますとか、通信制でありますとかいっ

た形で、ほぼ進学という形で進路保障が

できまして、今はそれぞれの新しい環境

で頑張ってくれているようです。

　また、さわやかフレンド派遣事業にお

きましては、スクールカウンセラーを目

指している、あるいは教職を目指してい

る志の高い優秀な学生さんが集まってく

れまして、その学生をこの適応指導教室

で日々活用しながら、教育指導嘱託員が

丁寧に指導して、人物や働きを確認した

上で家庭や学校へ派遣するようにしてお

ります。

　家庭への派遣と申しますのは、朝のお

迎えでありますとか、家から出られない

子どもたちの話し相手になるとかいった

ことで、社会へつながっていく、あるい

は登校へつなげていく、そのきっかけづ

くりとして先生でもない、保護者でもな

い、気軽に話せるお兄さんお姉さんとし

て、いい働きをしてくれています。実際、

二、三年間不登校状態であった小学生が

登校できるようになって、卒業式にも参

加できたという事例もありまして、この

事業も推進したいと考えております。

　ほかの主な事業としましては、午前中

にも質問頂きました進路選択支援事業及

びコンピューターなどを使った情報教育、
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それから調査研究につきましては、府下

の教育研究所と共同研究を実施しており

まして、いまはキャリア教育をテーマに

毎月集まって共同研究を実施しておりま

す。

　委員のご質問にありました教員の指導

でありますとか、教育レベルの把握につ

きましては、現状では研究所では取り組

んでいないという状況がございます。

○柴田委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　図書館

の管理費のことから、ブックステーショ

ンについてのご質問でございますが、ブッ

クステーションにつきましては公民館で

管理を行っておりまして、新鳥飼公民館

の図書室で購入した図書を各公民館のブッ

クステーションに配置するのと、あと地

域の方々から頂いた本を公民館のブック

ステーションとしての蔵書させて頂いて、

公民館に来られた方がロビーなどで気軽

に本を読んで頂いたり、あるいはまた貸

し出しも行っているものでございまして、

特にアピール等は行っておりません。

○柴田委員長　森内委員。

○森内委員　ご丁寧に答弁を頂きまして、

順次再度質問をさせて頂きますけれども、

摂津の音楽祭の費用対効果といいますと、

１８年度は摂津の方が１名ということで、

要望になると思うんですけれども、やっ

ぱり摂津の出身された方を、やっぱり摂

津の出場者が何とか音楽会の中に出てい

けるような場にしなければならないと思

うんです。

　ですから、システムを少し変えて、やっ

ぱり地元優先というとおかしいでしょう

けど、そういうふうなところもひとつ設

けて、やはりそういう場に摂津の音楽を

志す方が出る場所を例えば別枠でつくる

というようなことも必要かなと思うんで

す。今までからずっと言ってきたんです

けど、やはりそういうように審査される、

先生方にレベルが違うと言われればそれ

まででしょうけども、そういう場所をつ

くってレベルを上げていく、そういう門

戸を開くということが、この事業の大き

な目的だと思うんです。

　全国的なことも大事だと思いますけれ

ども、やはり費用対効果を考えたら摂津

の音楽レベルを上げるためには、そうい

うところで、ひとつ見直しというものが

必要かなと思いますので、その点につい

てどういうふうに思っておられるのか聞

かせて頂けたらなと思います。

　それと、市美展の審査員の件なんです

けど、工芸の部門だけが一般の方、一般

の先生、陶芸の先生なんですけど、この

方に委嘱されておると思うんですけども、

問題はこの美術協会の中であの先生が審

査員になっているということで。ある部

門ですよ、こういうことを聞いたんです

けども、先生とこのお弟子さんで、この

方、昨年もらわれたから、この方にしま

しょうと、そういうふうな審査があって

はいけないと思います。

　ですから、この審査員の選定に関して

は、かなり費用が要るとは思いますけど

も、やはりその中で美術のいろいろな部

分があると思いますけれども、例えば日

本画にせよ、洋画にせよ、それから彫塑

とかいろいろあると思うんですけども、

やはり違った立場の先生方の、本来は審

査が要るんじゃないかなと思うんですけ

れども、その辺のところについての見解

をお聞かせ頂けたらなと思います。

　それから、子ども安全巡視員の勤務と

いうことで、青パトということで３名の

方、２名の方が交代してやって頂いてい

るということなんですけど、これは非常

にありがたいことです。

　そこで、この青パトの運用方法という
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ことで、今、２団体のボランティアの方

が使ってパトロールにということで動い

てない時間をフルに移動して子どもの安

全のためにということなんですけども、

民間の方が使われて参加して頂くのはあ

りがたいんですけど、やっぱりそのマニュ

アルをきちんと作っていかなければなら

ないと思いますので、その辺について、

ある程度のマニュアルはできてるという

ことなんですけども、やはりそういうと

ころの統一性と。この団体は、これぐら

いでいいだろう、こちらの団体はこうい

うふうな形で利用して頂いているという

か、協力して頂いていると言った方がい

いでしょうけども、その辺のところをき

ちんとしたマニュアルを作らなければな

らないと思いますので、その点、お聞か

せ頂けたらなと思います。

　それと、子ども会、それから地元校区

の自治会さんが子どもの見守り隊という

ことで、いろいろご協力を頂いておるん

ですけども、これ校区によって格差があ

るんですね。この辺のところを大体の最

低限度のレベルというか、いろいろな事

情があると思いますけれども、あの校区

は一生懸命やってるけども、この校区は

全然ないというか、そういうことの格差

をどういうふうに是正していかれるのか、

その辺のところをお聞かせ頂けたらと思

います。

　それと、余計なことかもしれませんけ

れども、民生児童委員さんが協力もして

頂いてるんですけども、民生児童委員で

すから、それも協力せんならんと言うん

ですけど、本来の我々の仕事と違うでと

いうようなところも聞いておりますので、

民生委員さん、かなり多忙でありますん

で、その辺のところも鑑みて、いろいろ

な方法を今後とっていかなければならな

いと思うんですけど、その辺のところに

ついてお聞かせ頂けたらなと思います。

　それから、教育研究所のあり方ですけ

れども、いろいろとご説明頂いて、いろ

いろなことをやって頂いているというこ

と、もっとＰＲして頂いて、教育研究所

はこういうことで、もっと利用して頂い

て、摂津の教育のために頑張ってますよ

ということをもっとＰＲして頂けたらあ

りがたいなと思います。私も再認識をし

た点がたくさんありますので、今後大い

に活動に期待したいと思いますけども、

欲を言えば教育レベルをどういうふうに

上げていくかというところも、やはり教

育研究所ですから摂津の教育はどうなっ

ているんだと。

　子どもたちが将来、どういうふうな形

で進んでいくのか、一番、保護者が期待

しているのは教育レベルを上げてもらっ

て、こんなん言ったら何ですけれども、

やっぱり子どもがいい学校に行けるよう

にというような声も聞きますんで、やは

り進学指導も含めて教育レベルの向上の

ためにどういうふうにするかという研究

もひとつして頂けたらなと思いますので、

その点についてもお聞かせ頂けたらと思

います。

　それから、学力の定着度調査というこ

とで、平成１６年度から、ずっとやって

きて頂いておるんですけれども、この中

で課題がある教科ということで、ある程

度のところ、レベルまで達してない　と

ころも先ほどおっしゃいましたけれども、

これをどういうふうにするかということ、

活かし方ですね。

　ただ単に、今年の３月に出しましたよ

と。定着度、こんなんですよと、摂津は

こういうのですよと、これを活かして、

どういうふうな形でやるということが１

つの問題かと思います。

　この中で、調査で一番私も評価するの
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は、家庭内、例えば朝食を食べてるかと、

やっぱり家庭の教育問題ということにタッ

チして頂いてますんで、やはり親の教育

というのも大事なんです。子どもだけで

はなく家庭環境、親の教育もやっていか

ないと教育レベルというか、やっぱり教

育全体的なものがよくなっていかないと

いう点も含めて、これを調査して頂いた

んで、これを生かしていくという、ほん

とに生かしていくことが今後大切だと思

いますので、その点の活用方法、その辺

のところもお聞かせ頂けたらと思います。

　それと、英語の指導助手の業務委託と

いうことで、ＮＯＶＡはないと思います

けれども、ほかのいろいろなところ、入

札ということなんですけれども、これ、

入札で来ると、どういう方が来られるか

わからないんですね。

　例えば、聞いた話ですが、中学校で英

語の授業で、この先生、私の授業だけは、

これを英語で言うんですね。英語でしか

喋りませんよ、話をしませんよと。クエ

スチョン・アンサーは英語ということに

なってくると、ついていけない生徒がか

なりおるということを聞いたことがある

んです。今現状として、どういうふうな

形で、特に外国の専門の方がスピーチと

いうか、リーダーでなしに日常会話をす

るときの、そういうふうな授業になって

きますと、全部英語というような、やっ

ぱりある程度の日本語がわかる講師さん

が必要だと思いますので、その辺のとこ

ろの選定を、現場からどういうふうに聞

いておられるのか、その辺もお聞かせ頂

けたらなと思います。

　それと、備品購入ですけれども、安全

点検を２年に１回ということで、２年に

１回ということなんですけど、これは業

者に委託してきちんとするわけですけれ

ども、やっぱり日常の安全点検というも

の、これも必要だと思いますので、その

点のところもやって頂けたらなと思いま

す。

　備品購入のところで一番危惧するとこ

ろです。例えば、中学校なんかでは化学

の時間、化け学の時間なんかには毒劇物

を使うんですね。このときに例えばスチー

ルのロッカーに塩酸とか硝酸とかいうも

のを保管して腐食をしていると、そうい

うところの安全点検というものはどうい

うようにされておられるのか。

　それと、この備品がなくなると。ビー

カーとか試験管とかが、よくなくなると

いう話も聞いておりますので、その辺の

ところの保管管理という面についてもお

聞かせ頂けたらなと思います。

　それと、準要保護の児童に対しての給

食費なんですけれども、この給食費もほ

んとに今のレベルでいくと、これは一応

の、ほんとにありがたいことですから、

しかしマスコミで就学援助の率が高いと

ころは教育レベルがはっきりするという

ようなことを言っておられますんで、こ

れも非常に、何ちゅうことを言うんやと

いう、事実そうらしいです。その辺のと

ころも、どういうふうに認識されておら

れるのか、一遍お聞きしたいなと思いま

す。

　それと給食費の、各１２小学校あるん

ですけれども、これの納入方法ですね。

自動振替とかありますけど、これは不納

の分、振替不能とか、それから持ってこ

られない方の対応をどないしておられる

のか、この辺のところもちょっとお聞か

せ頂けたらなと思います。

　何か校長先生が立て替えたというよう

な話も聞いておりますけども、そういう

ようなところも現状についてお聞かせ頂

けたらなと思います。

　それと、摂津音楽祭のところなんです
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けども、先ほども言いましたけども、今

回２２回目ということで延べ２，８００

名の方が、今までその登竜門を通り抜け

られたということですけども、やはり費

用対効果から考えると、やはりもっと何

か方法がないのかなと思いますので、そ

の辺のところも先ほどとあわせて、一遍

検討をして頂けたらなと思いますので、

今後の対応をどうされるのかお聞かせ頂

けたらなと思います。

　図書館のところは、ブックステーショ

ンということで、今後、使いやすい図書

館機能ということをブックステーション、

大いに利用して頂けるようなＰＲをして

頂けたらなと思います。

　それと１つだけ、鳥飼の図書センター

のこの利用は非常にあるんですけれども、

新鳥飼公民館の中に図書室があるんです。

この図書室というのは、公民館の開館時

間に合わせて月曜日が休みなんです。そ

ういうところも、難しいでしょうけれど

も、それから開館時間がまちまちなんで

す。平日は１時から５時とか、それから

土曜・日曜は９時から５時とかいうよう

な、そういうところのやっぱり整合性を

どういうふうに考えておられるのか、ちょっ

とお聞かせ頂けたらなと思います。

　次に、体育施設ということで、温水プー

ルの管理委託ということで、水泳連盟さ

んにも非常に申しわけないんですけども、

利用されてる方が監視員さんがどこどこ

の水泳部の学生さんがやってるとかいう

ようなんで、ちょっと不安を持っておら

れますんで、安全マニュアルというもの

をきちんとお示しして頂けたらなと思い

ます。

　これ、一般の方が年間２万８，８８０

人という、かなりの方が利用されており

ますので、やっぱり安全対策というもの

をきちんと生涯学習の方でやっていかな

ければならないと思いますので、その点、

よろしくお願いしておきます。

　それから、不登校の教育研究所の中で

も言いましたけども、ほんとにこの不登

校の児童・生徒というのは、先ほど中学

校の例を言って頂いたんですけども、小

学校になると、また違ったパターンで不

登校という、これは家庭内の事情が大き

な、それとやはり友達関係ですね。ナイー

ブな小学生というのは、やっぱり友達の

一言によって、もう、あの子がおるから

学校に行けないとかいうようなところが

あろうと聞いておりますんで、その辺の

ところ、やっぱり中学校と小学校の不登

校のパターンを考えて指導をして頂くと。

　先ほども教育研究所内で、いろいろな

指導をして頂いて、社会へ巣立っていく、

また進学していくということで、そうい

う方をできるだけ増やして、やはりこの

不登校で悩む子どもをできるだけ少なく

するという方向をして頂きたいなと思い

ます。これは、お願いしておきます。

　それから、人間基礎教育の中で道徳教

育、ほんとに大事だと思います。この道

徳教育というのは、人の、相手の身になっ

てということで、いじめとかの解消にも

ひとつつながってくると思いますんで、

これはやっぱり力を入れてやってもらわ

ないといけないと思います。

　それから、言葉遣いの問題、これがや

はり今の子どもが、我々も含めてなんで

すけども、社会へ出たときに大きなギャッ

プになっているということを聞いており

ますんで、やはりこの言葉の問題という

のは、この言葉遣いというところをもう

少し、どういうふうな形で教育していく

かということ。

　それと、教育レベル。これ、言いにく

いでしょうけども、大阪府下で摂津の教

育レベルって、どんなもんでしょうか。
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先ほどの学力の定着度の調査から言うと、

大阪府下全国的にもそこまで達しないと

いうこと、それが課題なんでしょうけど

も、やっぱりこの摂津の教育レベルをど

ういうふうに上げていくかというのは大

きな課題なんで、その辺のところも今後

の課題として１つでも改善して頂きたい

と思いますので、その辺のところもお願

いしたいと思います。

それと、指導力不足の先生がおられると

いうことですので、そこまでいかなくて

も、やはり指導にいろいろな問題がある

先生方については、やはり研修期間をき

ちんとやって、またそれから適材適所と

いう、中学校の先生ですと自分の専門分

野がありますんで、そのことによって学

年を変えるとか、いろいろな形でそうい

うふうないろいろな方法もやって指導力

の欠けてきた先生の再教育、それからそ

の教育場所というものを考えていかなけ

ればならないと思いますので、その辺の

ところも考えて頂きたいなと思います。

　それと、主任制ですが、学年主任、教

務主任と、現場の状況というので、現場

の例えば教組さんやと主任制は反対です

から、その辺のところはどうなっている

のか、僕も現場はわからないんですけれ

ども、あってないようなもんなんですよ、

これ、そう聞いております。

　この現状の中で、この主任制を活かし

た先生方のいろいろな１つのグループと

して、やっぱり教育に携わる１つの組織

としての主任制のあり方というものを今

後検討しなければならないと思いますの

で、これの重要性というものをもう一度

お聞かせ頂けたらなと思います。

○柴田委員長　答弁を求めます。奥野教

育研究所指導主事。

○奥野教育研究所指導主事　今後の課題

として、教育レベルをいかに上げていく

かの取り組みについて、ご答弁いたしま

す。

　現状で考えられますのは、１つ情報教

育を担当しておりますので、そういった

情報機器、コンピューターや周辺機器の

整備を充実するとともに、それらを活用

した日々の授業で、わかりやすい授業を

つくり上げていくということのモデルを

示す、あるいは研修会を実施するという

ことで推進することが１つ考えられます。

　さらに、進めて取り組むということに

なりますと、今後、教育研究所のあり方

や役割については教育委員会全体の中で

また検討しながら役割分担していくこと

が必要ではないかと考えております。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、２回

目のご質問にお答えをします。

　まず、中学校の英語指導助手の業務の

派遣の件でございます。これに配置をさ

れる英語指導助手の問題、それから学校

とうまく適応、適切に対応しているのか

ということでございますが、仕様書の中

に、起用される英語指導助手が、この１

８年度は外国人指導英語の助手と英語科

の教諭とがティーム・ティーチング等に

よって生徒のコミュニケーション能力を

図るという位置づけでしておりますので、

例えばその仕様書の中に起用された英語

指導助手が、やはりこれは不適切である

とか、これはちょっと問題があるとかい

うことが、かなりひどい場合ですけれど

も、なれば業者の方に教育委員会の方か

らお願いをして変更ということも仕様書

では可能ということになっております。

　ただ、実際の問題と言いますと、やっ

ぱり年度年度での仕様になりますので、

この場合については次の仕様書で、やは

り課題があった場合には次はこうしてほ

しいとかいう形で年度的に、より充実す
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るように、より適切な指導助手が派遣さ

れるように仕様書の中で工夫をしておる

ところでございます。

　続きまして、市の学力定着度調査の活

用はどうかということについてお答えを

します。これは、先ほど委員がおっしゃっ

てます、何をもってこのレベルというの

かは、なかなか難しい論議がありますが、

少なくとも確かな学力向上のために、こ

の市の学力定着度調査も十分に活用して

いくということで、大きくはやはり摂津

市の教育委員会としてどう活用するのか

というものと、それから学校がそれをど

う活用するのかという２つの形になるだ

ろうというふうに思っております。

　教育委員会の方は、平成１６年度から

実施をし、特に国語・算数・数学、それ

から英語、それぞれの内容の分析に大学

の教授も招きながらスクール広場という、

そういう場を設定しておりますが、その

中で分析をし、そして小・中の連携の中

で、より確かな学力をつけるためにはど

うかというような論議をして頂いて、そ

れを学校の方に返していくというような

こととしております。

　実際には、少し、例えばテキスト的な

ものを発行というふうに思っております

が、現在では課題として残っております

が、今年度、再来年度として、そういっ

た小・中連携の中で例えば国語の問題、

算数・数学の問題については、ぜひそう

いう形でこの定着度調査からの課題を小・

中学校、９年間を見通した中で解決をし

ていきたいという方向を１つつくってお

ります。

　それともう１つは、少人数指導の問題

でございます。やはり、特に中学校等で

は通常の４２ないしの学級の中では、な

かなか力がつかない場合に、個に応じた

指導がどのようにできるのか。

　例えば、習熟度別による指導、個に応

じた指導等のそういった少人数担当の指

導者とともに研究協議をし、授業参観を

取りまぜながら授業の工夫改善に取り組

んでおるところでございます。

　３つ目に、市としてはやはり教職員研

修でございます。国語科の連続研修をし

たり、学力向上の課題とあわせた研修を

積み上げてきているところでございます。

　続きまして、学校でございます。学校

の方の活用につきましては、昨年度まで

は学力向上のための学校づくりという事

業を三中校区で展開をしておりまして、

そこでは市の学力定着度調査の分析から

各学校のプランづくりをしてもらったと

ころですが、これもやはり、まだまだちょっ

と十分なプランとなっておりませんので、

各学校には平成２０年度を含めて、さら

にこのそれぞれの学校の課題をどう克服

するのかという学力向上のプランの策定

に入っていきたいというふうに考えてお

るところでございます。

　また、午前中にも論議がありましたが、

家庭との関係で言いますと、この論議も

なかなか難しいところがございますが、

やはり学力向上のためには学校での取り

組みと同時に家庭の方に子どもの成長へ

の関心を持って頂きたい。生活習慣の確

立をして頂きたい。家庭学習の習慣の確

立も大事ですよというようなことも、こ

れは市の調査、府の調査、また今後、国

の調査でもそういう形が出てくるものだ

ろうというふうに思っておりますが、そ

ういう形で、言葉としては自学自習力と

申しておりますが、子どもが自分から学

ぶという姿勢を、力をつけていきたい。

これには、家庭の協力をお願いしたいと

いう形で、今後も充実した形でその内容

を提示し、ご家庭のご協力を仰いでいき

たいというふうに考えておるところでご
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ざいます。

　続きまして、言葉遣い。人間基礎教育、

道徳教育についての言葉遣いの問題でご

ざいます。先ほど、いわゆる道徳の指導

要領上の小学校の場合に、他人とのかか

わりの中で気持ちのよい挨拶や言葉遣い、

そういうものを心がけて、明るく接する

ことが大事ですよという指導をしていき

ますが、やはりそれが中学年、高学年、

さらに中学生となりますと、これはやは

りもう礼儀という意義を理解し、時と場

に応じた適切な言動をとるということが

目標として中学校では掲げております。

　これの指導というのは、先ほども申し

ましたが、道徳はその道徳の時間という

限られた時間だけではなく、学校教育活

動全体で、これは時と場合になるだろう

と思うんですけれども、この場合はそう

いう言葉遣いが適切でないということは、

やはり場合によっては厳しく子どもたち

に接する場合もあれば、また学級なんか

を経していますと、教師との関係で、そ

の子の気持ちをちゃんと受けとめるため

には、あるときにはフランクな形でとい

うときの場合もございますので、ここら

辺のメリハリを明確につけた形で言葉遣

いの問題を指導していくということが極

めて重要であるというふうに考えており

ます。

　委員ご指摘のように、その子が社会人

になったときに、それで困るということ

であれば、これは学校教育の質も問われ

るわけですから、その点についても十分

加味しながら、先ほど申しました道徳性

の問題、また教科の国語ということでも、

そういった言葉遣いの問題については大

事に考えながら、学校の方とも、また指

導をしていきたいと思っております。

○柴田委員長　前馬学校教育課参事。

○前馬学校教育課参事　主任制に関わっ

てご答弁申し上げます。かつて、小学校

では学級王国、中学校では学年セクト、

あるいは教科の壁、このような言葉がよ

く使われておりました。それぐらい教師

がばらばらであるということを例えた例

だと思いますが、現在、ほんとに各学校、

課題が多うございます。

　また、若い教員が増加している中で組

織的な対応や組織の中での若手教員の育

成が求められております。

　従いまして、組織が意識されるべき学

校に変革されてきたということは、組織

の中ではリーダーが必要でございます。

かつて職員団体等主任が必要でない、そ

のようなこともありましたが、この組織

で対応すべきということは全教職員一致

して理解しておることでございます。

　従いまして、主任がそのリーダーとし

て校務のそれぞれの分掌をまとめていく

存在として、今後も活用されていくべき

であると思いますし、実際に学校が機能

していく場合にそのようになっていくも

のと考えております。

○柴田委員長　北野学務課参事。

○北野学務課参事　それでは、就学援助

の認定率に絡みまして、全国学力テスト

との相関関係についての記事がございま

したが、我々としましては就学援助の認

定率、１７年度にいたしますと大阪府内

で最も高い位置にあります。　

　これが学力と相関が高いのではないか

というような記事を書かれますと、非常

に困惑するというふうに考えております。

それは、なぜかと申し上げますと、就学

援助の認定率は、その認定基準がござい

まして、やはり市町村によって物差しが

いろいろあるということでございます。

　基本的に、生活保護基準をベースに考

えておられる団体が多いんですが、例え

ば北摂では池田市では、これは間接申請
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で民生委員さんの内申により認定される

というような方法をとっておられます。

　その所得でもって基準を出されている

団体が多いんですが、低いところになり

ますと２２０万円ぐらいの所得、我々で

したら３７０万円超えになってますんで、

おおよそ１５０万円もの開きが、このく

らい認定の基準に市町村に格差があると

いうことでございまして、私も先ほど答

弁させて頂きましたように、我々はこの

制度については基本的に保護者に定着し

ており、子育て支援的な要素も非常に大

きいと、こういうことも踏まえまして、

この制度を運用してまいった次第でござ

いますので、学力云々と言われると非常

に困惑しているということでございます。

　もう１点、給食費の未納問題でござい

ますが、私どもの平成１８年度の決算で

申し上げますと、給食費の収納率は９９．

７％でございます。小学校１２校中１１

校において銀行口座の振替制度により、

給食費を学校に納入して頂いております。

　滞納者に対しまして、学校は文書督促、

あるいは戸別訪問、これも管理職による

戸別訪問であるとか、あるいは担任の方

が戸別訪問を頂くとかいうような形で収

納に努めている次第でございます。

　私ども未納の対策といたしまして、例

えば就学援助を受けているお子さんに対

して学校の諸経費が未納になった場合、

学校長が私どもに意見書を頂きまして、

すべて就学援助費用を学校払いにすると

か、あるいはこれは平成１６年度から制

度改正しましたが、学校給食費、就学援

助対象となる学校給食費については、す

べて学校払いにすると。したがって、就

学援助を受けている保護者については１

００％収納していると、こういうような

対策をとったところでございます。

○柴田委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　青パトの運用の

マニュアルの件でございますが、現在、

市で運用している青パトについては、３

課でやっております。

　まず、教育委員会総務課で行っている

のが、先ほど言いました文書集配にあわ

せて運用している部分。それと、交通対

策課におきましては、違法駐車の指導の

委託車両、これを青パト用に改造しまし

て、その委託業者に青パトとして回って

もらっているというのが１台。

　それと、先ほど言いました貸出用の車

両、これにつきましては自治振興課が市

の摂津市防犯協会の方に貸し出しして運

用すると、そういう形で今現在３課で、

それぞれ運用しております。

　また、貸し出しの車両につきましても、

資料を預かってまいりましたが、青パト

利用者の皆様へということのマニュアル、

それと事件・事故を目撃したときのマニュ

アル、子どもが助けを求めてきたときの

マニュアル等々を整備して運用できるよ

うにしておられますので、今後もそうい

う形で３課で協力しながらやってまいり

たいと考えております。

　それと、備品購入の中で理科等の毒物、

劇物等の管理でございますが、先ほどご

指摘頂いておりますように、スチール製

の鍵のついた保管庫で、それと台帳で日々

の使用料を記録して管理いたしておりま

す。

　この劇毒物につきましては、毎年、施

設監査を受ける関係上、私どもその時に

定期的に校長会等で注意喚起いたしまし

て、点検等して頂いております。

　また、そのときにあわせまして、すべ

ての校長会でそういうように言っており

ますが、いま一度、そういうことについ

ての注意喚起をしてまいりたいと考えて

おります。
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○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　美術展の審査の

ことでご質問を頂きました。もし、委員

が申されたようなことがあるとするなら

ば、これは本当にゆゆしき問題だと思い

ます。

　こういう審査があるのは、公平でなけ

ればいけません。順番でつけられるもの

ではございません。作品の良し悪しで賞

が決められるものと、私どもは認識して

おります。

　今後、次回審査会、また行っていくわ

けですので、審査委員の皆さん方の選定

も含め、審査会に持ち帰って、そんな話

があるということは当然おかしな話でご

ざいますので、十分そういったことに取

り組んでまいりたいと思います。

　それから、コンクールの音楽祭のこと

でございます。私ども費用対効果という

ことでは、なかなか難しい面があります。

　ただ、申し上げたいのは２１回からは

審査委員長も長らく務めて頂いた方も辞

任されて新しく運営委員会を再構築し、

市民参加をいかに募っていくかというこ

とで動き出しました。具体的には市民サ

ポーターのお願いをし、現実に４５名の

方々に運営に参加して頂いて、ホールに

足を運んで見てほしいとの思いで取り組

んでおります。

　あるいは、全国から来られる方のお迎

えをということで千里丘駅の改札口にプ

ラカードを持ち、案内をし、温かく迎え

ていこうという取り組み。それから、福

祉会館が閉館になりまして、残念ながら

食事をするところがございません。運営

委員会でテントを張ってでも湯茶のサー

ビス、あるいはボランティアの方々にお

願いし、おでんというのがコンクールに

ふさわしいかというふうなこともありま

すが、聞きますと審査の前はおなかが減っ

てても、そんなことは気にならない。し

かし、ほっとした温かいおでんを頂いて、

うれしかったというような声も聞いてお

りますので、そういった取り組みを含め

て、市民にいかに来て頂くかということ

が大事かなと考えてます。

　�また、特別演奏会といいまして、審

査の合間１時間ほどありますが、その間

に合唱協会の３団体にお願いし、特別演

奏会をして頂いたりと、こういった市民

参加を募っていっており、この１９年度

も、今、取り組んでおります。

　既に昨年を上回るサポーターも応援に

来て頂いてますし、本選の２３日には去

年以上に賑やかになるよう私どもは応援

して頂きたいなと思います。委員の皆さ

んにも、ぜひ一度審査会場に足を運んで

いただければ現実を見て頂けると思いま

すので、よろしくお願いします。１０時

から始まりまして、長丁場でございます

ので、合間合間に休憩がありますので、

ちょっとでものぞいていただければ、私

どもが頑張っているのが見て頂けるので

はないかなと思います。

　私どもが頑張るというよりは、若い人

たちが演奏をして頂けるのを見て頂ける

のではないかと思います。

　それともう１つは、やっぱり市民のレ

ベルの問題もございます。音楽学校の専

門学校に摂津市民が何人学んでおられる

のか、摂津市内の人たちだけのコンクー

ルをするのは、ちょっとこれは難しいか

なというように思います。

　しかし、やはり学んでおられる方をい

かに皆さん方に、学んだことの成果を発

表する場ではないかということで、今年

はフレッシュコンサートというのを１８

日に企画しました。ワンコイン５００円

でございますので、ぜひお越し頂きたい

と思います。
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○柴田委員長�石田市民図書館参事。

○石田市民図書館参事　先ほどの鳥飼図

書センターと、それから新鳥飼公民館の

図書室の開館時間を統一できないかとい

うご質問ですけど、鳥飼図書センターは

市民図書館の分館でございまして市民図

書館と連携して図書の運営をやっており

ますために、開館時間、休館日というの

は市民図書館に合わせるという形になっ

ているんです。

　新鳥飼公民館の方は、要するに公民館

の運営の方になってますので、それと統

一するというのはちょっと今の段階では

難しいかというように考えております。

○柴田委員長　池上青少年課長。　

○池上青少年課長　子どもの見守り活動、

校区間で格差があるということなんです

けれども、この活動につきましては先ほ

ども少し触れましたが、地域の方の善意

によります自主的な活動ということで、

それぞれ地域で参画して頂いている団体

なり、従事して頂いている方が異なって

くるというのは現状でございます。

　また、校区によりましたら取り組み内

容、見守り隊の活動だけではなく、ほか

の形で子どもの安全確保の取り組みをさ

れているところもあるというふうに聞い

ております。

　我々としましては、まず推進母体であ

りますＰＴＡと連携しまして、まずは継

続した活動となるように支援してまいる

とともに、そこからそういった活動の輪

を広げていって、ひいてはどこの校区も

そういった意識を持ってさらなる取り組

みをして頂けるように方策について考え、

また支援してまいりたいというふうに思

います。

○柴田委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　速やかな委員会運営をお願

いしている立場でございますので、その

ことを自覚した上で、要望で済ませられ

るところは済ませていきたいなというよ

うに考えております。

　まず、平成１８年度というのを振り返っ

てまいりますと、川口委員もおっしゃっ

ておられましたけれども、子どもの安全

安心都市宣言を採択されたということも

あったんですけれども、もう１点、記憶

に新しいところで子どものいじめが原因

であると思われる自殺が非常に頻発した

というか、社会的に取り上げられた年で

あったというように認識をしておるんで

すけれども、それに基づきまして昨年１

２月１２日には、文教常任委員会の協議

会を開いて頂きまして、そこで様々な取

り組みについてご説明頂いたわけなんで

すけれども、その後、どのような事態が

あったのかということを質問しようと思っ

ておったんですけれども、それはやめて

おきまして、それを受けてこれから子ど

ものメンタルサポートをどう進めていく

のかということについて、まず１点、お

聞きをしたいなというように考えており

ます。

　それと、不登校についても多くの委員

から質問がございまして、小・中連携に

よる具体的な効果ということも報告があっ

たわけなんですけれども、その中でやは

り小・中連携も非常に大事な話なんです

けれども、私はこの不登校の問題を考え

るときに、家庭という要因が非常に大き

いなというように感じておりまして、例

えば小学校の先生が小学校に通っておら

れるご家庭の方と会う頻度と、例えば幼

稚園の先生方が幼稚園に通わせているご

家庭の方と会う頻度を考えた場合には、

それは幼稚園に通っているご家庭の方と

会う頻度の方が多いわけですよね。

　その中で、様々な点に気づいていきな

がら、それらの段階から家庭に対する教
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育力を上げていくということが長い目で

見た場合には、不登校の問題であるとか、

あるいはいじめの問題にも非常に大きな

有効な手段になるんじゃないかなという

ように考えておるんですけれども、まず

幼稚園のご家庭に対して、どのようなア

プローチをされておられるのかというこ

とを１点、お聞きしたいということと。

　あとは小学校では不登校という言葉を

使いますけれども、それは明確な基準が

あるから事業報告書なんかでも出てくる

わけなんですけれども、幼稚園というの

は義務教育じゃないということは認識し

た上でお聞きしたいんですけれども、例

えば家庭の事情なんかで幼稚園に行って

いないような例というのはあるのか、そ

ういったデータは周知されておられるの

かお聞きをしたいと思います。

　それと、放課後子ども教室のことにつ

いては、私は一般質問でも、代表質問の

中でも取り上げさせて頂きまして、学童

保育と一体化できないのかなというよう

なことを考えておるんですけれども、事

前にお聞きする中で、やはり学童で今、

実際に保育士として働いておられる方か

ら難しいんじゃないのかというような声

も聞いてるというように認識をしており

まして、やはり学童保育という、以前か

らあった事業であったわけですよね。そ

れに放課後子ども教室という新規事業が

加わるわけでございまして、子どもから

したら、どっちに通ってもいいわけなん

ですけれども、それは実際に今まで学童

保育に携わってこられた方にしてみたら、

今までやってきたわけなんだから、なぜ

今ごろ新しい新規事業を組むのかという

ことで、その一体化と申しますか、統合

に異論を示されるのは私は当然の話では

ないかなというように考えておりまして、

ここは発想の転換が要るんじゃないかな

と思ってるんです。

　どういうことかと申しますと、学童保

育を拡充していくんだという発想に持っ

ていくべきじゃないのかのと。いわゆる

１年生から３年生ということで、学年の

しばりもございますし、一定、家庭の状

況も緩和されるということがあるんです

けれども、そうではなくて１年生から６

年生まで、またその家庭事情に関係なく

放課後に学校で過ごすんだと、学童保育

ということを拡充していくんだという方

向性に持っていきながら協議をしていく

ということで、私は新たな道が開けるん

じゃないかなと考えておりますし、また

人材面の方からも難しいという話もある

んですけれども、その点についても今、

学童保育の中で携わっておられる方を中

心に組み入れていきながら、実施に向け

てやって頂きたいということで、これは

要望として申し上げておきたいと思いま

す。

　それと、補助金団体、多くあろうかと

思うんですけれども、その中で収支の決

算を受けておると思うんですけれども、

適正に補助金が使われておるのかどうか

ということを確認するためにも、それは

必要だと思うんですけれども、例えば会

費をもらいながら、さらに補助金をもらっ

ているような団体が仮にあったとして、

それを一緒くたに収入に上げながら歳出

も一緒にしていくということになってい

くと、果たしてその補助金が適正に使用

されているのかということを確認するの

は難しいと思うんですけれども、その点

の把握をしっかりできているのかお聞き

をしたいと思います。

　行政評価制度の導入ということで以前、

この委員会の中でも質問をさせて頂きま

して、まずその目標の設定の仕方がおか

しいんではないかということで以前は申

－ 73 －



し上げさせて頂きました。

　例示をさせて頂きますと、例えば地区

の体育祭で目標数値が１２校区で実施し

てあるというような目標数値が挙げられ

ておったわけなんですけれども、それは

自然とクリアできる数値でありまして、

そういう数字を掲げるのはおかしいんじゃ

ないかと。

　要は、例えば何名の方が体育祭に参加

されるのかという数字を目標に挙げるべ

きじゃないのかなと考えておったんです

けれども、それから数年たちまして、果

たしてこのようなシステムがしっかりと

機能しているのか。目標の、まず設定か

らずっと、その１年間、事業を通されて

こられまして最終チェックをするわけな

んですけれども、その中でこのシステム

が今は稼働、きちんと機能していると考

えておられるのか。少し、例示を挙げな

がらお聞かせ頂きたいと思います。

○柴田委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、不登

校等に関わりまして、幼稚園との内容、

指導等についてちょっとお答えをさせて

頂きます。

　いわゆる義務教育という形での調査と

幼稚園ということで言いますと、先ほど

の調査も含めて幼稚園で不登園と申しま

すか、そういうふうに陥ったものを調査

するという形にはなっておりません。

　ただ、教育相談というような意味合い

で幼稚園の方から、園児がそういう課題

があるのでということで教育委員会、学

校教育課の方に、ほんの限られた数です

けれども、そういうお話を聞いたことは

ございます。

　その折に、学校教育課の方といたしま

しては、いわゆる幼・小の交流という形

で、幼稚園と小学校、特に入学をされる

前に小学校の低学年の担任と幼稚園の先

生、これは保育所という形でも実施をさ

せて頂いておりますが、そういう就学前

と義務教育の小学校へ入学する段階での

つなぎをできるだけ緊密にするというこ

とでは、連携した形になっておりますが、

幼稚園で発生をしておりますそういった

様々な課題に、特に調査という形では学

校教育の方は把握ができていない現状に

あるところでございます。　

○柴田委員長　中岡生涯学習部次長。

○中岡生涯学習部次長　補助金のことで

ございます。私ども、たくさんの文化連

盟、スポーツ団体へ補助金を交付してお

るわけですが、基本的に補助金を申請す

るときに決算書とか予算書とか徴取して

収入の内訳がどういうふうな内訳になっ

ているか。それから、支出もどういう支

出をし、繰越金が補助金を上回るという

ようなこと、あるいは補助金が入るまで

の４月５月、どうしても補助金が入って

くるのは難しゅうございますので、そう

いった運営資金が繰り越されて、適正に

運営されているかというようなことはしっ

かりと点検をしております。

　ただ、以前では市の補助金がほとんど

で、収入の大半を占めて、それだけで何

か運営がされているというような団体も

ございまして、やはりそれは会費という

もので、きっちり自分たちの自主運営を

するということが前提でございますので、

そういった指導はしております。

　私どもの方は単に補助金、団体補助と

いう性格は、これからはやはり、私見で

すが、やはり事業補助に切りかえていく

のも１つの案かなと。やはり適正な事業、

その辺にふさわしい事業をやって頂くこ

とに対して、市として補助金を交付して

いくというのも１つの考え方としてはあ

るかなと思います。

　ただ、やはりそういったことにすると
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団体がなかなか育ちにくいとか、続けに

くいというようなこともございますので、

十分、精査しながら適正な補助に努めて

まいりたいと考えております。

○柴田委員長　小林参事。

○小林生涯学習スポーツ課参事　事務事

業評価に関する件でございますけれども、

生涯学習スポーツ課に関わる部分につい

て答弁させて頂きますと、市の方では行

政評価システムという形で平成１４年度

から導入されているものでございまして、

その中で事務事業評価、委員さんもご指

摘のとおり、活動指標、成果指標といっ

たもので数値があらわれております。

　活動指標といいますのは、いわゆるア

ウトプット手法、行政が社会活動に提供

する財やサービスの量で図るのに対しま

して、成果指標のアウトカムというんで

すか、行政活動が社会状態に与える変化

や住民の満足度で図るものということで、

それぞれ数値を挙げさせて頂いておりま

す。

　ご指摘の地区市民体育祭の活動指標１

２ということなんですけれども、毎年、

地区市民体育祭については地区の方で実

行委員会を結成されまして、長年やって

頂いておりますんで、当然、実施という

方向なんですけれども、我々の方といた

しましても毎年、実行委員会を結成して

頂いて、秋の地区市民体育祭を実行して

頂くのが、まず１つの目標かなというこ

と。

　それと、それに対する参加人数を成果

指標として挙げさせて頂いておるんです

けれども、先ほど委員さんご指摘のよう

に、参加人数を活動指標とするならば、

それに対する地区の方の参加率であると

か、それが１つの成果であるとか、そう

いったことで変えることも必要かなと考

えております。

　それと、あとほかの事務事業評価に対

する具体的な例で申し上げますと、例え

ば生涯学習まちづくり推進市民会議とい

う事業では、活動指標を会議開催回数と

し、その成果といたしましてまちづくり

推進市民会議から出された提言を成果指

標といたしております。

　こういった中から生涯学習のリーダー

バンク制度であったり、出前講座の市民

編、こういったあり方についての提言を

頂いたところでございます。

　また、文化財の啓発事業では、文化財

啓発に係るふるさと摂津講座やふるさと

摂津案内人養成講座、こういった会議の

開催回数、それと文化財にかかわります

各種刊行物を発行しておりまして、それ

の発行も含めた啓発回数を活動指標とし

ており、それを見られた方、受講された

方が関心を持っていただけたと把握した

人数を成果指標としておりますけれども、

具体的にはふるさと摂津案内人養成講座、

ふるさと摂津講座を受講されて、その後、

ふるさと摂津案内人としてご活躍して頂

いている人の数を成果としているもので

ございます。

　いずれにいたしましても、様々な事業、

生涯学習スポーツ課所管の中でございま

すけれども、ほんとにふさわしい活動指

標、成果指標というものが、どういう物

差しなのか、また課の中でも検討し、担

当課とも協議しながら、いいものになる

ように努めていきたいと考えております。

よろしくお願いします。

○柴田委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　まず、子どものメンタルサ

ポート、今後の方向ということで１回目

質問したんですけれども、答弁頂いてな

かったんですけれども、前回の一般質問

の中で子どもたちにメンタルトレーニン

グをしたらどうなのかということを提案
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させて頂きまして、今後、調査していく

んだという答弁を平岡理事から頂いたわ

けなんですけれども、もちろんいじめを

しないということが大事な話なんですけ

れども、しかし必ずいじめというものは

起こるものやと私は思ってますし、大人

の社会の中でも起こるわけですから、学

校の中で起こらないわけがないとなると、

やはりいじめられても、それに打ち勝つ

ような精神力を持っていくんだという発

想が要るんじゃないかなと考えておりま

すので、これは引き続きそういった方向

の検討をお願いしたいと要望として申し

上げさせて頂きます。

　幼稚園の不登園という言葉があるのか

どうかわかりませんけれども、その状況

については把握できていないという話な

んですけれども、やはり詳細に分析をし

ていくと、将来的に不登校になるような

事案、兆候というものがあるんじゃない

かなという気がしておりまして、また幼

稚園で指導されている方は直接、ご家庭

の方と接する機会が多いわけですから、

その中でやはり家庭の教育力を上げてい

くんだという発想をぜひ持つべきじゃな

いのかなと。

　小学校に行くと、なかなか会えないと

いう状況があるかと思いますので、会え

るときにやはり伝えていくということが

必要ではないかなと考えておりますので、

ぜひそういった方向からの検討もお願い

したいと。

　それと、「摂津の教育の姿」という冊

子を毎年もらうんですけれども、その中

で幼稚園のことはほとんど触れられてい

ないんですね。

　どういう幼児教育がなされているのか

というのが、事業報告書を見てもよくわ

かりませんし、ぜひそういったことも今

後わかるように情報提供をして頂きたい

なということも要望として申し上げさせ

て頂きます。

　その補助金団体のことなんですけれど

も、要は本来、会費で賄うべき企業とい

うか、要はお金の使い方ですよね。それ

と、補助金の中で使うべきお金の使い方、

私は明確に区別されるべきであると思っ

てるんです。

　そうなってくると、もちろん全体の収

支というものは掴まないかんのかと思い

ますけれども、やはりほんとに補助金を

もらって、こんなに使ったんだよという

収支の決算の状況を把握せなあかんの違

うかなと思っておりますので、ぜひ今後、

ちょっとそれは資料の請求もさせて頂き

ながら、また私の意見を申し上げていき

たいと思っておりますけれども、ぜひそ

ういった視点で、要は税金ですのでほん

とにみんなが納得のできるような使い方

ということで、そういったことについて

も今後しっかりと取り組んで頂きたいと、

これも要望として申し上げさせて頂きま

す。

　それと、行政評価制度のことで、地区

の体育祭のことでありますとか例示して

頂きながらご答弁頂いたんですけれども、

正直、やはり目標設定の、まずあり方が

大事じゃないのかなと考えておりまして、

１２校というのは自然と消化できる数字

であって、恐らく来年度もできると思う

んです。そういうところを目標にしてい

る限りは、私はその進歩がないんじゃな

いかなと、これは失礼な言い方ですけれ

ども、考えておりますので、ぜひ次年度

に向けまして、目標をまず設定というこ

とで、様々な努力をして頂きたいと考え

ておりますので、これもお願いとして申

し上げさせて頂きます。

　それと１点、１回目で言うのを忘れて

おったんですけれども、平成１８年６月
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に行政施策別の市民意向調査というのが

なされておりまして、その中の文化と教

育という中におきまして、義務教育にお

ける基礎的な学力、体力を養成しますと

いう項目の中で一番多い、高いニーズが

あったというデータが出ております。そ

れに反比例じゃないんですけれども、満

足度というと、そこが一番低いんですよ

ね。

　それ以外の施策というのは、ほぼ真ん

中と申しますか、満足、不満足というと、

ちょうど真ん中ぐらいなんですけれども、

その点だけちょっと低いんですよね。こ

ういった状況も考えて頂いて、これは私

の持論かもしれませんけれども、摂津市

の教育に対するイメージというのが、い

まいちよくないと。そこが私は、人口の

定着の低さにもつながっているんじゃな

いかと考えておりますので、学力の問題

は森内委員もおっしゃっておられました

し、多くの委員もこの点については注目

されておられると思いますので、ぜひこ

ういったニーズがあるんだと、そしてイ

メージはどうなのか、実態はどうなのか

ということをもう一度調査して頂きまし

て、摂津はすばらしいんだという実態と

イメージがしっとりしたものになるよよ

うにお願いをさせて頂きまして、質問を

終えたいと思います。

○柴田委員長　それでは、以上で質疑を

終わります。

　暫時、休憩します。

（午後５時２０分　休憩）

（午後５時２１分　再開）

○柴田委員長　再開します。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○柴田委員長　討論なしと認め、採決し

ます。

　認定第１号、所管分について、認定す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○柴田委員長　賛成多数。よって、本件

は認定すべきものと決しました。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午後５時２２分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

　文教常任委員長����柴　田　繁　勝

　文教常任委員����　森　西　　　正
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